マニュアルの使いかた 



安心してお使いいただくために— 

•パソコンをお取り扱いいただくための注意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 







♦パソコンの準備 


• 電源の入れかた 

• Windows のセットアップ 


* 電源の切りかた 

• Q & A 集（電源が入らないとき） 


• 各部の名前 

• リカバリー（再セットアップ） 


• システム環境の変更とは 

• 廃棄/譲渡 


など 

など 
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广オンラインマニュアル（本書）- V 

Windows が起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンを買い替えたとき 
♦パソコンの基本操作 
* ネットワーク機能 
• 周辺機器の接続 
•バッテリー駆動で使う方法 
• システム環境の変更 
♦パソコンの動作がおかしいとき/ Q & A 集 
など 

V_/ 


f リリース情報- - 

• 本製品を使用するうえでの注意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ リリース情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、付属の冊子『安心してお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるようにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


MM 記号の意味 


△危険 

"取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （* i ) を負 
うことがあり、その切迫の度合いが高いこと”を示します。 

△警告 

“取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （* i ) を負 
うことが想定されること”を示します。 

A 注意 

"取り扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2)を負うことが想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生が想定されること” 
を爪します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示し 

よ4 〇 

£5 メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

•このマニュアルへの参照の場合…「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』 


* 1重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治療に 
入院 • 長期の通院を要するものをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院.長期の通院を要さない、けが、やけど（高温•低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜 • ぺットなどにかかわる拡大損害をさします。 
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MM 用語について ■ 

本書では、次のように定義します。 


システム 

特に説明がなし塌合は、使用しているオペレーティングシステム (0 S ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウェアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明がない場合は、 Windows ® 7 Professional を示します。 

SSD 

本製品には、補助記憶装置として、フラッシュメモリを記憶媒体とするドライブが搭載されて 
います 。 SSD (ソリッドステートドライプ）とは、ハードディスクの記憶媒体である磁気ディ 
スクの代わりに、 NAND フラッシュメモリを使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

なお、本書において「八ードディスク」または「八ードディスクドライブ」と記載されている 
場合は、 SSD を示します（「外付け八ードディスクドライプ」は除く）。 

WiMAX 機能搭載モデル 

WiMAX 機能を搭載しているモデルを示します。 

Bluetooth 機能搭載モデル 

巳 luetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

Web カメラ搭載モデル 

Web カメラを搭載しているモデルを示します。 

指紋センサー搭載モデル 

指紋センサーを搭載しているモデルを示します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能を搭載しているモデルを示します。 

キーボードバックライト機能搭載モデル 

キ_ポ_ドバックライト機能を搭載しているモデルを示します。 
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mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シリーズのみ」な 
どのように注記します。 

• インターネット接続については、ブロー ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプリ ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは本体の SSD や付属の CD / 
DVD からインストールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

• システムが Windows 7以外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法が異なる場合があ 
ります。詳しくは、各種説明書や各ヘルプを確認してください。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法が「大きいアイコン」または「小さいアイコン」に 
なっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてから操作説明を確認してください。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合があります。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合がありますが、読み替えてご使用ください。 


KS T rademarks 

• Microsoft 、 Windows 、 Wi 


Windows l _ ive、Windows Media 、 Aero 、 Excel 、 MSN 、 


OneNote 、 Outlook 、 PowerPoint、SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米国 
およびその他の国における登録商標または商標です。 

その他記薩されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはその子会社の商標、または登録商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （* S ») 

• SDHC ロゴは商標です。 （ ^ ) 

• SDXC □ゴは商標です。 （ 癸） 

• HDMI、HDMI High-Definition Multimedia Interface および HDMI ロゴは 、 HDMI 
Licensing LLC の登録商標または商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富士ゼロックス株式会社の商標または登録商標です。 

• ConfigFree は、株式会社東芝の登録商標です。 

• McAfee 、 マカフイーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の米国またはその他 
の国における登録商標または商標です。 

• TRENDMICRO 、 ウイルスバスターおよびウイルスバスタークラウドは、トレンドマイクロ 
株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

* WiMAX は、 WiMAX フォーラムの商標です。 

•巳 luetooth は、その商標権者が所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 


本書に掲載の商品の名称やロゴは、それぞれ各社が商標および登録商標として使用している場 
合があります。 
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D プロセッサ （CPU) に関するご注意^^ 

本製品に使われているプロセッサ （ CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いが現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずノ（ッテリー駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

•本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターが必要に設計されて 
いるデザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メー トル （3, 280フィート）以上をお考えください。 

•目安として、気温5〜 30 °C (高所の場合 25° C ) の範囲を超えるような外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更が生じる場合、 CPU の処理能力が実際には仕様と異なる場合 
があります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合があります。 

これは、当社が推奨する設定、使用擐境の範囲を超えた状態で本製品が使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このようにデータの喪失、破損の危険がありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保存してください。また、プロセッサが最適の処理能力を発揮するよう、当社が推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプロセッサに関する注意 

64ビット対応プロセッサは、64ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
64ビット対応プロセッサは以下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）がインストールされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットが搭載されている 

• 64ビット対応の BIOS が搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバーがインス I ルされている 

• 64ビット対応のアプリケーションがインス I ルされている 

特定のデノ（イスドライバーおよびアプリケーションは64ビットプ□セッサ上で正常に動作し 
ない場合があります。 

プレインストールされている 0 S が、64ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S がプレインス t -ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳しくは、東芝 
PC あんしんサボートにお問い合わせください。 
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■a 著作権について 

音楽、映像、コンピューター.プログラム、データベースなどは著作榷法により、その著作者 
および著作榷者の榷利が保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを 
行うと、「著作榷侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることが 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のうえ、適切な使用を 
心がけてください。 


K ■リリース情報について 


「 UU —ス情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などが記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行うと表示されます。 

①[スタート]ポタン （©)— [すべてのプログラム]—[はじめに]— [ UU — ス情報]を 
クリツクする 


MM お願い 


• 本体の SSD にインストールされている、または付属の CD / DVD からインストールしたシ 
ステム （0 S )、 アプリケーション以外をインス!ルした場合の動作保証はできません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順以外の 
方法で、パーティションを変更.削除 • 追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊す 
おそれがあります。 

• 本体の SSD にインストールされている、または付属の CD / DVD からインス I ルしたシ 
ステム （ OS )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する以外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、 SSD は永久に使用できなくなり、交 
換対応となります。この場合も有料です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を 
確認できる物）の提示が必要となります。 

• 本製品はセキュリティ対策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますが、完全なセキュリティ保護を保証するものではありません。 
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
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•「ウイルスパスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルス 
やワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピューターを保護するためにも、常に 
最新の状態で使用する必要があります。本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、 
インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますが、90日間の使用制 
限があります。90日を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能がご使用 
できなくなります。 

ウイルスチェックが全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュリティ対策ソフトを導入してください。 

•「マカフィーインターネットセキュリティ」を使用している場合、ウイルス定義ファイルお 
よびファイアウォール規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキング 
などからコンピューターを保護するためにも、常に最新のものにアップデートする必要があ 
ります。本製品に用意されている「マカフィーインターネットセキュリティ」は90日間の 
使用制限があります。最新版へのアップデートは、ご使用開始から90日間に限り無料で行 
うことができますが、90日を経過すると最新のアップデートがご使用できなくなります。 
新種のウイルスやスパイウェアのチェックが行われない状態となりますので、必ず期限切れ 
前に有料の正規サービスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフト 
を導入してください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関する注意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーザー使用許諾契 
約書 （Windows 7のみ。ほかの 0 S の場合、『エンドユーザー使用許諾契約書』は付属して 
います。）をお読みください。 

•アプリケーション起動時に使用許諾書が表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプリケーションを使用することはできません。一部のア 
プリケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、以降起動時に使用許諾書が表示されな 
くなります。リカバ U —を行った場合には再び使用許諾書が表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーザー登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。 

当社ホームページで登録できます。 

詳細について「付録0お客様登録の手続き」 

[ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、そのメッセージを注意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してから、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 
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na 映像/音楽関連の機能を使用するにあたって 


□ 映像を扱うアプリケーシヨンについて 

映像を扱うアプリケーションの使用中に、スリープ/休止状態への移行を行わないようにして 
ください。 

エラーメッセージが表示されたり、アプリケーションが終了したりする場合があります。 

その場合は、使用したいアプリケーションを再度起動してください。 

HI H.264/AVC, VC-1 and MPEG_4 ライセンスについて 

本製品は、 AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 規格特許ライセンスのもとで、個人的利用およ 
び非商業利用目的に限り、お客様が以下のいずれか、または両方の使用を行うことが許諾され 
ています。 （ i ) AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 標準規格に従いビデオをエンコードするこ 
と（以下 「 AVC ビデオ」、 「 VC -1 ビデオ」、 「 MPEG -4 ビデオ」という）、 （ ii ) 個人的、非商業 
的行為においてお客様によりエンコードされた、または/および AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 
MPEG -4 ビデオを提供するために MPEG LA からライセンスを受けたビデオ提供者から取得 
した、 AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 MPEG -4 ビデオをデコードすること。ほかの使用について 
はライセンスを許諾されていません。上記以外の販売、社内利用および商業的利用など利用/ 
許諾に関する情報については 、 MPEG LA の HP ( http :// www . mpegla . com ) より入手いた 
だけます。 


• H .264/ AVC , VC -1 and MPEG -4 License Notice 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC , THE VC -1 AND MPEG -4 VISUAL 
PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE 
OF A CONSUMER FOR ( i)ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE ABOVE 
STANDARDS (" VIDEO ") AND/OR ( ii)DECODING AVC , VC -1 AND MPEG -4 VIDEO 
THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON ¬ 
COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER 
LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE SUCH VIDEO . NO LICENSE IS GRANTED OR 
SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE . ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING 
THAT RELATING TQ PROMOTIONAL , INTERNAL AND COMMERCIAL USES AND 
LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA . L . L . C . SEE http :// www . mpegla.com 
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使いはじめる前に 

前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「 PC 引越ナ 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 

— PC 引越ナビー . 14 

2リカバリーメディアを作る . 19 








前のパソコンのデータを移行する 

- PC 引越 ナビー 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備が必要です。 

「 pc 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることができるアプリケーションです。 

ここでは、移行したい設定やデータが保存されているパソコンを「前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「新しいパソコン」として説明します。 


環境を確認する 


■ 前のバソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 

* マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してください。また 、 「Internet Explorer 」 
のパージョンが 「6 SP 1」 以上であることを確認してください。それ以下のパージョンの場合は、 「6 SP 1」 
を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP . Microsoft ® Windows ® XP operating system 日本語版の全エディション 

Windows Vista . Microsoft ® Windows Vista ® の全エディシヨン 

Windows 7 . Microsoft ® Windows ® 7の全エディシヨン 




前のバソコンの動作環境について 


あらかじめ、「付録 


「 PC 引越ナビ」について」を確認してください。 


■使用できる環境を確認する 

設定 • データの移行をするには、次の方法があります。 

• USB フラッシュメモリを使用する 

• US 巳フラッシュメモリとネットワーク（有線 LAN ) を使用する 

• USB フラッシュメモリとクロスケーブル（有線 LAN ) を使用する 

• USB フラッシュメモリと DVD を使用する* * 1 

* 1外付けの DVD ドライブ（市販品）を接続すると、 DVD を使用できます。 

前のパソコンと、新しいパソコンの仕様を確認し、共通して使用できる方法のなかから、移行 
する設定_データの容量に適した方法を選んでください。 

前のパソコンでどの方法が使用できるかを確認し、 USB フラッシュメモリやネットワーク用の 
ケーブルまたは DVD が必要な場合は購入してください。また、 フォー マットが必要な US 巳フ 
ラッシュメモ U は、あらかじめフォーマツトしてください。 
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使いはじめる前に 



















D 前のパソコンのデータを移行する - pc 引越ナビ- 


• USB フラッシュメモリのみで移行する場合は、51 2 MB 以上の容量が必要です。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 USB フラッシュメモリの容量が小さいと、数回に 
分けてデータをコピーすることになりますので、大容量の USB フラッシュメモ U を移行用 
に使用することをおすすめします。 

• USB フラッシュメモリの代わりに、メディアカードを使用することもできます。 

本製品で使用できるメディアカードについては、「2章 EJ SD メモ U 力ードを使う」で確認 
してください。 

M 移行できる設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーザーの設定とデータを移行できます。 

• Internet Explorer の設定* 1 

• Windows Live メール （Windows メール、 Outlook Express) の設定* 2 * 4 

• Microsoft Outlook の設定* 3 * 4 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])フォルダーに保存されているファイル 
•デスクトップ上のファイル 
• 任意のフォルダーに含まれるファイル 

• 1 Microsoft Internet Explorer 6 SP 1 以上 

*2 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook Express (バージョンが 6.0 SP 1 以上 )」、 「Windows メール」、 
「Windows Live メール」のデータです。 

*3 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook 2000」以降のデータです。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ 、 「Microsoft Outlook 」 が付属およびインス!ルされています。 
前のパソコンに保存されている 「Microsoft Outlook ] のデータを Office が搭載されていないモデルに移 
行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の 「Microsoft Outlook ] を新しいパソコンにイ 
ンス I -ールする必要があります。 

移行するためには 、 「Microsoft Outlook 2003」以降の 「Microsoft Outlook 」 をインス!ルしてく 
ださい。 

*4 新しいパソコンにメールソフトがインス!-ールされていない場合でも、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデー 
夕を保存します。 

「Windows Live メール」および 「Microsoft Outlook 」 は起動したときに、保存したデータのインポート(取 
り込み）を行います。 

メールソフトによっては、違うソフトのデータを変換して取り込むことができます。 

詳しくは、メールソフトのヘルプを確認してください。 

g メモ 

* 移行できる設定やデータの詳細は、 「 PC 引越ナビ」のヘルプで確認してください。 
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D 前のパソコンのデータを移行する - pc 引越ナビ- 


n インストール方法 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインストールされていません。 

次の手順でインストールしてください。 

1[スタート]ポタン （ n )— [すべてのプ□グラム]—[アプリケーショ 
w ンの再インスト-ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

K 1 [アプリケーション]タブをクリックする 

1画面左側の [ PC 引越ナビ]をクリックし、 [「 PC 引越ナビ」のセットアッ 
プ]をクリックする 

H 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■ rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをクリックしてください。 

mm 起動方法 

n デスクトップ上の [ pc 引越ナビ ] ( s ) をダブルクリックする 

■「 PC 引越ナビ」が趣します。 

[スタート]ポタン （©) — [すべてのプ□グラム]— [ PC 引越ナビ]をクリック 
して起動することもできます。 

VX 画面下の ヘルプ ポタンをクリックし、注意制限事項を確認する 

W 「 PC 引越ナビ」のヘルプが表示されます。 

「 PC 弓|越ナビ」の注意制限事項をお読みください。 

目次で[注意制限事項とメッセージ]をクリックし、画面右側に表示される各項目を 
よくお読みください。 

K 1 [同意する]をチェックし、[次へ]ポタンをクリックする 

_ 使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 
注意事項が表示されます。内容を確認し、[次へ]ボタンをクリックしてください。 




使いはじめる前に 
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引き続き、説明画面が表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 














D 前のパソコンのデータを移行する - pc 引越ナビ- 


E 9 操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定 • データや使用する移行 
方法などで操作の詳細は異なりますが、大まかな流れは次のとおりです。 

新しいパソコンと前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいで 
しよろ。 



移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかから、前 
のパソコンと新しいバソコンの仕様や、 
移行するデータの容量を元に移行方法 
を選択します。 


新しいパソコン 



USB メモ ij 



ネットワーク（有線 LAN ) 
クロスケーブル（有線 LAN ) 
DVD 


「こん包プログラム」を コピーす る 



「こん包プ□グラム」は複数のファイルを1つに 
まとめるプ□グラムです。 

USB フラッシュメモリにコピーしてください。 




「こん包プログラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を前のバソコ 
ンで実行し、移行する複数のデータを1つの 
ファイル（「こん包ファイル」）にまとめます。 




「こん包ファイル」を コピーす る 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。 
移行するデータの容量によっては、「こん包ファ 
イル」は複数作成されます。すべての「こん包 
ファイル」をコピーしてください。 



ネットワーク（有線 LAN ) 
クロスケーブル（有線 LAN ) 
DVD 



使 

い 

は 

じ 

め 

る 

前 

に 


17 




























































前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 
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8 


















■ J カバ 1 J _ メディアを作る 


本製品には、システムやアプリケーションを購入時の状態に復元するためのリカバリー（再セッ 
トアップ）ツールが搭載されています。 

リカバリー DVD - ROM が付属していないモデルの場合、 「 TOSH 旧 A Recovery Media 
Creator 」 を使って、あらかじめ、リカバリーツールのバックアップをとっておくこと（リカ 
バリーメディアの作成）をおすすめします。 

作成したリカバリーメディアは大切に保管してください。 

何らかのトラブルで SSD から U カバリーできない場合でも、 U カバリーメディアからリカバ 
リーをすることができるようになります。 

リカバリーメディアがない状態で、 SSD から U カバリ_が行えない場合は、修理が必要になる 
可能性があります。東芝 PC あんしんサボートに相談してください。 

■リカパリー（再セットアップ）とは 

リカバリー（再セットアップ）をすると、 SSD 内に保存されているデータ（文書ファイル、画 
像 • 映像ファイル、メールやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インター 
ネットやメールの設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり 
何も設定していない状態になります。 

詳しくは、『セットアップガイド』を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段から定期的に行っておくことをおすすめします。 

■ リカバリーメディアを作成できる記録メディア _ 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 では、次の記録メディアのいずれかを使用できます。 
何ちデータが書き込まれていないちのを用意してください。 

• USB フラッシュメモリ 

•言己録用の DVD メディア* 1 ( DVD - R 、 DVD-R DL 、 DVD - RW 、 DVD + R 、 DVD+R DL 、 
DVD + RW ) 

*1 外付けの DVD ドライブ（市販品）を接続すると、 DVD を使用できます。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面の[メディア構成]で記録メディアの種類を選 
択すると、[情報]に、必要な記録メディアの枚数や容量が表示されます。 

USB フラッシュメモリの場合は、リカバリーメディアの作成に最低限必要な容量が表示されます。 
表示される容量より大きい容量の USB フラッシュメモ U を用意してください。 

DVD の場合は、必要な枚数が表示されます。複数枚使用する場合は、同じ規格の記録メディア 
で統一してください。 




DVD について 


外付けの DVD ドライブ（市販品）を使用して作成する場合は、 『 DVD ドライブに付属の説明書』 
を確認してください。 

外付けの DV □ドライブ（市販品）で使用できる DVD については、 『 DVD ドライブに付属の説明 
書』を確認してください。 
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0 リカバリーメディアを作る 


リカバリーメディアの作成にあたって = 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では DVD-RAM を使用できません。 

• rTOSHIBA Recovery Media Creator ] を使ってリカパリーメディアを作成するときは、ほか 
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

また、パソコン本体の電源コードと AC アダプターを接続した状態で作成してください。 

US 巳フラッシュメモリまたは DVD に書き込みを行うときは、次の注意をよく読んでから使用して 
ください。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれがあります。また、ドライブへの振動や衝撃など 
の本体異常や、メディアの状態などによっては処理が正常に行えず、書き込みに失敗することがあ 
ります。 

籲書き込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、 
記憶内容の変化 • 消失など、メディアに保存した内容の損害および内容の損失 • 消失により生じ 
る経済的損害といった派生的損害については、当社はいっさいその責任を負いませんので、あら 
かじめご了承ください。 

• DVD に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録 
メディアを使用してください。また、推奨するメーカーの記録メディアを使用してください。 

DVD について 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

* バッテリ_駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテリ_の消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれがあります。必ず電源コードと AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセン 
卜に接続して使用してください。 

* 書き込みを行うときは、本製品の省電力機能が働かないようにしてください。また、スリープ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 
mm 省電力機能について「5章0省電力の設定をする」 

• 次に示すような、ライティングソフトウェア以外のソフトウェアは終了させてください。 

_スクリーン セーパー 
■ ウイルスチェックソフト 

_ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
-音楽や映像の再生アプリケーション 
• LAN などの通信アプリケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

* タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーザーを切り替える、画面の解像度や色数の変 
更など、ノくソコン本体の操作を行わないでください。 

* パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

* パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


U カバリーメディアを作成するには、以降の説明を参照してください。 



使いはじめる前に 
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D リカバリーメディアを作る 


■■インストール方法 

「TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 は、購入時の状態ではインストールされていません。 
次の手順でインストールしてください。 

■ [スタート]ポタン （ n )— [すべてのプ□グラム]—[アプリケーシヨ 
ンの再インスト-ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

K 1 [ユーティリティ]タブをクリックする 

|画面左側の [ TOSH 旧 A Recovery Media Creator ] をクリックし、 
[「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のセットアップ]をクリッ 
クする 

f 画面の指示に従ってインス I -ールする 

rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをクリックしてください。 
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0 リカバリーメディアを作る 


リカバリーメディアを作成する 

外付けの DVD ドライブ（市販品）で DVD のリカバリーメディアを作成する場合は、あらかじ 
め DVD ドライブをパソコン本体に接続しておいてください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

■ [スタート]ポタン ( Ti ) -[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
— [サポート&リカパリー]—[リカパリーメディア作成ツール]を 
クリックする 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator ] が起動します 0 

[タイトル]、[メディア構成]を選択する 

[情報]に、必要な USB フラッシュメモ U の容量や DVD の枚数が表示されるので、 
用意してください。 


TOSHIBA Recovery Media Creator 



l^aJ 


i パリメディア作成 

、のコンピュータの J トドディスク上には、リカノ V リイメ~ジが保存されていま 
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タイトル 

チェックボックスにチェックがついて 
いる （3) リカバリーメディアを作成 
します。 

田をクリックすると作成するリカバ 
リーメディアの一覧が表示されます。 
作成する必要のないリカバ U _メディ 
アは、チェックをはずしてください。 

■メディア構成 

作成する記録メディアの種類を選択し 
ます。 


(表示例） 


情報 

USB フラッシュメモリの場合、画面に表示 
される容量が必要になります。 

DVD の場合、画面に表示される枚数分が 
必要になります。 


K 1 [作成]ポタンをクリックする 

作成するリカバ U —メディアの確認と記録メディアのセットを求める画面が表示され 
よ9 〇 
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使いはじめる前に 
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D リカバリーメディアを作る 


USB フラッシュメモリまたは DVD をセットする 

USB フラッシュメモリ「4章 □ USB 対応機器を使う」 

DVD のセット 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

[0K] ポタンをクリックする 

作成が開始され、[現在のメディア]に、作成している 1 」カバ U _ メディアの進埗状 
況が表示されます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ポタンをクリックしてください。 

DVD の場合、作成が終了すると、記録メディアが自動的に出てきます。 

作成するメディアが複数枚ある場合は、メッセージに従って記録メディアを入れ替え 
てください。 

メッセージを確認し、 [0 K ] ポタンをクリックする 

作成したリカバリーメディアには、次のことがわかるように目印をつけてください。 

• 「リカバ U — メディアであること」 

春複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場合、「リカバ U — メディア XX (番号)」というように、レーベル面 
に油性のフェルトペンなどで記載してください。リカバ U —をするとき、この番号の 
順にリカバリーメディアを使用しないと、正しくリカバリーされません。必ずリカバ 
リーメディア番号がわかるようにして保管してください。 


[閉じる]ポタン （ h ハ H ) をクリックする 


[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面が閉じ、リカバ U — メディアの作成を 
終了します。 

リカバリーメディアからリカバリーをする操作手順については、『セツトアップガイド』を参照 
してください。 


ヘルプの起動方法 


「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 
ンをクリックする 


を起動後、[ヘルプ]ボタ 


「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録 □ お問い合わせ先』 



使いはじめる前に 













■ パソコンの基本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 26 

2使い終わったら . 29 

3タッチパッド . 42 

4キーポード . 46 

5 SSD . 55 


6画面を調整するーディスプレイ- . 56 

7サウンド . 59 

8 SD メモリカードを使う- SD カードス□ット-. ■■ 61 

9 Web カメラを使う . 66 













電源を入れるとぎ 


ッセージが表示された場合 


電源を入れたときにメッセージが表示された場合は、次の内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザーパスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


Password = 

設定したユーザ _ パスワードを入力し 、 ENTER —を押してください。 
パスワードについて「6章パスワードセキュリティ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


HDD/SSD Password = 


設定した HDD パスワードを入力し 、 [ENTER I キーを押してください。 


^ メ亡 _ 

鲁パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

モデルによっては、パスワードを入力せずに約1分経過した場合も、自動的に電源が切れます。 
パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 LAN 、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許可によ 
る Wake - up ができません。 

その場合は電源を入れ直してください。 

• ユーザーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーザーパスワード— HDD パ 
スワードの順に認証が求められます。ただし、ユーザーパスワードと HDD パスワードが同一の文字列 
の場合は、ユーザーパスワードの認証終了後、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

パスワードについて「6章 □ パスワードセキュリティ」 


■ メ ッ セージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「 Q & A _」 をご覧ください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
















D 電源を入れるとき 


2 


起動するドライプを変更する場合 


ご購入時の設定では、本体の SSD からシステムを起動します。起動するドライブを変更した 
い場合、次の方法で変更できます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたときに表示されるメニューから、起動するドライブを選択できます。 


電源スイッチを押し、製品ロゴが表示されている間に_キーを数回 
押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力 して \ ENTER | キーを押してください。 

起動したいドライブを m または[ X ]キーで選択し、キーを押す 

一時的にそのドライブが起動最優先ドライプとなり、起動します。 


*「► HDD Recovery 」 は選択しないでください。リカバリーを実行すると、 SSD 内に保存され 
ているデータはすべて消去されます。 

間違えて選択してしまった場合、メッセージが表示されますので®キーを押してしてください。 
電源が切れるので、手順〇からやり直してください。 

SS □からのリカパリーについては、『セットアップガイド』を確認してください。 


■あらかじめ設定しておく 

「東芝 HW セットアップ」の [0S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更できます。 
設定の変更「6章 D 東芝 HW セツトアップ」 
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パソコンの基本操作を覚えよう 
























D 電源を入れるとき 


ディスプレイを開くと、電源が入るようにする 


パネルオープンパワーオン機能を有効に設定した場合、ディスプレイを開くと、自動的にパソ 
コンの電源が入るようになります。 

■ [スタート]ポタン（1#) — [すべてのプ□グラム]— [eco ユーテイ 
胃リティ&省電力]—[パネルオープンパワーオン]をクリックする 

「東芝 HW セットアップ」が起動します。 

Q [os の起動]タブの[パネルオープンパワーオン]で[有効にする] 
を選択し①、 [0 K ] ポタンをクリックする② 



① 

② 
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パソコンの基本操作を覚えよう 










































使い終わつた 5 


パソコンを使い終わったときは、電源を完全に切る「シャツトダウン」を行ってください。 
電源の切りかた『取扱説明書』 

パソコンの使用を一時的に中断したいときは、ス u_ プまたは休止状態にすると、パソコンの 
使用を中断したときの状態が保存されます。 

再び処理を行う（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
したときの状態が再現されます。 


△警告 


電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの鼋源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

-無線通信機能は、画+ @キーを押して OFF にすることができます。网+ _キー 
を押して無線通信機能を0 FF に設定し、ワイヤレスコミュニケーシヨン LED が消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U_ プや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

-ディスプレイを開くことで自動的に電源が入るパネルオーブンバワーオン機能を設定し 
ている場合は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

.Intel® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行するときは、一度電源 
が入るため、パソコンの電源を切って（シャツトダウンして）ください。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





0 使い終わったら 


操作にあたって - 

中断する前に 

• スリープまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、記録メディアへの書き込みが完全に終了しているこ 
とを確認してください。 

書き込み途中のデータがある状態でスリープまたは休止状態を実行すると、データの書き込みが 
正しく行われません。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、 SD メモリカードや USB 接続型の外付け八ードディ 
スクドライブなどとのデータの読み出し、保存（書き込み）が完全に終了していることを確認し 
て < ださい。 

データのアクセス途中でスリープを実行すると、データの読み出し、保存が正しく行われません。 

中断したときは 

春スリープ中にノ（ッテリー残量が減少した場合は、次回起動時にシステムが起動しないことがあり 
ます。 

システムが起動しない場合は、電源スイッチを5秒間押していったん電源を切ったあとで、再度 
電源を入れてください。この場合、スリープ前の状態は保持できていません （Windows エラー 
回復処理で起動します)。 

* スリープまたは休止状態を利用しないときは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消失します。 

八イブリッドスリープのときは 

• 八イブリッドスリープを有効にしているとき、スリープを実行するとすぐに画面は真っ暗になり 
ますが、しばらくの間は SSD への データ保存が行われています。 SSD への アクセス中は、パソ 
コン本体を動かさないでください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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0 使い終わったら 




スリーブ 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリープ」にしましよう。次に電源スイッチ 
を押したときに、すばやく中断したときの状態を再現することができます。 

スリープ中はバッテリーを消耗しますので、電源コードと AC アダプターを取り付けて使用す 
ることを推奨します。作業を中断している間にバッテリーの残量が少なくなったときは、通常 
のスリープでは保存されていないデータは消失します。 

八イブリッドスリープ「本項 MM スリープ機能を強化する」 

なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されている場合は、ス 
U_ プではなく、必ず電源を切ってください。 


スリープの実行方法 


[スタート]ポタンをクリックする 


# ^ m 


ポタンをクリックし①、表示されたメニューから[スリープ]をク 


リックする② 


► すべてのフ□クラム 


I プ□クラムとフアイ P I 





m 


画面が真っ暗になります。 

Power LED がオレンジ色に点滅しているか確認する 


ス u_ プ状態から復帰させるときは、電源スイッチを押してください。 

n メモ 

• キーを押して、スリープを実行することもできます。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 

































0 使い終わったら 


D スリープ機能を強化する 

通常のス u_ プのほかに「八イプリッドスリープ」という機能が用意されています。 
パソコンの使用を中断したとき、それまでの作業をメモリに保存するス u —プに対して、八イ 
プリッドスリープはメモ U と SSD の両方Iこ保存します。 

作業を中断している間にノ（ッテリーの残量が少なくなった場合などは、通常のスリープでは保 
存されていないデータは消失します。八イブ U ッドスリープを有効にしておくと、 SSD から 
作業内容を復元できます。八イブ U ッドスリープを有効にしている状態でスリープを実行する 
と、八イブ U ッドス U— プとして機能します。この場合は、スリープを実行してからス U— プ 
状態になるまでの時間が長くなります。 

またスリープを実行してから一定時間が経過すると、自動的に休止状態に移行するようにも設 
定できます。 

休止状態に移行する設定について「本項-「役立つ操作集」」 

八イブリッドスリープを有効にするには、次の手順で設定してください。 

[スタート]ポタン（彳 —[コント □ ールパネル]をクリックする 

[八ードウエアとサウンド]—[電源オプション]をクリックし、選択 
している電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランの右端に表示されています。選択している電 
源プランの[プラン設定の変更]をクリックしてください。 

八イブ U ッドス U— プの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面が表示されます。 


[詳細な電源設定の変更]をクリックする 

[詳細設定]画面が表示されます。 

[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目から[ハイブリッ 
ドスリープを許可する]をダブルクリックする② 



パソコンの基本操作霊ぇょぅ 
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0 使い終わったら 


八イブリッドスリープを ON にしたい項目（[パッテリ駆動]/ [電源 
に接続])をクリックする 

それぞれの項目は、次のようになります。 

[バッテリ駆動]:バッテリー駆動時の、八イブリッドスリープ機能の ON/OFF を 
設定できます。 

[電源に接続]:電源に接続しているときの、ハイブリッドス U— プ機能の ON/ 
OFF を設定できます。 


項目の横に表示された 
ン]をクリックする② 


をクリックし①、表示されたメニューから[才 



[0K] ポタンをクリックする 

これで八イブ U ッドスリープを有効にする設定は完了です。 

この状態でスリープを実行すると、ハイブリッドスリープとして機能します。 


役立つ操作集 


一定時間の経過後、休止状態にする 

スリープを実行してから_定時間が経過すると、自動的に休止状態に移行するよう設定できます。 

[詳細設定]画面で[次の時間が経過後休止状態にする]をダブルクリックし、表示された項目を選択 
して ▲ ▼で時間を設定してください。 

スリープを実行してから設定した時間が経過すると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 『Windows ヘルプとサポート』 


ノ 
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パソコンの基本操作を覚えよう 


















































0 使い終わったら 




休止状態 


パソコンの使用を中断したときの状態を SSD に保存します。次に電源を入れると、状態を再 
現できます。なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されてい 
る場合は、休止状態ではなく、必ず電源を切ってください。 

mm 休止状態の実行方法 

[スタート]ポタン （61) をクリックし ①、今| にポインターを合わせ 
る② 



表示されたメニューから[休止状態]をクリックする 

メニューが表示されない場合は、^ Iをクリックしてください。 



(表示例） 


休止状態から復帰させるときは、電源スイツチを押してください。 


d メモ 


[ FN ] + {£4 Iキーを押して、休止状態を実行することもできます。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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0 使い終わったら 




スリープから一定時間後に休止状態にする 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

本製品には、ス U- プから一定時間後に休止状態に変わる、 Intel® Rapid Start Technology 
が搭載されています。 

Intel® Rapid Start Technology の搭載により、スリープ状態よりもバツテリー保持時間を延 
ばします。 

Intel® Rapid Start Technology は、購入時の状態では有効に設定されており、スリープを実 
行後、2時間で休止状態に変わる設定になっています。 

無効に設定する場合や、スリープから休止状態に変わるまでの時間を変更する場合は BIOS セツ 
トアツプから設定してください。 


• Intel® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行すると、 LAN、USB、 スリー 
ブ解除タイマー からの許可による Wake-up ができません。 

• Intel® Rapid Start Technology を無効 ( Disabled ) にしても SSD 上にある Intel® Rapid 
Start 丁 echnology の領域は削除することはできません。 

• Intel® Rapid Start Technology で、スリープから休止状態に移行した状態からの Windows の 
復帰時間は、 Windows のメモリの使用容量によって変わります。 

• スリープを実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• Intel® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行した状態で放置し、パッテリー 
残量がなくなると、作成中のデータで保存されていないものが消失し、 Windows は正常に復帰 
でぎなくなります。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 














0 使い終わったら 


「無効』に設定する方法 


電源スイッチを押し、製品ロゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力 して [ENTER | キーを押してください。 

日日キーを押して、 「 Advanced 」 メニューを表示する 

キーを押してカーソルを rintel ( R ) Rapid Start TechnologyJ 
に合わせ、キーを押す 


| 表示されたメニューで、（1)0キーを押してカーソルを 「 Disabled 」 
に合わせ、 jA / TT /?」 キーを押す 


8 


_キーを押して、確認のメッセージが表示されたら旧キーを押す 

設定内容が有効になり、 BIOS セツトアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 


□ 


B 

□ 


□ 


スリープか5休止状態に変わるまでの時間を変更する方法 

電源スイッチを押し、製品ロゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して 1 ENTER 1 キーを押してください。 

日日キーを押して、 「 Advanced 」 メニューを表示する 

( DCI ] キーを押してカーソルを 「Rapid Start Entry after 」 に合わせ、 

f £ A /7 ~£ff | キーを押す 

表示されたメニューで、 men キーを押してカーソルを変更したい時間 
に合わせ、 |£/vr£/?l キーを押す 

「 Immediately 」 を選択した場合は、スリープに入るとすぐに休止状態になります。 

_キーを押して、確認のメッセージが表示されたら0キーを押す 

設定内容が有効になり、 BIOS セットアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 






パソコンの基本操作を覚えよう 
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0 使い終わったら 


簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する 


[スタート]メニューから操作しないで、パソコン本体の電源スイッチを押したときやディスプ 
レイを閉じたときに、電源を切る（電源 OFF )、 またはスリープ/休止状態にすることができます。 
また、「東芝高速スタート」の高速スタートモードを実行することもできます。 

「本節ほ]東芝高速スタートを使う」 


n パソコン本体の電源スイッチを押したときの動作の設定_ 

n [スタート]ポタン(〇)-[コント□ールパネル]をクリックする 

n [レ—システムとセキュリティ]をクリックする 

B 1 r # 電源ポタンの動作の変更]をクリックする 

1[電源ポタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない]に設定すると、特に変化はありません。 

「バッテリ駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

H [変更の保存]ポタンをクリックする 

胃バソコン本体の電源スイツチを押すと、手順0で設定した状態へ移行します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 









〇使い終わったら 


d ディスプレイを閉じたときの動作の設定 

[スタート]ポタン（丨 >)-*• [コント □ ールパネル]をクリックする 

VX [ぃぅシステムとセキュリティ]をクリックする 

K1[4 電源ポタンの動作の変更]をクリックする 

1[カパーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

「バッテリ駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

H [変更の保存]ポタンをクリックする 

ディスプレイを閉じると、手順〇で設定した状態へ移行します。 

[ス u _ プ状態][休止状態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
にディスプレイを閉じる前の状態が再現されます。 

n メモ _ 

•ディスプレイを閉じることによって[スリープ状態][休止状態][シャットダウン]のうち、あらかじ 
め設定した状態へ移行する機能を、ノてネルスイッチ機能といいます。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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使い終わったら 




東芝高速スタートを使う 


* 64ビット版の 0S で使用することをおすすめします。 

「東芝高速スタート」で高速スタートモードを実行してパソコン本体の電源を切ると、次に電源 
を入れたときに、 Windows の起動を高速に行うことができます。 


• 起動時に実行されるソフトウェアの状況によっては起動に時間がかかることがあります。 

• 複数のユーザーアカウントで共有している場合、各ユーザーが使用しているソフトウェア環境に 
よって通常起動よりも遅くなることがあります。 

• 高速スタートモードは、本体の八ードディスクドライブまたは SS □からの起動のみ対応します。 

• Windows Update、 ドライパー、アプリケーションのインストール、ソフトウェアのアップデート 
後など、再起動が必要な場合は、必ず「シャットダウン」あるいは「再起動」を実行してください。 
高速スタートモ_ドでは、変更が適用されません。 

• 高速スタートモードを使用する際は、すべてのアプリケーションを終了してから使用してください。 

* BIOS セットアップを使用する場合は、高速スタートモードを使わず、「シャットダウン」で 
Windows を終了してから BIOS セットアップを起動してください。 

* パスワード（ユーザーパスワード、 HD □パスワード）を設定している場合でも、高速スタートモー 
ドで起動したときは、ノくスワードによる起動制限は行われません。 

• 高速スタートモードで起動したときは、 BIOS セットアップは使用できません。 

* 高速スタートモードで起動したときは、製品□ゴは表示されません。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 















0 使い終わったら 


n 高速スタートモードの準備 

初めて「東芝高速スタート」を使用するときは、次のように設定してください。 

□ [スタート]ポタン （ Q )— [すべてのプ□グラム]— [eco ユーティ 
リティ&省電力] — [高速スタートの設定]をクリックする 

「スタートメニューに表示する」をチェックし、 [0 K ] ポタンをクリッ 
クする 

[スタート]メニューに「東芝高速スタート」が追加され、常に表示されます。 

_はじめに 

Windows Media Center 



Snipping Tool 

(^ t ペイント 


(表示例） 
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パソコンの基本操作を覚えよう 

















0 使い終わったら 


高速スタートモードの実行方法 


[スタート]ポタン （d) をクリックし、[高速スタートモード]をク 
リックする 

[東芝高速スタート]画面が表示されます。[スタート]ポタン—[すべての 
[ eco ユーティリティ&省電力] — [高速スタートモード]をクリツ 


プ□グラム] 

クして表示することちできます。 


□ 


[0K] ポタンをクリックする 


^東芝离速スタート 




高速スタートモード 

离速スタートモードは r シ t ツトタウン j でパソコンの電源を切るより、 
次に黾源を入れたときに 0 S の起動時間を BT ることができます。 


ション 0 H 


スター HE - ドでパソコンの鬼涯を切って右通用されません。 
高速スター HE - ドでノぐソコンの里涯を切りますか？ 

〇次回か6転、しない 


p ； .......... CK i \ 


キ ip ンレ 


パソコン本体の電源が切れます。次に電源スイッチを押すと、高速で Windows を起 
動することができます。 


m » 簡単に高速スタートモードで電源を切る 

[スタート]メニューから操作しないでパソコン本体の電源スイッチを押したときやディスプレ 
イを閉じたときに、「東芝高速スタート」の高速スタートモードを実行することもできます。 
あらかじめ、「電源オプション」の[電源ポタンを押したときの動作]または[カバーを閉じた 
ときの動作]で、[高速スタートモード]を設定する必要があります。 

簡単に電源を切る「本節®簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 

[カバーを閉じたときの動作]で[高速スタートモード]を設定した場合、ディスプレイを閉じ 
ると、高速スタートモードで電源を切ります。 

このとき、次にディスプレイを開いても、自動的に高速スタートモードで Windows を起動す 
ることはできません。 

ディスプレイを開いたときに、自動的に高速スタートモードで Windows を起動するには、パネ 
ルオープンパワーオン機能を有効に設定したうえで、高速スタートモードを実行してください。 
パネルオープンパワーオン機能 

「本章 n-s ディスプレイを開くと、_源が入るようにする」 
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パソコンの基本操作を覚えよう 

































タッチパッド 


タッチパッドで操作する 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイに&が表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
がらパソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ポタン/右 
ボタンがあります。 

タッチパッドと左ボタン/右ポタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみましよ 
う。ここでは、タッチパッドと左ボタン/右ボタンの基本的な機能を説明します。 




タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D-D- タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 


■指紋センサー搭載モデルの場合 




タッチパッドオン/オフポタンは、タッチパッドの有効/無効を切り替えるためのポタンです。 
以降、指紋センサー搭載モデルを例に説明します。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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D タッチパッド 


タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使うと、左ポタンを使わなくても、次のような基本的な操作ができます。 
* 次のイラストは指紋センサー搭載モデルの例です。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを1回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク U ックができます。 


□ ドラッグアンドドロップ 

タッチパッドを続けて2回たたき、2回目 I 
タッチパッドから指をはなさずに目的の位 i 
まで移動し、指をはなします。 



タッチパッドやポインターの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 


[マウスのプロパテイ]の起動方法 

n [スタート]ポタン（彳多） — [コント□ールパネル]をクリックする 

['! 八ードウエアとサウンド]—[マウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 






2 



タッチパッドの使用環境を設定する 



パソコンの基本操作を覚えよう 


は置 
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D タッチパッド 


設定方法 

[マウスのプロパティ]画面の各タブで機能を設定し、 [0 K ] ポタンを 
クリックする 

[キャンセル]ポタンをクリックした場合は、設定が変更されません。 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインターなどの各種設定ができます。 
タッチパッドの設定をするには、引き続き次のように操作してください。 

[デパイス設定]タブで[設定]ポタンをクリックする 


y マウスのフロ ノげィ 


1^1 


厂ボタン1ポインタ-1 ポ インターオプション t ホイ-ル r ハードウエア 10B デパイス雖し 


Synaptics ホ•インテイ'方' テ W イスのフ•□ハ•テイ-ガーン' 'a ン XXXX 


「 USB マウス接続畤に内 jg ポインティングデバイスを無幼にす5。 （U) 


、トレイアイコンを5スウハ、•-から削除 ( R ) 

、通常のトレイアイ X ；柳ハ''-に表示(■〇 
' アニド>1ントレイアイコン® I スウハ、'-に表示 ( N ) 


4:20 PM 
4 ：0 PM 
[. 0:1 PM 


wwws^naptics£om 


|厂キャンセル 


[デバイス設定]画面が表示されます。 


(表示例） 


画面左側に表示されているメニューから、設定したい項目をクリックする 

画面右側に、選択した項目の設定内容と、その説明が表示されます。説明をよく読ん 
で各項目を設定してください。 

項目名の左に （田） が表示されている場合、項目名をダブルクリックすると、さら 
に細かい設定項目が表示されます。 


J デパイス設定 ： Synaptics TouchPad VX.X : PS/2 拿。-卜 




i ポ50 


3.アプリケ-シ3ン操作 




嫌] Synaptics* 


この【プロパティ]ウインドウでは、ポインティングデバイス 
設定をわス57イスでき ar , カス5マイス可能な檐盹にアクセ|_ 
スするに«、左のメニューツリーを®用し j す，この機能に 
は.文害.オブジェクト、アプリケーシ3ンを*作 r るための1 I 
本指でのポイン？インクおよびスクロ'•ルオプションと、後* 

の指での*作が含まれます* 

[フロパテイ丨ウインドウを《用する 

拥盹の説明と設定のぺ~ジを*示 r るには、メニ：ツリ~で 
«壯をクリックします*一部の機能には s 定か複*のべ~ジにわ 
たる®合があり ar , すべての聞《ぺ~ジを*示するには、株能 


TWAKB) I 


www syn sotlcs com 




料ン <2 ル | 


(表示例） 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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D タッチパッド 


役立つ操作集- 

タッチパッドを有効/無効にするには 

次の方法でタッチパッドの有効/無効を切り替えることができます。 

-タッチパッドオン/オフボタン 
-キー 操作 

キー操作の場合、次の手順でタッチパッドの有効/無効を切り替えます。 

① _+@ キーを 押す 

[タッチパッド]のカードが表示されます。 

② 圆キーを押したまま、@キーを押し直し、[有効]または[無効]アイコンが大きい状態で指 
をはなす 

_+@キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから指をはなしてか 
ら行ってください。 


_+_キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、力ーソルの動きが数秒不安定になることが 
あります。そのような場合は、一度タッチパッドから指をはなしてください。しばらくすると、正常 
に操作できるようになります。 



USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

US 日対応マウスを接続したときに、タッチパッドによる操作が自動的に無効になるように設定するこ 
とができます。 

① [スタート]ボタン（@)—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② [八ードウエアとサウンド] 4 [マウス]をクリックする 

③ [デパイス設定]タブで [USB マウス接続時に内蔵ポインティングデパイスを無効にする。]をチエッ 
クする 

④ [0K] ボタンをクリックする 

_ + @キーを押して設定する「タッチパッド ON/OFF 機能」とは連動していません。 

市販の USB 対応マウスをお使いの場合、マウスの種類によっては、本機能が動作しない場合があります。 
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3 メモ 


本製品のタッチパッドには、ジェスチャーコント□—ル機能があります。 

指の動きを使って、タッチパッドで次の操作ができます。 

• 1本指/2本指での上下左右へのスクロール 
• 文字や画像を拡大/縮小する（つまみズーム） 

• 画像を回転する 

詳しくは、手順0で設定したい項目を選択し、表示された説明を確認してください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 











ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 


ーポード図 


■キーポードパックライト機能を搭載していないモデル 


ESC (エスケープ)キ- 

操作を取り消すときに使う 


半/全<漢字>キ_ 
TAB (タブ)キ- 


CAPSLOCK - 

(キヤブス□ツク)英数キー 

CAPS LOCK - 


(キヤプスロック ) LED 

文字入力の大文字ロック 
状態を示す 

SHIFT (シフト)キ- 


ESC 

<]»)/<! 


フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行するときなどに使う 




半/全 

漢字 


II 

# ぁ 

$ ろ 

% え 

& ぉ 


2 ふ 

gffl 

3 ぁ 

し+ぅ 

5 え 

6 お 

L t 


TAB 


Q 


か 


CAPS 

LOCK 

英数 


〇 


A 


は 





O SHIFT 



z つ 


X 


C 


V 


B 


N 


ウ 


さ 


そ 


ひ 


こ 


み 


CTRL 


アルフアベツトの大文字、 

ノ」ヾ文字入力の一時的な切り ' 
替えや記号などを入力する 
ときに使つ 

CTRL (コント□—ル)キ- 

ほかのキーと組み合わせて、 

特定の操作を実行するときに使う 


FN (エフエヌ)キ- 

オーバーレイキーを使用するときやファンク 
ショ ンキ ー 、矢印キーとの組み合わせにより、 
特殊機能を実行するときに使う 

ウインドウズキ- 


FN 

© 

ALT 

無変換 


图 


無変換キ_ 


ALT (オルト)キー 

ほかのキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとき 
に使う 

SPACE (スペース)キ- 


変換 


空白文字を入力するときや、 
入力した文字をかな漢字変換 
するとき I •-使つ 


Windows のスタートメニューを表示するときや 
ほかのキーと組み合わせて、 シヨー トカットとして使う 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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キーボード 




! Fio 


4 mA 




PRTSC (プ U ントスク U - ン） 

< SYSRQ (システムリクエスト)>キ_ 

— PAUSE (ポーズ )< BREAK (ブレーク)〉キー 


PRTSC 

SYSRQ 


PAUSE 

BREAK 


INS 


DEL 





を 

— 


1 

義_ 


ミ 

G ゎ 

づ ////////, . 

_ ほ 

A へ 

¥ 


BACK 

SPACE 


m 



圓 





3 、' 


! I 


ENTER 

Y/ 




炎 

vyy^/^/'r 











翻 i 

L り 

つ /〆///////' 

〆〆 ///////" 

本 

• t 十 


す」、 







[alt 丨丨 S] | ctrl] 



CTRL (コント□—ル)キ- 


INS (インサート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書 
きに切り替えるときなどに使う 

DEL (デリート)キー 

文字を削除するときなどに使う 


BACKSPACE 
(バックスペース)キー 

ENTER (エンター)キー 

作業を実行するときなどに使う 

’才_ バ _レイキ_ 

SHIFT (シフト)キー 
矢印キー 

カーソル移動などに使う 
また 、 I FN 〕 （エフエヌ）キーとの 
組み合わせにより、特殊機能を 
実行するときに使う 


アプリケ_シヨンキ_ 

タッチパッド手前の右ボタンや、マウスの右ボタンを押す 
ことと同じ動作を行いたいときに使う 


一 ALT (オルト)キー 
カナ/かな< □—マ字 >キ_ 


変換キ_ 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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D キーボード 


I キーポードバックライト機能搭_モデル 


ESC (エスケープ)キ- 

操作を取り消すときに使う 

半/全<漢字>キ_ 

TAB (タブ)キー 

CAPSLOCK - 
(キャブス□ック)英数キー 

CAPS LOCK 
(キャプスロック ) LED 

文字入力の大文字□ック 
状態を示す 

SHIFT (シフト)キ- 

アルフアベットの大文字、 
小文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
ときに使つ 


フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行するときなどに使う 


ESC 

幻 》)/<1 




II 

# あ 

$ ろ 

% え 

& お 


2 ふ 

S1B 

3 あ 

しぅ 

5 え 

6 お 

画 



〇 SHIFT 



z つ 


X 


C 


V 


B 


N 




さ 


そ 


ひ 


こ 


み 


CTRL 


CTRL (コント□—ル)キ- 

ほかのキーと組み合わせて、 

特定の操作を実行するときに使う 

FN (エフエヌ)キ- 

オーノ（ー レイキーを使用するときやファンク 
シ ヨン キー、矢印キーとの組み合わせにより、 
特殊機能を実行するときに使う 


FN 


ALT 

無変換 


囫 


-無変換キ_ 


ALT (オルト)キー 

ほかのキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとき 
に使う 

SPACE (スペース)キ- 

空白文字を入力するときや、 
入力した文字をかな漢字変換 
するときに使つ 


変換 


ウィンドウズキ- 

Windows のスタートメニューを表示するときや 
ほかのキーと組み合わせて、ショートカツトとして使う 
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パソコンの基本操作を覚えよう 































































































































































































































キーボード 


ョ ( 


钱, 


/ Mf» / 


\ F!0 






a 


F12 


E 


PRTSC (プ U ントスク U - ン） 

< SYSRQ (システムリクエスト)>キ_ 

— PAUSE (ポーズ )< BREAK (ブレーク)〉キー 


PRTSC 

SYSRQ 


PAUSE 

BREAK 


INS 


DEL 







0 ゎ 



〜 


1 







- ほ 


八 へ 


¥ - 


D A\LI\ 

SPACE 



_ 



_ 



1 

せ 

a) 、、 


1 I 



ENTER 



////永 






へ ' Vf 














V/////, 















L-Y 


! A 


^ —— 1 


INS (インサート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書 
きに切り替えるときなどに使う 

DEL (デリート)キー 

文字を削除するときなどに使う 


BACKSPACE 
(パックスペース)キー 

ENTER (エンター)キー 

作業を実行するときなどに使う 

•オーバーレイキー 
SHIFT (シフト)キー 
矢印キー 

カーソル 移動などに使う 
また 、 I FN 〕 （エフエヌ）キーとの 
組み合わせにより、特殊機能を 
実行するときに使う 


■ アプリケ_シヨンキ_ 

タッチパッド手前の右ボタンや、マウスの右ボタンを押す 
ことと同じ動作を行いたいときに使う 



一 ALT (オルト)キー 
カナ/かな< □—マ字 >キ_ 


変換キ_ 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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D キーボード 


2 


ーポードの文字キーの使いかた 


文字キーは、文字や記号を入力するときに使い 
ます。キ_ボ_ドの文字入力の状態によって、 
入力できる文字や記号が変わります。 


右上 



左上 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、アルファベットの小文字などが入力できます。 
| sh // t 1 キーを押しながら押すと、記号やアルファべットの大文字が入力できます。 

中央左 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、数字や記号が入力できます。 

右上 

かな入力ができる状態で | SH // T | キーを押しながら押すと、記号、ひらがなの促音 
(小さい「つ」）、抛音（小さい「ゃ、ゅ、よ」）が入力できます。 

中央右 

かな入力ができる状態で押すと、ひらがなや記号が入力できます。 

左下 

ア□—状態のときに押すと、カーソル制御キーとして使えます。 

右下 

数字□ック状態のときに押すと、テンキーとして使えます。 


「TOSHIBA Flash Cards 』 について 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 を使うと、キーボードなどによる簡単な操作によって、さまざま 
な機能を実行できます。 

デスクトップ上に力ードのように表示されるアイコンを選択すると、それぞれのカードに割り 
当てられている機能が実行されます。 

■操作方法 


_キーを 押す 

次のように 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 が表示されます。 



パソコンの基本操作を覚えよう 

































D キーボード 


V \ 設定したい機能のカードをクリックする 

W カードとアイコンが表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインターを合わせる 

■ ポインターを合わせると、アイコンが大きくなります。 

【墨 設定したい項目のアイコンが大きい状態でクリックする 

胃選択した I 貞目に設定されます。 

■マウス操作でカードを表示させる 

ポインターをデスクトップ上部に合わせることによって、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 が表示 
されるように設定することもできます。次の手順を行ってください。 

1[スタート]ポタン（彳 J )— [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA] 
— [ユーテイリテイ ]— [Flash Cards] をクリックする 

[Flash Cards の設定]画面が表示されます 〇 

v \ [マウスでもカードの表示を開始する]をチェックし①、 [0K ] ポタン 
をクリックする② 


① 


-② 

(表示例) 


「TOSHIBA Flash Cards 」 のヘルプの起動方法 


^ Flash Cards の設定 

〇 TOSHIBA Flash Cards© 無効 

カードの表示位蛋： (§) 上側 

( 〇マウスでもカードの表示を始する 

短い--口- 




©下側 


長い 


0カードをほかのウィンドウの手前に表 R する 


パージョン ヘルプ 


C 〇|< { キャンセル 適用 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

Q [Flash Cards の設定]画面で、[ヘルプ]ポタンをクリックする 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





























D キーボード 


*1 キ_ボ_ドバックライト機能搭載モデルのみ 
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〇キーを使った便利な機能 

各キーにはさまざまな機能が用意されています。いくつかのキーを組み合わせて押すと、いろ 
いろな操作が実行できます。 


□ _キーを使った特殊機能キー 


キー 

内容 

圆 +lfscj 

<スピーカーのミュート> 

_キーを押したまま、 l £5 Cj キーを押すたびに本体のスピーカーや 
へッドホンの音量のミュート（消音）の ON / OFF が切り替わります。 

[ FN ] + \ SPACE ] 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

_キ_を押したまま 、\ SPACE |キーを押すたびに本体液晶ディスプ 
レイの解像度が切り替わります。 

圆+ 0 

<キ_ボードパックライトの 
点灯の ON / OFF 〉* 1 

_キ_を押したまま、@キーを押すたびにキ_ポ_ドパックライ 
卜の点灯の ON / OFF を切り替えます。[タイマー]を選ぶと、キー 
ボードパックライトがキーボードのキーを押してから一定時間点灯 
します。 

圆+回 

<インスタントセキュリティ機能> 

コンピューターをロックします。 

解除するには、ユーザー名をクリックしてください 。 Windows 
□グオンパスワードを設定している場合は、パスワード入力欄に 
Windows のログオンパスワードを入力し、1 ENTER 1キーを押してく 
ださい。 

圆十回 

<電源プフンの設定> 

_キ_を押したまま、 [ M ] キーを押すと、設定されている電源プ 
ランが表示されます。_キ_を押したまま、キーを押すたび 
に電源プランが切り替わります。 

圆+回 

<スリープ機能の実行> 

_キ_を押したまま、_キ_を押し直し、[スリープ]アイコン 
が大きい状態で指をはなすと、スリープ機能が実行されます。 

圆+ _ 

<休止状態の実行> 

_キ_を押したまま、@キーを押し直し、[休止状態]アイコン 
が大きい状態で指をはなすと、休止状態になります。 

圆+固 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「4章 0 テレビを接続する」 

圆+ @ 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

_キ_を押したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度が1段階ずつ下がります。表示される画面のスライダーパー 
で輝度の状態を確認できます。 

圆+ _ 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

_キ_を押したまま、[771キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度が1段階ずつ上がります。表示される画面のスライダ_パ_ 
で輝度の状態を確認できます。 


パソコンの基本操作聾凡ょぅ 





























*2 WiMAX 機能搭載モデルのみ 
*3 Bluetooth 機能搭載モデルのみ 
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キー 

内容 

圆 +■ 

<無線通信機能の ON/OFF > 

_キ_を押したまま、@キーを押すと、切り替え画面が表示さ 
れます。 

_キ_を押したまま、_キ_を押し直し、目的の無線通信機能 
(無線 LAN 機能/ WiMAX 機能* 2 / Bluetooth 機能* 3 )のアイコン 
が大きい状態で指をはなすと、選択した無線通信機能の ON/OFF 
が切り替わります。 

(M)+_ 

<タッチパッド ON/OFF> 

_キ_を押したまま、_キ_を押すたびにタッチパッドの有効 
/無効を切り替えます。 

詳細にっぃて 

「本章0•ほ]タッチパッドの使用環境を設定する」 

\ FN \ + [~ F 10 \ 

<オーバーレイ機能> 

_キーを押したまま、 |F70| キーを押すと、ア□—状態になります。 
キー左下に灰色で印刷されている力ーソル制御キ _(t 、丨、 — 、 — 、 
HOME、PGUP など）として使えます。ア□—状態を解除するには、 
もう一度_ + _キーを押します。 

\ fn \+[ fh ] 

<オーバーレイ機能> 

_キーを押したまま、 |n たキーを押すと、数字□ック状態になり 
ます。キー右下に灰色で印刷されているテンキー（1、2、3など） 
として使えます。数字ロック状態を解除するには、もう一度_ + 
|f 77 | キーを押します。アプリケーションによっては異なる場合があ 
ります。 

\ W ] + [ FT 2 ] 

<スクロール□ック状態> 

—部のアプリケーションで、 d][X]E]0 キーを画面スクロール 
として使用できます。ロック状態を解除するには、もう一度_+ 
|f72| キーを押します。 

圆 +(D 

く PGUP (ページアップ)> 

一般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、[I]キーを 
押すと、前のページに移動できます。 

圆+ [1] 

<PGDN (ページダウン）> 

—般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、[〇キーを 
押すと、次のページに移動できます。 

圆 +B 

<HOME (ホーム）> 

一般的なアプリケーションで、@キーを押したまま、13キーを 
押すと、力ーソルが行または文書の最初に移動します。 

く END (エンド）〉 

一般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、0キーを 
押すと、カーソルが行または文書の最後に移動します。 


パソ n ンの基本操作を覚えよう 

ド 

I 

ボ 

I 

キ 
































D キーボード 


キー 

内容 

圆 +H 

<縮小> 

デスクトップや一般的なアプリケーションで、_キーを押したま 
ま、 [E キーを押すと、画面やアイコンなどが縮小されます。 

圆 +E 

<拡大> 

デスクトップや一般的なアプリケーションで、_キーを押したま 
ま、0キーを押すと、画面やアイコンなどが拡大されます。 

圆 + 团 

<音量ノ」^ > 

スピーカーの音量を小さくする mm 「本章0サウンド」 

圆 + 团 

く 日里大/ 

スピーカーの音量を大きくする「本章0サウンド」 


□特殊機能キー 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージヤー 
の起動 


[Windows タスクマネージャー]画面が表示 
されます。 

アプリケーションやシステムの強制終了を行 
います。 

\CTRL \+\ SHIFT \+\ ESC \ 

画面 コピー 


現在表示中の画面をクリップボードにコピー 
します。 

\ PRTSC < SYSRQ >\ 



現在表示中のアクティブな画面をク U ップ 
ポー ドに コピーし ます。 

\ alt \+\ prtsc < sysrq >\ 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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本製品には、補助記憶装置として、フラッシュメモリを記憶媒体とするドライブを搭載してい 
ます 。 SSD (ソリッドステートドライブ）とは、ハードディスクの記憶媒体である磁気ディス 
クの代わりに、 NAND フラッシュメモリを使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライプと同等です。 

以下の機能についてもご利用いただけます。 

• BIOS セットアップ 

巳 IOS セットアップ画面には 「 HDD / SSD 」 と表示されますが、 SSD でも同様の動作をします。 

• HDD パスワード 

八ードディスク同様、登録可能です。 

• 八ードディスクからのリカバリー 

八ードディスク同様、 SSD からリカバ U —できます。 

本体の SSD は、取りはずしできません。 

US 巳接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことができます。 

SSD に記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証できません。 

万が一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 

本書および付属の説明書で記■されている「本体の八ードディスクドライブ」、 「 HDD 」、「 SSD 」 
は、 SSD を指します。 





操作にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 
あらかじめ、「付録 D- k * SSD について」を確認してください。 


SSD に関する表示 


SSD とデータをやり取りしているときは 、 Disk 0 LED が点灯します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 




















09 面を調整する 

ーディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを搭載しています。 
テレビや外部ディスプレイを接続して使用することもできます。 



画面の明るさを調整する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は n 〜8」の8段階で設定ができ 
よ 9 〇 

□輝度の調整方法 

[ FN ] + [ F 6 ] : _キーを押したまま、@キ_を押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が 
1段階ずつ下がります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認できます。 


7 /V | + i F 7] : _キーを押したまま、[>7 |キーを押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が 
1段階ずつ上がります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで輝度の状態を確認できます。 


2 


着席/離席によって画面を自動的に ON / OFF する 


* TOSHIBA Active Display Off 搭載モデルのみ 

「 TOSH 旧 A Active Display Off 」 は、パソコンの前に人がいるかどうかを本体の Web カメラ 
で検出して判断し、本体液晶ディスプレイの画面を自動的に ON / OFF する機能です。 

インターネットやメールなどを閲覧中に画面が自動的に消えることがあります。これは、一定 
時間マウスやキ_ポ_ドなどの操作を行わなかったため、「電源オプション」の機能が働いたた 
めですが、本機能を有効にしておくと、パソコンの前に人がいる間は画面が消えることがなく 
なります。 




「TOSH 旧 A Active Display OffJ を使用するにあたって 


あらかじめ、「付録 D-KB-「TOSH 旧 A Active Display Off」 について」を確認してくだ 
さい。 


本機能は、購入時の状態では無効になっています。本機能を使用する場合は 、 [TOSHIBA 
Active Display Off 」 を起動して有効に設定してください。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 

























ra 画面を調整する -ディスプレィ- 


起動して有効にする 


[スタート]ポタン0 J )— [すべてのプログラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ユーテイリテイ ]— [Active Display Off ] をクリックする 

初めて起動したときは[使用上の注意]画面が表示されるので、[同意する]ポタン 
をクリックしてください。 

[TOSHIBA Active Display Off ] 画面が表示されます。 

[有効]がチェックされていることを確認し ①、 [0 K ] ポタンをクリッ 
クする② 

TOSHIBA Active Display OfF g 




TOSHIBA Active Display Off 

web カメラを使った顔検出により、パソコンを使用中か自動で判断してディスプレイの竜 
源を制® T るユーテイ U テイで T . 


デイスプレイの制御： 


有効 


無効 



検出で吉ています 


•上のプレビュー面面で、検出可能な範囲や状思をご確認ください • 

• 暗し璀所や、逆光などの萄明条件によつては検出しにくいことがあります. 
•プレビュー画面は、このウインドウでのみ表示されま T . 


■① 

Web カメラの撮影範囲 

この範囲に人の顔を検出すると、 
本機能が動作します。 

Web カメラの位置は「本章0 
Web カメラを使う」を参照して 
ください。 


(7 起動時にディスプレイの制御を常に有効にする r パッテリ駆動中も有効にする 

厂ディスプレイの電源が入った時にログオン画面を:表示する 




本機能を有効にすると、通知領域に [TOSHIBA Active Display Off ] アイコン 
(せ）が常駐します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





























〇画面を調整する-ディスプレィ- 


mm 設定を変更する 

本機能を無効に切り替えたり、詳細設定を行う場合は、次の方法で行います。 

|通知領域の [TOSHIBA Active Display Off ] アイコン（〇)を右 
クリックして表示されるメニューから、[設定]をクリックする 

[TOSHIBA Active Display Off ] 画面が表示されます。 

V\ 設定を変更して [0 K ] ポタンをクリックする 


メモ 

• 本機能は、購入時の状態では、パソコンの前から人がいなくなって、電源（電源コードと AC アダプター） 
接続時で約2分後（バッテリー駆動時は約1分後）に画面 OFF となります。画面が消えるまでの時間は、 
「電源オプション」の電源プランの各項目で設定している時間のうち、最少時間の約半分となります（た 
だし、約50秒〜10分の範囲内)。 

春パソコン本体の Web カメラの LED は、本機能が有効の場合、人を検出して画面 0N の間は一定間隔で 
点滅し、人を検出できずに画面 OFF の間は点灯します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 













スピーカーの 音量を調整する 


スピーカーの音量は、次の方法で調整できます。 


里]または岡 i + r ^ i キーで調整する 


音量を小さくしたいときはキー、大きくしたいときは ■+ 
g キーを 押す 

_キーを押したまま ® キーを押すたびに音量が小さくなり、_キーを押したま 
ま [ T 1 キーを押すたびに音量が大きくなります。 


音量ミキサーから調整する 

[スタート]ポタン （t •<) -► [コント □ ールパネル]をクリックする 

八ードウエアとサウンド]— [ システム音量の調整]をクリッ 
クする 

[音量ミキサー]画面が表示されます。 

各項目でつまみを上下にドラッグして調整する 

[ミュート]ボタン （ M ) をクリックすると消音（ミュート）になります。 


音星ミキサー•スピーカー （XXXXXXXXXX XXX)0000 <xxxx) 

デパイス (£) アプリケーション 

或 

スピーカー システム音 




〇 


♦)) 




♦)) 


(表示例） 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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D サウンド 


□ 音楽/音声を再生するとき 

音量ミキサーの各項目では、次の音量が調整できます。 


スピーカー 

スピーカーの 音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント （Windows の終了、システム 
エラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整し 
ます。 


また、使用するアプリケーションにより異なる場合があります。詳しくは、『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 


メモ 

• インテル®八イ.デフィニション.オーディオ準拠。 

* キヤプチヤソフトなどを使用して、パソコンで再生中の音声を録音することはできません。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 









SD メモリカ _ ドを使う 

一 SD 力ードス□ットー 


本製品では次の SD メモリカードを SD カードス□ットに差し込んで、データの読み出しや書 
ぎ込みができます。 

* SD メモリカード* 1 

(以降、 SDHC メモ U 力ード* 1 、 SDXC メモリカード* 1 を含みます。） 



次の SD メモ U カードは、市販のアダプターを装着すると、本製品の SD 力ードス□ットでも 
使用できます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


miniSD メモリカード* 1 

(以降、 miniSDHC メモリカード* 1 を含み 

ます。） 

SD メモリカードサイズの miniSD メモリ 
カード用のアダプターを使用します。 





microSD メモ U 力ード* 1 

(以降、 microSDHC メモリカード* 1 を含 

みます。） 

SD メモリカードサイズの microSD メモ 
U 力ード用のアダプターを使用します。 



* 1著作権保護技術 CPRM に対応しています。 

アダプターの装着や使用方法は、 『 SD メモリカードに付属の説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き、 SD メモリカード、 miniSD メモリカード、 
microSD メモリカードを 「 SD メモリカード」と呼びます。 

すべてのメディアの動作を保証するものではありません。 

高速データ転送には対応しておりません。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は US 巳経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用の力ードリーダーをご使用ください。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 




















































SD メモリカードを使う - SD 力ードス□ット - 


新品の SD メモリカードは、 SD メモ U 力ードの規格に合わせて フォー マツトされた状態で販売 
されています。 

フォーマツトとは、 SD メモ U 力ードを使えるようにすることです。 

フォーマツ トされていないものを購入した場合や再フ ォーマツ トをする場合は、 SD メモリカー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 


ードのセツトと取り出し 


操作にあたって - 

•あらかじめ、「付録 SD メモリカードの操作にあたって」を確認してください。 



▼ 
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1 


SD メモリカードを使う前に 





SD メモリカードの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 sd メモリカードを使う麵こ」を確認してください。 


パソコンの基本操作を覚えよう 









































〇 S □メモリカードを使う - SD 力ードスロット- 


^ J ダミ-力-ドを抜く 

I ダミーカー ドはなくさないように保管してください。 



Q SD メモリカードの表裏を確認し、表を上にして、 SD カードスロット 
に挿入する 

奥まで挿入します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 



























O s □メモリ カー ドを使う - sd 力ードス□ツト- 


^9 セッ トした SD メモリカードの内容を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見る 
ことができます。 

著作権保護されたファイルについては見ることができない場合があります。 

n [スタート]ポタン — [コンピューター]をクリックする 

[コンピューター]画面が表示されます。 

SD メモリカードのアイコンをダブルクリックする 

以下の名称は表示の一例です。異なる名称が表示される場合があります。 

SD メモリカード ：リムーバブルディスク、セキュリティで保護された記憶域 

デバイス、 SD、SD Card 

(表示例) 

セツトした SD メモリカードの内容が表示されます。 


3 メモ 


SD メモリカードによっては、 SD 力ードス□ットにセットすると、自動的に内容が表示されたり 、 SD 
メモリカードに対する操作を選択する画面が表示される場合があります。選択画面が表示されたとき 
は、[フオルダーを開いてファイルを表示]を選択してください。 


£3目勖再生 


I ° 回 |^| 


SD (X：) 


全般のオプション 


激ぽ f 4 フ兩備示 


m 


このドラ®驅臟 


コント□—ルパネルで自動再牛の詳細を表示します 


(表示例） 
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パソコンの基本操作を覚えよう 



























〇 S □メモリカードを使う - SD 力ードスロット- 


e ■取り出す 

SD メモリカードに保存しているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしている 
と、取り出しができません。 

ウィンドウやファイルを閉じてから、操作を行ってください。 

SD メモリカードの使用を停止する 

①通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン（マノ） 
をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、0をクリックしてください。 






トドウエアを安全に取り外してメディアを取り出す I 


■ ^ fe 

カスタマイズ... 


(表示例） 


② 表示されたメニューから[(取りはずす SD メモリカード）の取り出し]をクリッ 
クする 

③ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、 をクリックする 

SD メモリカードを押す 

カードが少し出てきます。そのまま手で取り出します。 


P 


ダミーカードを挿入する 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





















A / eb カメラ搭載モデルのみ 

製品には、 「 Web カメラ」が搭載されています。 

月のアプリケーションを使うと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチヤツトを 
3たりできます。 




Web カメ 


Web カメラの使用時に- 
LED が点灯します。 




Web カメラについて 


Web カメラに保護シートが貼ってある場合には、 Web カメラを使用する前に、必ず保護シート 
をはがしてください。 

あらかじめ、「付録 D-D Web カメラについて」を確認してください。 
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Web カメラを使5 



- ft/ 一 - 

* 本専行 




パソコンの基本操作を覚えよう 




























O Web カメラを使う 


E 

1 

Web カメラのアプリケーシヨ 

ンについて 


本製品には、 Web カメラ用のアプリケーションが用意されています。 


mm 起動方法 

S [スタート]ポタン （ Q )— [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
—[マルチメディア]—[ウェブカメラアプリケーション]をクリック 
する 

「東芝ウェブカメラアプリケーション」が起動します。 

D 写真や動画を撮影する 

「東芝ウェブカメラアプリケーション」の画面に表示される各ポタンの概要は、次のようになっ 
ています。 

• [写真撮影]ボタン （ □) 

画面に映っている画像を、写真として撮影します。 

• [ビデオ録画]ボタン（〇) 

画面に映っている画像を、映像として録画します。 

• [アルバム]ボタン （0) 

撮影、録画したファイルの一覧を表示します。 

• [設定]ボタン （0) 

撮影した画像や映像の保存先や、保存形式、映像品質を設定したり、画質調整などができます。 
詳しくは、「東芝ウェブカメラアプリケーション」のヘルプを参照してください。 

I ヘルプの起動方法 


I 「東芝ウェブカメラアプリケーション」を起動後、[ヘルプ]ポタン（礙） 
をクリックする 



パソコンの基本操作を覚えよう 


















■ネツ トワークの世界へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる世界 
2 Bluetooth 機能を使う.. . 
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トワークで広がる世界 


会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、1つのプリンタ_を共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使うと便利です。 


□: 


LAN 接続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれが自分専用のパソコンを持ってレる場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンがあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケープルを使った有線 LAN と、ケープルを使わない無線 LAN があります。 



(接続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケープルの接続については、「本節 [ U 有線 LAN で接続する」を参照 
してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でもネットワークに接続でき 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
U ア内であればあらゆる場所からコンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
からワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリ 
ンタ_などの機器の設定を行う必要があります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
設定方法の詳細は、[スタート]ポタン — [ヘルプとサボート]をクリックして、 
『 Windows ヘルプとサボート』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、各機器に付属の説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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ネツトワ—クの世界へ 

























































〇ネットワークで広がる世界 


g [有線 LAN で接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能が搭薩されています。 

本製品の LAN コネクタに光回線終端装置、 ADSL モデムやブロードバンドルーターなどを 
LAN ケーブルで接続することができます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (1 000巳 ASE - T)、Fast Ethernet 
(100 BASE - TX)、Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケー 
ブルを接続し、ネットワークに接続することができます 。 Gigabit Ethernet、Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケープル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 



DLAN ケーブルを接続する 

LAN ケーブルの使用にあたって —— 

•あらかじめ、「付録 U - ra 有線 LAN について」を確認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、 プラグの 部 
分を持って行って ください。 また、はずすときは、 プラ 
グの□ッ ク部を押しながらはずして ください。 ケーブル 
を引っ張らないで ください。 



ネ 

ヅ 

卜 

ワ 

I 

ク 

の 

世 

界 



バソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を下にして、「カチッ」と音がするまで差し込んでください。 
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〇ネットワークで広がる世界 


LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続先のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器により、以降の設定方法は異なります。 

光回線終端装置、 ADSL モデムの設定について 
『プ□バイダーなどから送られてくる資料』 

ブロー ドバンドルーターの設定について 
『ブ□ー ドバンドルーターに付属の説明書』 



ワイヤレス（無線） LAN を使う 


■■無線 LAN モジュールの確認| 

使用しているノ くソコンに搭載された無線 LAN モジュ- 
認できます。 

「本項 WM - 役立つ操作集 - ConfigFreeJ 


-ルの種類は、 「 ConfigFree 」 を使って確 


V 


通知領域の [ ConfigFree ] アイコン （®) をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をクリックしてください。 

表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名が示すモジュールは、それぞれ次のようになります。 

• rlntel ( R ) Centrino ( R ) Advanced-N 6250 AGNJ の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g ぉょび 
EEE 802.1 In に対応したモジュールです。また、 IEEE 802. 1 6 e -2005 に準拠 
しています。このモジュールを 、 「Intel 6250 a / b / g / n モジュール」と呼びます。 

* このモジュールは、 WiMAX に対応しています。 

• rintel ( R ) Centrino ( R ) Advanced-N 6235」の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g ぉょび 
EEE 802.1 In に対応したモジュールです。このモジュールを、 「 lnte 16235 a / 
b / g / n モジュール」と呼びます。 

• rintel ( R ) Centrino ( R ) Wireless-N 6150」の場合 

IEEE 802.1 lb , IEEE 802.1 1 g および旧 EE 802.11 n に対応したモジューノレで 
す。また、旧 EE 802.16 e - 2005に準拠してし、ます。このモジュールを 、 「Intel 
6150 b / g / n モジュール」と呼びます。 

* このモジュールは、 WiMAX に対応しています。 

• rAtheros AR 938 x Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g ぉょび 
EEE 802.1 In に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Atheros 938 x 
a / b / g / n モジュール」と呼びます。 


その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書』を確認してください。 
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ネツトワ—クの世界へ 










〇ネットワークで広がる世界 


3 メモ 


Wi - Fi 準拠、 WPA / WPA 2 対応、 128 bitWEP 対応、 256 bitAES 対応、 TKIP 対応。 


無線 LAN を使ってみよう 


△警告 


心臓べースメーカーを装着しているかたは、心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 

以上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれがあります。 

電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 

合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 

器に影響を与えることがあります。 

-無線通信機能は、画+ @キーを押して OFF にすることができます。网+ _キー 
を押して無線通信機能を0 FF に設定し、ワイヤレスコミュニケーシヨン LED が消灯し 
ているのを確認してください。 

-スリープや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効に（解除）してください。 

• ディスプレイを開くことで自動的に電源が入るパネルオープンパワーオン機能を設定し 
ている場合は、あらかじめ設定を無効に（解除）してください。 

- Intel ® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行するときは、一度電源 
が入るため、パソコンの電源を切って（シャツトダウンして）ください。 




あらかじめ、「付録 D - ■■無線 LAN について」を確認してください。 

『安心してお使いいただくために』に、セキュリティに関しての注意事項や使用上の注意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュリティの設定を行ってください。 
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ネツトワ—クの世界へ 



















D ネットワークで広がる世界 


[^] + @キーを 押す 

_キーを押したまま®キーを押すたびに、大きく表示されるアイコンが切り替わ 
ります。無線 LAN のアイコン ( Wi - Fi のアイコン）が大きく表示された状態で| キー 
をはなすと、無線 LAN 機能の ON / OFF が切り替わります。 

ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション (( f ) LED が点灯します。 

/■ N 

(!)i=i 0 (f) T：ii H 

-#- 

以降の無線の設定方法には、次の2種類があります。 

•「 ConfigFree 」 を使う 
• Windows 標準機能を使う 

rConfigFreeJ を使って設定する場合は、「本項^®-役立つ操作集- ConfigFree 」 
を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ポタン （©) — 
[ヘルプとサボート]をクリックして、 『 Windows ヘルプとサボート』を参照してく 
ださい。 


役立つ操作集- s 

ConfigFree 

本製品に用意されている 「 ConfigFree 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN ケー 
ブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能が使えます。 
詳しくは、「ファーストユーザーズガイド」をご覧ください。 

「 ConfigFree 」 は、コンピューターの管理者のユーザーアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動方法 

①通知領域の [ ConfigFree ] アイコン（至）を右クリックして表示されるメニューから、[へ 
ルプ ]をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をクリックしてください。 

•「 ConfigFree 」 の起動方法 

「 ConfigFree 」 は、 Windows を起動すると自動的に起動し、通知領域に [ ConfigFree ] アイコ 
ン（度）が表示されています。 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、^)をク U ックしてください。 

「 ConfigFree 」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン （©) — [すべてのプログラム] —[ TOSHIBA ] ^ [ネットワーク] — 
[ ConfigFree ] -► [ ConfigFree トレイ]をクリックする 
V_ ン 




ネツトワ—クの世界へ 
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〇ネットワークで広がる世界 


メモ Windows のログオン画面で、無線 LAN の状態を確認する（「東芝無線 LAN インジケーター J ) 

鲁無線 LAN の設定を行い、無線 LAN に接続可能な状態の場合、 Windows のログオン画画こ[東芝無線 
LAN インジケーター]画面が表示されます。この画面で、現在の無線 LAN の状態を確認することがで 
きます。 

また、無線 LAN に接続可能な状態ではない場合は、 Windows のログオン画画こ「東芝無線 LAN イン 
ジケーター」のアイコン （■) のみが表示されます。このアイコンをクリックすると、[東芝無線 
LAN インジケーター]画面を表示することができます。 

なお、「東芝無線 LAN インジケーター」は、表示方法を変更することができます。[スタート]ボタン（@) 
—[すべてのプ□グラム] —[ TOSHIBA ] ^ [ネットワーク]—[無線 LAN インジケーター-設定] 
をクリックして表示される、[東芝無線 LAN インジケーター-設定]画面で設定を変更してください。 
春「東芝無線 LAN インジケーター」は、購入時の状態ではインストールされていません。 

次の手順でインストールしてください。 

① [スタート]ボタン — [すべてのプログラム]-[アプリケーションの再インストール]を 
クリックする 

② [セットアップ画面へ]をクリックする 

③ 画面のメッセージに従ってインストールする 

[ユーティリティ]タブに [TOSHIBA Wireless LAN Indicator ] の項目が用意されています。 
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D ネットワークで広がる世界 


E ■セキユリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 

セキュリティの設定を行っていない場合、さまざまな問題が発生する可能性があります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 
『安心してお使いいただくために』 

これらの問題に対応するためには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの双方で通信データ 
の暗号化などのセキュリティが必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュリティ機能が用意 
されています。 

次のセキュリティ設定を行い、セキュリティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それらの 
問題が発生する可能性を低くすることができます。 

n [スタート]ポタン（彳 j )— [コント□ールパネル]をクリックする 

f i>t_ インターネットへの接続]をクリック—[ワイヤレス]をクリッ 
クする 

現在のワイヤレスネットワークへの接続状態が表示されます。 

K1 画面右下の[ワイヤレスネットワーク接続]画面で、接続したいアクセ 
スポイント名をクリックする 

Q [自動的に接続する]をチェックし、[接続]ポタンをクリックする 

H [ネットワークに接続]画面で、必要なネットワークセキュリティ情報 
を入力し、 [0K] ポタンをクリックする 

選択する項目、データ暗号化の方式、セキュリティキーなどの詳細は、『無線 LAN アクセスポ 
イントに付属の説明書』を確認のうえ、正しく設定してください。正しく設定していない場合、 
無線 LAN アクセスポイントに接続できない場合があります。 


ネットワ—クの世界へ 
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Bluetooth 機能を使う 


* Bluetooth 機能搭載モデルのみ 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりできる、世界標準の通信方式です。 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりができます。 

詳しくは、 『 Bluetooth ユーティリティユーザーズガイド』を参照してください。 

起動方法「本節 Bluetooth ユーティリティユーザーズガイドの起動方法」 




Bluetooth 機能の操作にあたつて 


あらかじめ、「付録 Q E 9 日 luetooth について」を確認してください。 


d メモ 


巳 luetooth のノ（ージョンによっては本製品と通信できない Bluetooth 対応機器があります。 

本製品に搭載されている日 luetooth 機能のパージョンについては、『取扱説明書』を確認してください。 
2.4 GHz 帯の無線 LAN または WiMAX が近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラー 
が発生する可能性があります。 


77 



ネツトワ—クの世界へ 















B 巳 luetooth 機能を使う 


DBIuetoolti 通信が可能な状態にする 


A 警告 

春心臓べースメーカーを装着しているかたは、心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 
以上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれがあります。 

•電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの鼋源を切る 
パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

-無線通信機能は、画+ @キーを押して OFF にすることができます。网+ _キー 
を押して無線通信機能を0 FF に設定し、ワイヤレスコミュニケーシヨン LED が消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U _ プや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 

り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 

切ったとき）でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 

あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

• ディスプレイを開くことで自動的に電源が入るパネルオープンパワーオン機能を設定し 

ている場合は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

■ Intel ® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行するときは、一度電源 

が入るため、パソコンの電源を切って（シャツトダウンして）ください。 

V_ J 
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D Bluetooth 機能を使う 


[^] + @ キーを 押す 

_キーを押したまま®キーを押すたびに、大きく表示されるアイコンが切り替わ 
ります。 Bluetooth のアイコン （©) が大きく表示された状態で [7^1 キーをはなす 
と、 Bluetooth 機能の ON/OFF が切り替わります。 

ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション (( f ) LED が点灯します。 

/ \ 


，の □ 0 印）下| H 



I 初めて起動したときは、 Bluetooth 用ドライバーのインストールが始まります。イン 
ストールが終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager 」 が起動し、周辺の Bluetooth 対応機器を検索する[自動登録] 
画面が表示されます。すぐに Bluetooth 対応機器を登録する必要がない場合は、[キャ 
ンセル]ボタンをクリックしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[注意]画面が表示された場合は、 
内容を確認のうえ、 [0 K ] ボタンをクリックして画面を閉じてください。 

通知領域に [Bluetooth Manager ] アイコン（〇)が表示されます。以降、通知 
領域に常駐し、次回 Windows を起動したときには自動的にアイコンが表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン （ JJ ) はサービスの状態によって表示が異なります。 
詳しくは 、 『Bluetooth ユーティリティユーザーズ ガイド』を確認してください。 

巳 luetooth 機能が有効になっていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン 
( Q ) を右クリックして表示されたメニューから、 [ Bluetooth オン]を選択してく 
ださい。 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、をクリックしてください。 

初めて Bluetooth を使うときには、 「 Bluetooth ユーティ 1 」ティ」の設定が必要になります。 
設定方法や通信する方法については、 『 Bluetooth ユーティリティユーザーズガイド』をご覧 
ください。 

I Bluetooth ユーテイリテイユーザーズガイドの起動方法 


[スタート]ポタン （I J) — [すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
―[ ネットワーク ]— [Bluetooth] [Bluetooth ユーザーズガイド ] 
をクリックする 
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周辺機器を使って機能を広げよ 3 


バソコンでできることをさらに広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使う周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 82 

2 US 巳対応機器を使う . 83 

3テレビを接続する . 86 

4外部ディスプレイを接続する . 94 

5マイクロホンやヘッドホンを使う . 98 











周辺機器を使 5 前に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンが持っていない機能を追加することができます。 
周辺機器は、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端子、ス□ットにつなぎます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格が異なることがあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器が本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録0各インターフェースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録 D -® ■周辺機器について」を確認してください。 


次の周辺機器が使用できます。 
• USB 対応機器 
* テレビ 

•外部ディスプレイ 
• マイク□ホン 
• へッ ドホン 

「本章0」以降 
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USB 対応機器を使う 


USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしができます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムがドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンストールを行うプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のようなものがあります。 

* USB 対応マウス * USB 対応プリンター 

* USB 対応スキヤナー * USB フラッシュメモリ など 

本製品の US 巳コネクタには US 巳 2.0 対応機器と US 巳 1.1 対応機器を取り付けることができます。 
USB 対応機器の詳細は、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 USB 3.0 規格に対応しています。 

使用している USB 対応機器が USB 3.0 規格に対応しているかどうかは、 『 USB 対応機器に付 
属の説明書』を確認してください。 

このコネクタには、他の USB コネクタと同様、 USB 2.0 対応機器、 USB 1.1 対応機器も取り 
付けることができます。 

USB 周辺機器すべての動作を保証するものではありません。 




USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D -®*- USB 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


| USB の急速充電 


チアイコンが付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源が 0 N の状態のときに、シ 
ステム ON CDP チャージモードを有効にすると、 USB コネクタに USB バスパワー （ DC 5 V ) 
を最大1 .5 A まで供給して短時間で充電することができます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤーなどの外部機器 
への急速充電ができます。 

* USB ケーブルは本製品には含まれていません。別途ご使用の機器に付属の急速充電に対応したケーブルを準 
備してください。 

なお、本機能は電源が 0 N の状態のときにだけ動作し、すべての外部機器の使用および充電を 
保証するものではありません。 




USB の急速充電について 


あらかじめ、「付録 - mm - usb の急涑充雷につい r I を確認してください。 
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0 USB 対応機器を使う 


I USB の常時給電 


f アイコンが付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源が OFF の状態（ス U — プ状 
態、休止状態、シャツトダウン状態）でも、 USB コネクタに USB バスパワー （ DC 5 V ) を供 
給することができます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤーなどの外部機器 
の使用および充電ができます。 

* USB ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 
なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するものではありません。 




USB の 常時給電に ついて 


あらかじめ、「付録 fl - g ■- USB の常時給電につい T I を確認してください。 


取り付け 

USB ケーブルのプラグを USB 対応機器に差し込む 

この手順が必要ない機器もあります。 USB 対応機器の詳細は、 『 USB 対応機器に付属 
の説明書』を確認してください。 


USB ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の USB コネクタに 
差し込む 

ブラグの向きを確認して差し込んでください。 

【右側面】 



1コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 
USB 3.0規格に対応しています。 


ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 
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▼ 
































0 USB 対応機器を使う 


[背面】 



取りはすし 


USB 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の[ハードウェアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン（トノ） 
をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、をクリックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない USB 対応機器は、手順0に進んでください。 






八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す 




カスタマイズ.. 


□ 


(表示例） 

② 表示されたメニューから取りはずす USB 対応機器を選択する 

③ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、 をクリックする 

バソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを抜く 
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テレビを接続する 


本製品とテレビを H D M I ケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows のデスクトップ画 
面を表示させることができます。 

HDMI 出力端子は、音声もテレビに出力することができます。 



■接続の前に 

テレビを接続するときは、『テレビに付属の説明書』もあわせて確認してください。 

HDMI 入力端子があるテレビを接続できます。 

メモ 

• 接続する HDMI ケーブルは、市販のものを使用してください。 

• HDMI 対応機器すベての動作を保証するものではありません。 

春 hdmi ケーブルは、 hdmi □ゴ ( Hjgmr ) の表示があるケーブルをご使用ください。 

* 使用可能なテレビは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。解像度にあった 
テレビを接続してください。 

春テレビへの出力形式を設定する方法は、「本節ほ]表示を切り替える」を参照してください。 

* 著作権保護された映像などをテレビに表示するためには、 HDCP に対応したテレビを接続してください。 

• RGB 端子を備えたテレビへは、外部ディスプレイのように RGB ケーブルを使って表示することもで 
きます。詳しくは、『テレビに付属の説明書』と、「本章0外部ディスプレイを接続する」を参照し 
てください。 
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Q テレビを接続する 


〇[八°ソコンに接続する 


Cl HDMI ケーブルのプラグをテレビの HDMI 入力端子に差し込む 


VX テレビの電源を入れる 



n メモ _ 

春 HDMI 接続で、テレビに映像を映しているとき、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI ケーブルを 
接続する場合は5秒以上間隔をあけてください。 


□ 音声の出力をバソコン本体のスピーカーからテレビに切り替える 

HDMI ケーブルで接続したテレビから音声が出ない場合は、次の設定を行ってください。 

Q [スタート]ポタン （Q)— [コントロールパネル]をクリックする 

VX ['( 八ードウエアとサウンド] —[ サウンド]をクリックする 

■ [サウンド]画面が表示されます。 

B1 [再生]タブで[インテル （R) ディスプレイ用オーディオ]と説明があ 
る項目を選択し、[既定値に設定]ポタンをクリックする 

Q [0K] ポタンをクリックする 



周 

辺 

機 

器 

を 

使 


て 
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この設定を行うと、パソコン本体から音声が出力されなくなります。テレビを取りはずし、パ 
ソコン本体からの音声出力に戻す場合は、手順0で[スピーカー]を選択し、[既定値に設定] 
ポタンをクリックしてください。 
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D テレビを接続する 




表示を切り替える 


テレビを接続した場合には、次の表示方法があります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行うことで変更できます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


■ 本体液晶デイスプレイとテレビの同時表示 
• クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 




拡張表示* 

2つの表示装置を1つの大きなデ 
スクトップ画面として使用（拡張 
表 ttO します。 

* 拡張表示は 、 「Extended Desktop 」 
と表示されることがあります。 




テレビに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 


g メモ 


テレビと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った色数/解像度 
で表示されます。 

表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度が変更される場合があります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

テレビに表示する場合、表示位置や表示幅などが正常に表示されない場合があります。この場合は、テ 
レピ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

映像を再生するアプリケーションで使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーションを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることができません。 

クローン表示、拡張表示での再生をサボートしていません。 

「電源オプション」で省電力機能を設定してテレビの表示が消えた場合、キーあるいはタッチパッドの 
操作により表示が復帰します。また、スリープに設定してある場合は、電源スイッチを押してください。 
表示が復帰するまで10秒前後かかることがありますが、故障ではありません。 
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ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 















Q テレビを接続する 


(表示例） 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 

① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [メインディスプレイ]で次の項目を選択する 

-本体液晶ディスプレイに表示する場合：[内蔵ディスプレイ] 

• HDMI 出力端子に接続している表示装置に表示する場合：[デジタルテレビ] 
- RGB コネクタに接続している表示装置に表示する場合： [ PC モニター] 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージが表示されます。確認して [0 K ] ポタンをクリックしてください。 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 

① [動作モード]で次のいずれかを選択する 

-[ク□—ンディスプレイ]:ク□—ン表示 
-[拡張デスクトップ]:拡張表示 

② [メインディスプレイ]と [2 番目のディスプレイ]を設定する 

[内蔵ディスプレイ]は「本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は 「HDMI 
出力端子に接続している表示装置」、 [ PC モニター]は 「 RGB コネクタに接続して 
いる表示装置」を示します。 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージが表示されます。確認して [0 K ] ボタンをクリックしてください。 
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方法1ーデスクトップ画面で設定する 


デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどが表示されていない場 
所にポインターを移動し、右クリックする 

メニューが表示されます。 

[グラフィックプ□パティ]をクリックする 

[次のアプリケーションモードのいずれかを選択してください]画面が表示された場 
合は、[基本モード]を選択し、 [0 K ] ポタンをクリックしてください。 

B 1 [ディスプレイ]—[マルチディスプレイ]で表示装置を設定する 






周辺機器を使って機能を広げよう 
















D テレビを接続する 


y 方法2 - キーを使う 


M 表示装置を選択する _ 

_キ_を押したまま_キ_を押すと、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の表示装置を選択する 
画面が表示されます。 



辺 

機 

器 

を 

使 


F5 

ディスブレイ袭示 

M/D 


拡張 


1 LCD 

n 

2 HDMI 



〇 


(表示例) 


〇 

T * アイコンの一覧です。実際は接続している表示装置に応じて切り替え可能なパターンのみ表示されます。 

_ 上から、現在の表示装置が表示されたカード、切り替え可能なパターン、現在設定されている 
^ 表示方法の詳細を示しています。 

を 

Jk _キ_を押したまま、@キーを押すたびに、大きなアイコンが移動します。選択する項目 

It が大きなアイコンに変わったところで、_キーをはなすと表示装置が切り替わります。 

3 上記画面の例では、メインディスプレイに本体液晶ディスプレイを使用し、 HDMI 接続の外部 

ディスプレイを接続して拡張表示しています。 
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Q テレビを接続する 


カードの下に表示されるアイコンについて説明します。 


アィコン 

表示 

概要 

コンピュータのみ 


本体液晶ディスプレイだけに表示します。 

複製 


本体液晶ディスプレイと、テレビまたは外部ディ 
スプレイにクローン表示しますノ 1 

外部のみ 

© 

テレビまたは外部ディスプレイだけに表示します 
(本体液晶ディスプレイには何も表示されませ 
ん)， 

拡張 

〇 

本体液晶ディスプレイと、テレビまたは外部ディ 
スプレイに拡張表示します。* 1 

任意のプ□ファイル名 


表示設定をプ□ファイルとして登録している場合、 
登録プ□ファイルが表示されます。アイコン右下 
に G が表示されます。 

ディスプレイの入れ替え 


拡張表示時にメインディスプレイを切り替えます。 

三几中 

5又疋 

〇 

プ□ファイルの登録/変更/削除を行います。 

保存 

〇 

現在の表示設定をプ□ファイルに登録します。 

このアイコンは、[設定]アイコンの画面で[保 
存オプションを表示する]にチェックをつけると 
表示されます。 


*1 テレビまたは外部ディスプレイを2台以上接続している場合、アイコンの右下に〇が表示されます。 
表示装置を指定できます。 


「TOSHIBA Flash Cards 」 のヘルプの起動方法 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してください。 

[スタート]ポタン （f j )— [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
-> [ユーティリティ ]— [Flash Cards ] をクリックする 

[Flash Cards の設定]画面が表示されます。 

[Flash Cards の設定]画面で、[ヘルプ]ポタンをクリックする 
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ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 


















D テレビを接続する 


□ 表示装置を本体液晶ディスプレイに戻す方法 

現在の表示装置が本体液晶ディスプレイ以外に設定されている場合、表示装置を本体液晶ディ 
スプレイに戻すことができます。表示装置を選択する画面が表示されていない状態で、网+ 
@キーを3秒以上押し続けてください。 

表示装置に何も表示されず、選択する画面が表示されているか確認できない場合は、いったん 
キーポードから指をはなしてから、_ + _キーを3秒以上押し続けてください。 




ワイヤレスでテレビに画面を表示する 


* インテル®ワイヤレス • ディスプレイに対応しているモデルのみ 

本製品は、「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ （ WiDi )」 に対応しています。 

本製品と「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ」に対応しているテレビアダプター（受信機) 
を使うと、パソコンの画面をワイヤレスで、テレビに表示することができます。 




インテル®ワイヤレス • ディスプレイの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D -* ■-インテル®ワイヤレス•ディスプレイの使用にあたって」を確 
認してください。 


■■必要なもの 

•テレビ アダプター （市販品） 

本製品は、次のテレビアダプターに対応しています。 

• PC - TVl/HD (株式会社ノ（ッファ □—) 

• WDA - X 1 (株式会社アイ.才 一. データ機器） 

• Push 2 TV HD (ネットギアジャパン株式会社） 

* テレビ（市販品） 

テレビアダプターが対応しているテレビを用意してください。 
『テレビアダプターに付属の説明書』 

mm 準備する 


テレビとテレビアダプターを接続し、電源を ON にする 

テレビとテレビアダプターの接続方法は、『テレビに付属の説明書』および『テレビ 
アダプターに付属の説明書』を確認してください。 

また、電源を ON にしたあと、テレビの画面を、テレビアダプターの設定画面に切り 
替えてください。 
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ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 



















B テレビを接続する 


Q パソコン本体の電源を入れ、 Windows を起動する 
B 1 無線 LAN 機能を ON にする 

「3章□-□: - B 無線 LAN を使ってみよう」 

Q 東芝プレゼンテーションポタンを押す 

[スタート]ポタン （_)-•■ [すべてのプ□グラム ]— [Intel Corporation ] -► 
[ Intel ( R ) WiDi ] - [ Intel ( R ) WiDi ] をクリックしても起動できます。 

初めて起動したときは、 [ INTEL ® WiDi ソフトウェア使用許諾契約]画面が表示され 
ます。 

Q [この使用許諾の条件に同意する]ポタンをクリックする 

I [ Intel ® WiDi ] 画面が表示され、周囲のテレビアダプターが検出されます。 

IS! [Intel® WiDi] 画面で、使用するテレビアダプターの項目を選択し、[接 
続]ポタンをクリックする 

「セキュリティー-コード」を入力する画面に切り替わります。 

Q テレビ画面に表示される「セキュリティー•コード」を入力し、[続行] 
ポタンをクリックする 

テレビアダプターの名前を変更する画面が表示されます。 



必要に応じて、テレビアダプターの名前を変更する 


[続行]ポタンをクリックする 

しばらくすると、テレビに本製品の画面が表示されます。 


ヘルプの起動方法 


「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ」の詳細は、ヘルプを参照してください。 

n [ Intel ® WiDi ] 画面で、[ヘルプ]—[ヘルプ]をクリックする 


4 


パソコンから取りはすす 


Cl HDMI 出力端子からケーブルを抜く 
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ula 周辺機器を使って機能を広げよぅ 























外部ディスプレイ接続の操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 D - K ■-テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認して 
ください。 


メモ 

• 接続するケーブルは、市販のものを使用してください。 

• HDMI ケーブルは 、 HDMI □ゴ ( Hiamr ) の表示があるケーブルをご使用ください。 

• 使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 

解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 

* 著作権保護された映像などを外部ディスプレイに表示するためには、 HDCP に対応した外部ディスプ 
レイを接続してください。 



外部デイスプレイを接続する 


本製品の次のコネクタと外部ディスプレイをケーブルで接続すると、外部ディスプレイに 
Windows のデスクトップ画面を表示させることができます。 


エイチディーエムアイ 

• HDMI 出力端子 

アールジービ_ 

• RGB コネクタ 



4 

周辺機器を使って機能を広げよう 9 








































D 外部ディスプレイを接続する 


1 


パソコンに接続する 


■■パソコンに接続する 
祖 HDMI 出力端子に接続する 


HDMI ケーブルのプラグを外部ディスプレイの HDMI 入力端子に差し 
込む 


□ 


夕1名 R ディスプレイの電源を入れる 



3 メモ 


HDMI 接続で、外部ディスプレイに映像を映しているとき、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI 
ケーブルを接続する場合は5秒以上間隔をあけてください。 

HDMI ケーブルで接続した外部ディスプレイから音声が出なし'>場合は、「本章□- [ T ]- 音声の出力を 
バソコン本体のスピーカーからテレビに切り替える」を参照してください。 
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ula 周辺機器を使って機能を広げよぅ 

























D 外部ディスプレイを接続する 


RGB コネクタに接続する 


外部ディスプレイとバソコン本体の電源を切つた状態で接続してください。 

外部ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 

本製品の RGB コネクタには固定用のネジ穴はありませんが、プラグに固定用のネジ 
が付いているタイプの外部ディスプレイケーブルも使用できます。 



VX 外部ディスプレイの電源を入れる 
バソコン本体の電源を入れる 


□ 


上記の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的にその外部ディスプレイを認識します。 

〇表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示方法があります。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示する 
• 外部ディスプレイだけに表示する 

• 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時表示する 
• クローン表示 _拡張表示 

表示方法は、テレビに表示する場合の説明を参考にしてください。 

表示方法について「本章 0- s 表示を切り替える」 


切り替え方法 


表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の方法を参考にしてください。 

表示方法について「本章 0- s 表示を切り替える」 
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ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 



















D 外部ディスプレイを接続する 


■邏パソコンから取りはすす 

M HDMI 出力端子から取りはずす _ 

Q HDMI 出力端子からケーブルを抜く 

M RGB コネクタから取りはすす _ 

外部ディスプレイとバソコン本体の電源を切った状態で取りはずしてください。 

Q Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

VX 外部ディスプレイの電源を切る 
El RGB コネクタからケーブルを抜く 

K ■表示について 

外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などが正常に表示されない場合があります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 
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ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 










本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使うと、音声ソフトや音声を使ったチヤツトを行うことができます。 


マイク□ホンを使うときは、マイク入力端子に接続します。 

MM 使用できるマイクロホン 

本製品で使用できるマイク□ホンは次のとおりです。 

モノラルマイクのみ使用できます。 

プラグは直径 3.5 mm 3 極ミニジャックタイプが使用できます。 


/ 3極 ミニ 

ジャック 


/ 2極 ミニ 

ジャック 


直径 3.5 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテリーなどを搭載し、電源供給を必要としな 
いマイク□ホンであれば使用できます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプリケーションの取り扱い元が推奨するマイ 
クロホンを使用してください。 


接続する 

マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 






1 



マイクロホンを使う 


マイクロホンやへッドホンを使5 



周辺機器を使って機能を広げよぅ 
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取りはずすときは、マイク入力端子からマイク□ホンのプラグを抜きます。 





















B マイク□ホンやへッドホンを使う 


2 


へツドホンを使う 


へッドホン出力端子にへッドホンを接続して、音楽や音声を聞くことができます。 

へッドホンのプラグは、直径 3.5 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 




へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D -® ■-ヘッドホンの操作にあたって」を確認してください。 


へッドホンの音量は@ + キーと@ + @キー、または Windows の音量ミキサーで調節 
してください。 

「2章 □ サゥンド」 

■■接続する 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



取りはずすときは、へッドホン出力端子からへッドホンのプラグを抜きます。 
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ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 

























■ バッテリー駆動で使う 


パソコンをモパイル使用する際に大事な存在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることができます。 

ここでは、充電や充電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 102 

2省電力の設定をする . 107 







1 ■バッテ IP —について 




ヅ 


1 


で 


使 

5 


本製品には、バッテリーパックが取り付けられています。 

本製品を初めて使用するときは、電源コードと AC アダプターを接続してバッテリーパックを 
充電してください。 

バッテ U _ パックを充電すると、バッテリー駆動 （ AC アダプターを接続しない状態）で使う 
ことができます。 

バッテ U — 駆動で使う場合は、あらかじめバッテ U — パックの充電を完了（フル充電）させて 
ください。 

指定する方法•環境以外でバッテリーパックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性があり、人身事故につながりかねない場合がありますので、十分ご注意をお願いします。 
『安心してお使いいただくために』に、パッテ U _パックを使用するときの重要事項が記述され 
ています。バッテリー駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 


△危険 

♦本製品に内蔵されているパッテリーパックを使用する 

寿命などで交換する場合は、東芝 PC あんしんサボートに依頼してください。バッテリー 
パックの交換は、保証期間内でも有料になります。 


バッテリーを使用するにあたって = 

•あらかじめ、「付録 D - EH パッテリーについて」を確認してください。 


バッテリー充電量を確認する 


バッテ u _ 駆動で使う場合、バッテリーの充電量が減って作業を中断したりしないよう、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要があります。 

KM システムインジケーターで確認する 

電源コードと AC アダプターを接続している場合 、 Battery CII LED が点灯します。 
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D バッテリーについて 


Battery CD LED は次の状態を示しています。 


緑色の点灯 

冗电兀 J 

オレンジ色の点灯 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電が必要 

バッテリーの充電について「本節バッテリーを充電する」 

消灯 

電源コードと AC アダプターが接続されていない 
電源コードと AC アダプターを接続していても消灯している場合は、 
バッテリー異常の可能性があります。東芝 PC あんしんサボートに連絡 
してください。 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンで確認する^^^ ■ 

通知領域の[バッテ 1 」一]アイコン（曾）の上にポインターを [ 完全に充黾されました (100%)1 

置くと、バッテリー充電量が表示されます。 

[バッテリー]アイコン（還）をクリックすると、電源プラン 
なども表示されます。 

電源プランについて「本章0省電力の設定をする」 

E ■バッテリー充電量が減少したとき 

電源が入っている状態でノ（ッテリーの充電量が少なくなると、次のように警告します。 

• Battery >□ LED がオレンジ色に点滅する（バッテ U — の残量が少ないことを示しています） 
•バッテリーのアラームが動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]—[詳細な電源設定の変更]をクリックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]—[バッテリ低下の通知]や[バッテリ低下の操作] 
で設定すると、バッテリーの残量が少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動作 
を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をする」 

上記のような警告が起こった場合は、ただちにパソコン本体に電源コードと AC アダプターを 
接続し、充電してください。 

購入時は休止状態が設定されています。バッテ U —減少の警告が起こっても何も対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源が切れます。 

メモ 

• 1力月以上の長期にわたり、パソコンに電源コードと AC アダプターを接続したまま使用し続けると、 
バッテリ_充電量が少しずつ減少します。このような状態でパッテリー充電量が減少したときは、 

巳 attery CII LED や[パッテリー]アイコンで充電量の減少が表示されないことがあります。1力月 
に1度はバッテリー駆動で使用することを推奨します。 

なお、バッテリー駆動で使用する場合、いったんデータを保存してから使用してください。 

•長時間使用しないでバッテリーが自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず、 Battery CD 
LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったときは、充電してから使 
用してください。 


段 A . xx：xx 
L7 l xxxx/xx/xx 
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i ■バッテリーについて 


K ■時計用バッテリー 

本製品には、バッテリーパックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用ノ（ッテリーが内蔵さ 
れています。 

時計用バッテリーの充電は、電源コードと AC アダプターを接続し電源を入れているとき（電 
源 ON 時）に行われますので、普通に使用しているときは意識する必要はありません。ただし、 
充電量が少ない場合、時計が止まったり、遅れたりすることがあります。 

時計用ノ（ッテ U —が不足すると、メッセージが表示されます。 

■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は、電源 ON ( Power の LED が緑色に点灯）の状態にしておくと約24時 
間で充電が完了します。 

時計用バッテリー充電中でもパソコンを使用できます。充電中に充電状態を知ることはできま 
せん。 


2 


バッテリーを充電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

バッテリーを充電するにあたって- 




あらかじめ、「付録 D - D ®- バッテリーを充電するにあたって」を確認してください。 


充電方法！ 

パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントに差し込む 

DC IN LED が緑色に点灯して Battery C =] LED がオレンジ色に点灯すると、充 

電が開始されます。 

電源の ON / OFF にかかわらずフル充電になるまで充電されます。 

Battery <□ LED が緑色になるまで充電する 

バッテリーの充電中は Battery LED がオレンジ色に点灯します。 

DC IN LED が消灯している場合は、電源が供給されていません。電源コード、 

AC アダプターの接続を確認してください。 


g メモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないときは、電源コ_ドの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 
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D バッテリーについて 


■充電完了までの時間 

バッテリー充電時間は、ノ r ノコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度が低いとき、バッテ u _ パックの温度が高くなっているとき、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプリケーションを使用しているときは、充電完了まで時間がかかることがあります。 
詳しくは 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■使用できる時間 

パッテ U —駆動での使用時間は、バソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために電源コードと AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

バソコン本体を使わないで放置していても、バッテ U _充電量は少しずつ減っていきます。 

バッテリーの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間が非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブリツドス U —プにすることをおすすめします。 



ハイブリッドスリープについて「2章 


スリープ機能を強化する」 


D バッテリーを長持ちさせる 

本製品のノ（ッテリーをより有効に使うための工夫を紹介します。 

I バッテリーの機能低下を遅くする方法 


次の点に気をつけて使用すると、バッテリーの機能低下を遅くすることができます。 

•パソコン本体を長時間使用しないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。 

•おもに電源コードと AC アダプターを接続してパソコンを使用し、バッテ U — パックの電力 
をほとんど使用しないなど、100%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテリーの機能低下 
を早める場合があります。 

•「東芝バッテ U — マネージャー」で 「 eco 充電モード」に設定すると、パッテ U _ 充電完了時 
の容量をフル充電より少なめにおさえて、バッテリーの機能低下を遅らせることができます。 
「本章 □- 团 - mm - 役立つ操作集-東芝パッ テリーマネー ジャー」 

* 1力月に1度は、電源コードと AC アダプターをはずしてバッテ U — 駆動でパソコンを使用 
してください。 
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i ■バッテリーについて 


■ バッテリー消費をおさえる方法 

バッテ U —の消費をおさえて、本製品をノ（ッテ U —駆動で長時間使用するには、次の方法があ 
ります。 

• こまめに休止状態にする 

「 2 章@休止状態」 

* 入力しないときは、ディスプレイを閉じておく 

「2章0-[4]簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 

• 省電力の電源プランを設定する 

「本章0省電力の設定をする」 

■ バッテリーの充電能力を調べる _ 

バッテリーパックは、消耗品です。「東芝 pc ヘルス モニタ」を使用すると、バッテリーパック 
を交換する目安を調べることができます。 

「東芝 PC ヘルスモニタ」について 『取扱説明書』 

バッテリーパックの交換は、保証期間内でも有料になります。 
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力の設定をする 


□: 


電源オプシ 



「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことができます。 

バッテリー駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減らして長い時間使用するよう 
に設定したり、電力を使ってノ v ° フォー マンスの精度を上げるように設定したりできます。 
これらの電源設定を電源プランといいます。 

「電源オプション」では、使用環境に合わせて設定された電源プランがあらかじめ用意されてい 
ますので、使用擐境が変化したときに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することができます。 

購入時には、次の電源プランが用意されています。 

•パランス 

必要なときは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないときは電力を節約 
します。 

• eco 

東芝の推奨する設定により、消費電力をおさえます。 

「本項 ■■ -役立つ操作集 - TOSHIBA eco ユーティリティ」 

* 省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスを低下させ、消費電力をおさえます。 

バッテリー駆動のときにこのプランを使用すると、バッテ U — が通常より長くもちます。 

•高パフォーマンス 

パフオーマンスと応答速度を最大にします。バッテリー駆動のときにこのプランを使用する 
と、バッテリーが通常よりも早く消費されます。 

*「省電力」、「高パフォーマンス」は[追加のプランを表示します]のをクリックすると表示されます。 

各電源ブランの設定を変更したり、新しく電源ブランを追加することもできます。詳しくは、「電 
源オプション」のヘルプをご覧ください。 
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0 省電力の設定をする 


起動方法 


[スタート]ポタン（彳 > ) ―[コント □ ールパネル]をクリックする 

レヴシステムとセキュリティ]— [ W 電源オプション]をクリック 
する 

「電源オプション」が起動します。 


ヘルプの起動方法 


「電源オプション」を起動後、画面右上の松ポタンをクリックする 


丁口丨回 


备ナ||コントロールバネノ系 


P 




f 最大(こしたり、黾力を節約したりできます。プラン 
$車力設定を変更することでカスタマイズしてくださ 




(表示例） 


表示された一覧から知りたい項目をクリックする 

該当するページが表示されます。 


役立つ操作集 


TOSHIBA eco ユーティ U ティ 

東芝の推奨する設定により、電源プランやディスプレイの明るさなどを自動的に調節して、消費電力 
をおさえます。 

詳しくは、 「 TOSH 旧 AecoZL — ティリティ」のヘルプをご覧ください。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン （©) —[すべてのプログラム] —[ eco ユーティリティ&省電力 ]— [eco 
ユーティリティ]をクリックする 

初回起動時は、[はじめにお読みください]画面が表示されますので、[同意する]をチェックし、 
[0 K ] ボタンをクリックしてください。 

[TOSHIBA eco ユーティリティ]画面が表示されます。 

• ヘルプの起動方法 

① [ TOSH 旧 Aeco 2_ ティリティ]画面で[ヘルプ]ボタンをクリックする 
「 TOSH 旧 A eco ユーティリティ」のヘルプが表示されます。 


ノ 
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D 省電力の設定をする 


東芝ピ-クシフト]ント!□-ルの使用にあたって —— 

•パッテリーパックは消耗品です。 

パッテリーの充放電を一定期間繰り返すためにノ（ッテリーの使用サイクルが進みますので、バッ 
テリーパックの買い替え時期が早まります。 

• 動画再生などのアプリケーションは、省電力機能によりスムーズに動作しない場合があります。 


役立つ操作集- 

東芝ピークシフトコント□—ル 

「東芝ピークシフトコント□—ル」は、昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活用 
し、電力需要の平準化を実現する機能です。たとえば夏期の日中のように、電力使用のピーク時間帯 
には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、電力需要の少ない時間帯（夜間など）に蓄えたバソコ 
ンのバッテリーで動作させる電源管理機能で、環境への負荷低減に貢献することができます。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でも使用できますが、複数台数で同じ時間帯に制御することによつ 
てその効果を発揮します。制御するパソコンの台数は多ければ多いほど効果が大きくなります。 
使用方法については、ヘルプを参照してください。 

• 設定方法 

① [スタート]ボタン（@) — [すべてのプログラム]- [ eco ユーティリティ&省電力]—[ピー 
クシフトコント□—ル]をクリックする 

② [東芝ピークシフトコント□—ル]画面で、[ピークシフト機能]で[有効]を選択し、[適用] 
ボタンをクリックする 

• ヘルプの起動方法 

① 「東芝ピークシフトコント□—ル」を起動後、画面右上の[ヘルプ]ボタン（[1])をクリック 
する 

② 画面上の知りたい項目にボインターを置き、クリックする 

V__ J 



バツテリ I 駆動で使う 


09 




















0 省電力の設定をする 


ディスプレイ省電テクノロジー 

「ディスプレイ省電テクノロジー機能」は、本体液晶ディスプレイに表示する映像のコントラストと明 
るさを自動的に調整することにより、パソコンの電力消費を低減させるものです。 

次の2つの条件を満たした場合にこの機能が使用できます。 

籲バッテリー駆動で使用中 
• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

本機能は購入時の状態では、有効に設定されています。本機能を無効にする場合には、次の手順で設 
定してください。 

① デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどが表示されていない場所にポインターを移動し、 

右クリックする 

② [グラフィックプ□パティ]をクリックする 

[次のアプリケーションモードのいずれかを選択してください]画面が表示された場合は、[基本 
モード]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックしてください。 

③ 画面左側の[電源]をクリックし、[電源]で[バッテリー駆動]を選択する 

④ [節電機能]で[ディスプレイ省電テクノロジー]のチェックをはずす 

⑤ [0 K ] ボタンをクリックする 

メッセージが表示されます。確認して [ ok ] ボタンをクリックしてください。 

本機能を有効にする場合は、[ディスプレイ省電テクノロジー]をチェックしてください。 

V J 
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f N ¢3役立つ操作集- A 

東芝バッテリーマネージャー 

「東芝パッテリーマネージャー」は、バッテリーの充電方法を「通常充電モード」と 「 eco 充電モード」 
から選択することができます。 

「 eco 充電モード」に設定すると、バッテリーフル充電時の容量をおさえて、バッテリーの機能低下を 
遅くすることができます。 

パソコンの電源コードと AC アダプターを、コンセントに接続したまま使用される方におすすめです。 
ただし、パッテリーでの駆動時間は、パッテリーのフル充電の容量が少なくなるため短くなります。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン（〇) — [すべてのプログラム ] —[eco ユーテ イリ テイ &省電力] — [バッ 
テリーマネージャー]を クリックする 

• eco 充電モード 

「 eco 充電モード」に設定すると、通知領域に[東芝バッテリーマネージャー]アイコン（皆）が 
表示されます。 

V_ J 
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6 章 


■ システム環境の変更 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 112 

2日 IOS セットアップ . 113 

3パスワードセキュリティ . 127 

4指紋認証を使う . 144 

5 TPM を使う . 154 










1 ■東芝 HW セットアップ 


「東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 
複数のユーザーで使用する場合も、設定内容は全ユーザーで共通になります。 


|設定方法 


| [スタート]ポタン-[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
—[ユーティリティ]— [ HW セットアップ]をクリックする 

「東芝 HW セットアップ」が起動します。 

VX 各タブで機能を設定し、 [0 K ] ポタンをクリックする 

■ [キャンセル]ボタンをクリックした場合は、設定が変更されません。 



シ 
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HW セットアップで再起動が必要な項目の設定を変更すると、パソコンの再起動を行うよう 
メッセージが表示されます。 

この場合、すぐに再起動を行って設定を有効にしてください。 

メモ 

* 選択できない状態になっている（グレーアウトしている）項目は、設定内容の確認のみ行うことができ 
ます。 


M ヘルプの起動方法 _ 

1[東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインターを合わ 
せる 


項目に対するヘルプが表示されます。 
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BIOS セットアップ 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
印刷した本項目のページと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セットアップの設定項目について説明します。 


設定項目 


■ ■ Main 

■ System Time (システム時刻） 

時刻の設定は®キーまたは@キーで行います。 

時と分と秒の切り替えは、_キーで行います。 

■ System Date (システム日付） 

日付の設定は 丨/^ | キ_または [ ~ f 7 | キ_で彳 T います。 

年と月と日の切り替えは、_キーで行います。 

■ CPU Type 

本体に搭載されている CPU のタイプが表示されます。 

■ CPU Speed 

本体に搭載されている CPU のスピードが表示されます。 

■ HDD/SSD 

本体に搭載されている SSD のタイプと容量が表示されます。 

■ Total Memory Size 

本体に取り付けられているメモリのメモ U 総容量が表示されます。 

■ System BIDS Version 

搭載されている BIOS のノ（ージヨンが表示されます。 

■ EC Version 

EC のノ（ージヨンが表示されます。 

■ Language 

BIOS で使用する言語を選択します。 


.English (標準値） . 英語 

- Francais . フランス語 



システム環境の変更 
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BIOS セツトアップ 


WM Security 


■ BIOS Password 

ユーザーパスワードやスーパーバイザーパスワードを登録/削除/変更します。 

• User 

ユーザーパスワードを登録すると、起動時のシステムへのアクセスを制限できます。 

ユーザーパスワードの登録/削除/変更は「東芝パスワードユーティリティ」で行うことを推 
奨します。 

詳細について「本章 □-[!] ユーザーパスワード」 

■ Not Registered (標準値）...ユーザーパスワードが登録されていないときに表示される 
• Registered . ユーザーパスワードが登録されているときに表示される 


〈ユーザーパスワードを忘れてしまつたとき〉 

ユーザーノ t スワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談してください。 
ユーザ_パスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は、有料です。またそ 
のとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 
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• Supervisor 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、セットアップへのアクセスを制限できます。 
スーパーバイザーパスワードの登録/削除/変更は「東芝パスワードユーティリティ」で行う 
ことを推奨します。スーパーバイザーパスワードを BIOS セットアップで登録すると、操作が 
一部制限されます。 

詳細について「本章〇 -IT] スーパー■バイザーパスワード」 

■ Not Registered (標準値）...スーパーバイザーパスワードが登録されていないときに表 

示される 

- Registered . スーパーバイザーパスワードが登録されているときに表示 

される 


■ HDD/SSD Password 


HDD / SSD の HDD ユーザーパスワードや HDD マスターパスワードを登録/削除/変更しま 
す。 


• Mode 

HDD/SSD © HDD ； V ° スワードモードを設定します。 

.User Only (標準値） . HDD / SSD の HDD ユーザーパスワードのみを登録する 

_ Master+User . HDD/SSD の HDD マスターノ V ° スワードと HDD ユーザーパ 

スワードを登録する 


• User 

HDD / SSD の HDD ユーザーパスワードを登録/削除/変更します。 

詳細について「本章□- [ 4 ] HDD パスワード」 

■ Not Registered (標準値）.. . HDD ユーザーパスワードが登録されていないときに表示さ 

れる 

- Registered . HDD ユーザーパスワードが登録されているときに表示される 
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• Master 

HDD / SSD の HDD マスターパスワードを登録/削除/変更します。 

「 Mode 」 が 「Master + User 」 の場合のみ表示されます。 

HDD パスワ—ドの設定方法「本章0-[1] HDD パスワ—ド」 

■ Not Registered (標準値）.. . HDD マスターパスワードが登録されていないときに表示さ 

れる 

- Registered . HDD マスターノ くスワー ドが登録されているときに表示される 

■ TPM 

* TPM 搭載モデルのみ表示されます。 

TPM (Trusted Platform Module ) を設定します。 

- Disabled (標準値） . TPM を無効にする 

_ Enabled . TPM を有効にする 

設定を変更するには、次のように操作してください。 

「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 

① カーソルを 「 TPM 」 の 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に合わせ、 [£/ V 7~£/? l キーを押す 

② カーソルを 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に合わせ、 [ £/ V 7~£/? | キーを押す 

設定が変更されます。 

• Clear TPM Owner 

* TPM 搭載モデルのみ表示されます。 

「 TPM 」 で 「 Enabled 」 に設定し、再起動してから、設定できます。 

所有者登録とユーザー登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲渡などにより使用者（管理者）を変更するというように、 TPM の 
使用を中止する場合に行ってください。 

①カーソルを 「Clear TPM Owner 」 に合わせ、 | キーを押す 

再起動後、 「 TPM 」 の設定が 「 Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更されます。 

操作にあたって- 

• 所有者登録とユーザー登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能が使用できなくな 
ります。このため、管理者の権限を持たないユーザーが 「 TPM 」 を操作できないように設定する 
ことをおすすめします。 

管理者以外のユーザーの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル） 

* 所有者登録とユーザー登録を削除したあとに、丁 PM の使用を再開する場合は、もう一度 TPM へ 
所有者登録やユーザー登録を行う必要があります。 
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• Hide TPM 

* TPM 搭載モデルのみ表示されます。 

「 TPM 」 で 「 Disabled 」 に設定し、再起動してから、設定を変更できます。 
TPM の表示をシステム上で確認できないようにするときに使用します。 


- No (標準値） . TPM をシステム上で確認できるようにする 

_ Yes . TPM をシステム上で確認できないようにする 


「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 
また、 「 Yes 」 に設定すると、 TPM をシステム上で確認することはできません。 

■ Boot Menu 

スーパーノ（イザーノ V ° スワードを登録すると、設定できるようになります。 

ユーザーパスワードでパソコンを使用するユーザー（ユーザー権限）に対し、 [7^1 キーを使つ 
たドライプの起動を制限することができます。 


- Disabled (標準値） . 無効にする 

- Enabled . 有効にする 


■ Device Access Control/Device Boot Control 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、設定できるようになります。 

ユーザーパスワードでパソコンを起動したユーザー（ユ_ザ_榷限）に、デバイスの使用やデ 
バイスからの起動を制限することができます。 

|£nfer | キーを押すと、画面が切り替わります。元の画面に戻るには^]キーを押します。 

設定後はパソコンの電源を切る必要があります。また、設定後にスーパーノ（イザー認証が必要 
になることがあります。 

「東芝デバイスアクセスコント□—ル」でデバイスの使用やデバイスからの起動の制限を設定し 
ている場合、設定を変更するときも「東芝デバイスアクセスコント□—ル」で行ってください。 

【Device Access Control ] 画面 

デバイスごとに、使用制限を設定します。 

_ Enabled (標準値） . デバイスを使用可能にする 

■ Disabled . デバイスを使用禁止にする 

[Device Boot Control ] 画面 

デノ（イスごとに、デノ（イスからの起動制限を設定します。 

すべてのデバイスからの起動を禁止にすることはできません。また 、 「Device Access 
Control 」 で 「 Disabled 」 に設定しているデバイスからの起動を可能にすることはできません。 


- Enabled (標準値） . デバイスからの起動を可能にする 

- Disabled . デバイスからの起動を禁止にする 


〈スー /\° ーパイザーノ（スワードを忘れてしまつたとき〉 

スーパーバイザーパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談して 
ください。スーパーバイザーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は、 
有料です。またそのとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 
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WM PowerManagement | 

■ Wake-up on LAN 

電源 OFF 状態からの LAN による Wake - up 機能を設定します。 

ネットワークで接続された管理者のパソコンからの呼び出しにより、自動的に電源を入れます。 
Wake-up on LAN 機能を使用する場合は、必ず電源コードと AC アダプターを接続してくださ 
い。電源を切っている状態でも、パッテリーを使っていないときの充電保持時間が 『dynabook 
**** (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』の表記よりも短くなります。 


_ Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 


ス U - プ状態、および休止状態からの Wake-up on LAN 機能を有効にするためには、「デバイ 
スマネージャー」の[ネットワークアダプター]でネットワークアダプター名をダブルクリッ 
クし、表示されたプ□パティ画面の[電源の管理]タブで[このデバイスで、コンピューター 
のスタンバイ状態を解除できるようにする]および [Magic Packet でのみ、コンピューター 
のスタンノ（イ状態を解除できるようにする]の項目にチェックをつける必要があります。 

■ Wake-up on LAN on Battery 

バッテリー駆動の際の Wake-up on LAN 機能を設定します。 

- Enabled . バッテリー駆動の際に Wake-up on LAN 機能を有効にする 

- Disabled (標準値） . バッテ U - 駆動の際に Wake-up on LAN 機能を無効にする 

■ Wake on Keyboard 

キ _ ポードによる Wake - up 機能を設定します。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

■ Critical Battery Wake-up 

「Critical Battery Wake - up 機能」を設定します 。 「Critical Battery Wake - up 機能」とは、 
ス U —プ状態の間にノ（ッテ U —の残量が少なくなった場合、自動的に休止状態になり 、データ 
を SSD に保存します。 

なお 、 Windows 7をお使いの場合のみ有効です。 


_ Enabled (標準値) . Critical 巳 attery Wake - up 機能を有効にする 

- Disabled . Critical Battery Wake - up 機能を無効にする 


「Critical Battery Wake - up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定が必要です。 
次の操作を行って、設定してください。 

① [コント□—ルパネル]を開き、[システムとセキュリティ]の[電源オプション]をクリッ 
クする 

② 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

④ [賺源オプション]画面の[詳細設定]タブで、[パッテリ]をダブルクリックする 

⑤ [バッテリ切れの操作]をダブルクリックし、表示された項目で「パッテリ駆動」を[休止 
状態]に設定する 

⑧ [0 K ] ボタンをクリックする 
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■ Panel Open - Power Dn 

ノ V ° ネルオープンノてワ_オン機能を設定します。 

バソコンの電源が切れている状態でデイスプレイを開くとバソコンの電源が入り、 0 S が起動 


します。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

■ Dynamic CPU Frequency Mode 

.Dynamic Switch (標準値)…. CPU の消費電力，周波数自動切り替え機能を有効にし、使 

用状況に応じて CPU 周波数を自動的に切り替える 

_ Always High . CPU の消費電力_周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を高周波数にしてパソコンの処理能力を優先す 
る 

_ Always Low . CPU の消費電力_周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を低い周波数にしてバソコンのノ（ッテ U —駆動 
時間を優先する 


■ Core Multi-Processing 

CPU の動作モードを設定します。 

• Enabled (標準値) . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Single Core モードに設定する 

■ Intel Turbo Boost Technology 

* 対応している CPU のみで表示されます。 

インテル®夕_ボ_ブーストを設定します。 

•Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ Intel Display Power Management 

Intel Display Power Management を鼓::疋:します。 

•Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ SATA Interface setting 

SATA デノ（イスの性能とバッテリー駆動時間の優先度を設定します。 
■ Performance (標準値） ........ SATA デバイスの性能を優先する 

- Battery life . バッテリー駆動時間を優先する 
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■ Keyboard Backlight Control Mode 

* キ_ポ_ドパックライト機能搭■モデルのみ表示されます。 
キーボードパックライトの設定をします。 


■TIMER (標準値) . キーボードのキーを押してから、キーボードバックライト 

が一定時間点灯するように設定します。 

•ON . キ_ポ_ドバックライトをオンにします。 

_ OFF . キ_ポ_ドバックライトをオフにします。 


■ Backlight Lighting Time 

* キ_ポ_ドパックライト機能搭載モデルのみ表示されます。 

キーボードのキーを押してから、キーボードバックライトが点灯する秒数 (1-60) を設定し 
ます。初期設定は、 H 5」 です。 

秒数の設定は®キーまたは®キーで行います。 

■ BIOS Power Management 

0 S 以外の省電力機能を設定します。 キーを 押すと、画面が切り替わります。元の画 
面に戻るには ifscj キーを押します。 


[BIOS Power Management 画面】 


■ Battery Save Mode 

バッテリーセーブモードを設定します。 

「Battery Save Mode 」 の設定項目は次のように表示されます。 



Full Power 

Low Power 

User Setting 

Processing Speed 

High 

Low 

項目ごとに設定を 
変更できます。 

CPU Sleep Mode 

Enabled 

Enabled 

LCD Brightness 

Super - Bright * 1 

Bright * 1 

Cooling Method 

Maximum Performance 

Battery Optimized 


* 1:電源コードと AC アダプターを接続している場合の表示内容です。 


「Battery Save Mode 」 の項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。使用するアプリケーションソフトによっては設定を変更する必要が 
あります。 


• High . 処理速度を高速に設定する 

_ Low . 処理速度を低速に設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU が処理待ち状態のとき、電力消費を低減します。 

一部のアプリケーションソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度が遅くなることがあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 


_ Enabled . 電力消費を低減する 

- Disabled . 電力消費を低減しない 
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• LCD Brightness ( LCD 輝度） 

画面の明るさを設定します。 

_ Super-Bright . 最高輝度に設定する 

_ Bright . 高輝度に設定する 

• Semi-Bright . 低輝度に設定する 

• Cooling Method ( CPU 熱制御方式） 

CPU の熱を冷ます方式を設定します。 CPU が高熱を帯びると故障の原因になります。 


_ Cooling Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却する 

• Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却し 、 「Cooling Optimized 」 よりもフアン音が 
静かな状態を保ち温度を下げる 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主に CPU の処 

理速度を落として冷却する 

■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します 0 

•Enabled (標準値) . PCI Express デバイスが使用されていないときに、消費電 

力をおさえる 

• Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先する 

- Auto . バツテ U _ 動作中かつ PCI Express デバイスが使用されて 

いないときに、消費電力をおさえる 


E9 Advanced | 

■ Execute-Disable Bit Capability 

Execute-Disable Bit Capability (エグゼキュート-デイスエーブル ■ ビット機能）を設定し 
よ3 〇 

- Available (標準値) . 使用する 

• Not Available . 使用しない 

■ Virtualization Technology 

インテル®パーチヤライゼーシヨン_テクノロジーを設定します。 

- Disabled . 使用しなし'! 

- VT-x & VT-d . VT-x & VT-d 機能を有効にする 

- VT-x Only (標準値） . VT-x を有効にする 

_ VT-d Only . VT-d 機能を有効にする 

(CPU によっては表示されない項目があります） 
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■ Trusted Execution Technology 

* Trusted Execution Technology 対応 CPU 搭顏モデルのみ表示されます。 

Trusted Execution Technology を設定します。 

Trusted Execution Technology とは 、 Virtualization Technology をイ吏って TPM と連携 
させるセキュリティ技術です。 


- Enabled . Trusted Execution Technology を言午可に言 S 定する 

.Disabled (標準値） . Trusted Execution Technology を禁止に設定する 


Trusted Execution Technology を許可に設定する場合、事前に 「 Advanced 」 メニューの 
「Virtualization Technology 」 を rVT-x & VT-dJ に設定し、 「 Security 」 メニューの 「 TPM 」 
を 「 Enabled 」 に設定し、 「 PowerManagement 」 メニューの 「Core Multi - Processing 」 
を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Intel (R) AT 

インテル®アンチセフト • テクノロジー（パソコンの紛失や盗難時に、パソコンを無効化する 
セキュリティ機能）を利用可能にする設定です。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しなし'! 

■ Intel (R) AT Suspend 

インテル®アンチセフト_テクノロジーを一時的に無効にするための設定です。 

- Enabled . 使用する 

- Disabled (標準値） . 使用しない 

インテル®アンチセフト_テクノロジーを利用しているときのみ設定できます。 

Intel ( R ) AT Suspend を使用する場合、事前に rlntel ( R ) AT 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Intel (R) Rapid Start Technology 

スリープから一定時間後に休止状態に変わる、 Intel ® Rapid Start Technology を設定します。 
詳細について「2章スリープから一定時間後に休止状態にする」 


- Enabled (標準値） . 使用する 

■ Disabled . 使用しなし'! 


■ Rapid Start Entry after 

Intel ® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に変わるまでの時間を設定します。 
rintel ( R ) Rapid Start Technology 」 で 「 Enabled 」 に設定している場合のみ、設定を変更 


できます。 

- Immediately . スリープに入るとすぐに休止状態になります。 

■ 10 minutes . ス U _ プから10分後に休止状態になります。 

• 2 hours (標準値） . スリープから2時間後に休止状態になります。 

■ 5 hours . スリープから5時間後に休止状態になります。 

• 24 hours . ス U _ プから24時間後に休止状態になります。 
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■ Beep Sound 

Windows OS 以外でのビープ音を設定します。 

OFF 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

■ Sleep and Charge 

US 巳の常時給電を設定します。 


- Disabled (標準値） . 使用しない 

- Auto Mode . USB の常時給電を有効にし 、 Auto Mode で使用する 

- 2.0 A Mode . USB の常時給電を有効にし、 2.0 A Mode で使用する 


■ System DN CDP Charge Mode 

チアイコンが付いている USB コネクタへ電源 ON 状態のときに USB バスパワー （ DC 5 V ) を 
最大1 .5 A まで供給します。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

■ USB Power in Sleep Mode 

スリープ 中でも 、 USB コネクタに USB バスパワー （ DC5V) を供給します。 

• Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

■ USB Legacy Emulation 

USB キーボード、マウスなどのレガシーサボートを設定します。 

- Enabled (標準値) . レガシーサボートを行う 

ドライノ（一なしで USB キーボード/ USB マウスなどが使 
用できます。 

- Disabled . レガシーサボートを行わない 

「USB Legacy Emulation 」 が 「 Enabled 」 に設定されていても 、 「Change Boot Order 」 
が 「 HDD/SSD - USB Memory - USB ODD — FDD — LAN 」 の場合は、本体の SSD 
から起動します。 

■ US 巳 Memory BIDS Support Type 

コンピューターの起動に使用する USB フラッシュメモリを設定します。 


■ HDD (標準イ直） . US 巳フラッシュメモリを HDD として扱う 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order 」 での 「 HDD / SSD 」 の順位です。 

- FDD . USB フラッシュメモリを FDD として扱う 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order ! での 「 FDD 」 の順位です。 
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■ Change Boot Order 

システムを起動するディスクドライブの順番を@キ_または®キーで設定します。 
通常は次の順番（標準値）に設定してください。 

1 HDD/SSD 

2 USB Memory 

3 US 巳 ODD 

4 FDD 

5 LAN 

■ System Configuration 

l £/ V 7~£/? l キーを押すと、画面が切り替わります。元の画面に戻るには^1キーを押します。 

[System Configuration 画面】 

■ Built-in LAN 

LAN コネクタを設定します。 


- Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しない 

■ Wireless LAN 

無線 LAN を設定します。 

- Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しない 


*1「 Disabled 」 を設定した場合、_ + _キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 

■ Auto Wireless LAN RF Switching 

LAN ケーブルの接続によって、自動的に無線 LAN 機能の有効/無効を切り替えます。 

有効の場合、 LAN ケーブルが接続されているときは無線 LAN 機能が無効に、接続されていな 
いときは無線 LAN 機能が有効に切り替わります。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

■ WiMAX 

* WiMAX 機能搭■モデルのみ表示されます。 

WiMAX を設定します。 

• Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しない* 1 

*1「 Disabled 」 を設定した場合、_ + キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 
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DBras セツトアップ 


■ Bluetooth 

* Bluetooth 機能搭載モデルのみ表示されます。 
Bluetooth を設定します。 


- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しなし'! 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、_ + _キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 

■ Internal Pointing Device 

タッチパッドを設定します。 

• Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . ■(吏用しなし'! 

■ Web Camera 

* Web カメラ搭■モデルのみ表示されます。 

Web カメラを設定します。 

• Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しなし'! 

■ SD Host Controller 

SD 力ードス□ットを設定します。 

- Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . ■(吏用しなし'! 

■ Fingerprint Sensor 

* 指紋センサー搭載モデルのみ表示されます。 

指紋センサーを設定します。 

• Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . ■(吏用しなし'! 

■ Internal USB 3.0 Controller 

USB 3.0 ポートの動作を設定します。 

_ Enabled (標準値) . USB 3.0 ポートとして使用する 

- Disabled . USB 2.0 ポートとして使用する 

■ Memory Performance Mode 

メモリの使用方法を設定します。 

- Enabled (標準値) . バッテ U — 駆動時間よりシステム処理能力を優先させる 

- Disabled . システム処理能力よりバッテリー駆動時間を優先させる 


124 


H システム環境の変更 
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■ SATA Controller Mode 

SATA コント□—ラーモードを設定します。 


_ Compatibility . レガシ _0 S 用で AHCI 対応のドライバーを使わない場合に 

使用するモード 

ただし、すべてのレガシー 0 S での動作を保証するものでは 
ありません。 

- AHCI (標準値） . Windows 7用のモード （ AHCI ) 


■ Power On Display 

起動時の Windows □ゴを表示する表示装置を設定します。 

• Auto-Selected (標準値） ..... 本体液晶ディスプレイを閉じているときは、接続している 

テレビまたは外部ディスプレイを自動的に検出し、テレビ 
または外部ディスプレイにのみ画面を表示する 

- System LCD only . 本体液晶ディスプレイにのみ表示する 

■ Boot Up NumLock Status 

外付け USB キーボードなどを使用している場合、起動時のテンキーの入力状態を設定します。 

•ON (標準値） . テンキーを Numeric Mode (ニューメリックモード）で起 

動し、テンキーの数字などの文字を入力できる状態にする 
(数字□ック状態） 

- OFF . テンキーを Arrow Mode (ア□—モード）で起動し、テン 

キーをカーソル 制御 キーと して使用できる状態にする（ア 
□一 状態） 

起動後は、 0 S の設定に従って入力状態が設定されます。 

また、外付け USB キーボードの | NUM LOCK | キー■を押すことで 、 Numeric Mode と Arrow 

Mode を切り替えます。 

メモ 

• 本設定は、すべての外付け USB キ_ボ_ドに対する動作を保証するものではありません。 
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DBras セツトアップ 


Exit 

■ Exit Saving Changes 

変更を保存して BIOS セットアップを終了します。 

■ Exit Discarding Changes 

変更を保存しないで巳 IOS セットアップを終了します。 

各種パスワード、 TPM 、「 Main 」 メニューの 「System Time 」 と 「System Date 」 の各設 
定については、変更前の状態に戻りません。 

■ Load Setup Defaults 

すべての設定項目を標準値にします。 

各種パスワードなど一部の設定については、標準値に戻りません。 

■ Save Changes and Power Off 

変更を保存してバソコンの電源を切ります。 
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3| パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定できます。パスワードには大きく分けて次の3種類があります。 

• Windows □ グオンノ（スワード 

- Windows に□グオンするとき 

•インスタントセキュリティ状態やノ V ° スワード保護の設定をしたスク U — ンセーノ（一を解除 
するとき 

インスタントセキュリティ機能「2章_キーを使った特殊機能キー」 

•ユーザーパスワード、スーパーバイザーパスワード （BIOS パスワード） 

-電源を入れたとき 
-休止状態から復帰するとき 

-東芝ノ v ° スワードユーティリティを起動して設定するとき 

ユーザーパスワードやスーパーバイザ_パスワードを登録すると、電源を入れたときなどに 
パスワードの入力が必要になります。 

通常はユーザーパスワードを登録してください。 

• HDD パスワード 

SSD を起動するとき 

ここでは、ユーザーパスワード/スーパーバイザーパスワードや HDD パスワードの設定方法 
について説明します。 

巧メモ 

• スーパーバイザーパスワードとユ_ザ_パスワードでは、違う文字列を使用してください。 

* パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

* パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボードの 
文字キーを押して直接入力してください。 



鲁パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種を確 
認後、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。 

パスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は有料です。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、 SSD は永久に使用できなくなり、交換対応となります。 

この場合も有料です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が 
必要となります。 

















■1 パスワードセキュリティ 


■ パスワードに使用できる文字 _ 

ユーザーパスワード、スーパーバイザーパスワード、 HDD パスワードに使用できる文字は次 
のとおりです。 

アルファべッドの大文字と小文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベツト（半角） 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

数字（半角） 

〇123456789 

記号の一部（半角） 

；：, . (スペース）など 

使用できない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動が必要な文字 

【例】 漢字、カタカナ（全角/半角）、ひらがな、日本語入カシステム 
が供給する記号 など 

-記号の一部（半角） 

【例】 丨（バーチカルライン） 

_ (アン ダー バー） 

¥ (エン）など 

. ほかのキー (| SH // T キーや IOAP 5 LOC/C 英数 |キーなど）と同時に使用 
しないと入力できない文字 


パスワード登録時に警告メッセージが表示された場合は、登録しようとした文字列に使用でき 
ない文字が含まれています。この場合、もう一度別の文字列を入力し直してください。警告が 
表示されない場合も、上記「使用できない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキ_ポ_ドから1文字ずつ直接入力してください。 
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パスワードセキュリティ 


ーザーバスワード 


ユーザーパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティリティ」を使用することをおすすめし 
ます。また、登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 


東芝パスワードユーテイリテイでの設定 


登録 


ユ_ザ_パスワードを登録する手順を説明します。 HDD パスワードもあわせて登録できます。 

C 1 [スタート]ポタン （ Q )— [すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
—[ユーテイリテイ]—[パスワードユーテイリテイ]をクリックする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 


[登録]ポタンをクリックする 

[ユーザーパスワードの登録]画面が表示されます。 

[入力：]にパスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを押して直接入力してください。 

[5 萑認入力：]にもう一度パスワードを入力する 

[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェッ 
クがついているか確認する 

チェックがついている場合、ここで設定したユーザーパスワードが HDD パスワード 
としても登録されます。 

HDD パスワード「本節 [U HDD パスワード」 

ユーザーパスワードのみ登録する場合は、チェックをはずしてください。 
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■1 パスワードセキュリティ 


[登録]ポタンをクリックする 

入カ エラー のメッセージが表示された場合は、 
じ、手順0から操作をやり直してくださし)。 


[0 K ] ボタンをクリックして画面を閉 


手順0で[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェック 
をしていない場合は、手順0に進んでください。 

チェックをしている場合は、 「 HDD ユーザーパスワードを登録しようとしています。」 
という画面が表示されます。 

[登録]ポタンをクリックする 

パスワードファイルを作成する場合は [0 K ] ポタンをクリックする 

パスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセージが表示 
されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。 

パスワードファイルを保管しておけば、パスワードを忘れた場合、本機または本機以 
外の機器でノ V ° スワードを確認することができます。 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ポタンをクリックしてください。 
[0 K ] ポタンをクリックすると、[名前を付けて保存]画面が表示されます。 

パスワードファイルを作成する 

パスワードファイノレの保存先は、 USB フラッシュメモリなどの記録メディアを推奨 
します。あらかじめ用意しておいてください。 

① 記録メディアをセットする 

② [保存する場所]で保存先を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [保存]ボタンをクリックする 

パスワードファイルが選択した保存先に作成されます。 

手順0で[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]をチェック 
している場合、「今すぐコンピューターを再起動しますか？」という画面が表示され 
るので、[いいえ]ボタンをクリックします。 

[東芝パスワードユーティリティ]画面が表示されます。 

必要に応じて、[パスワードの注釈：]を入力する 

[パスワードの注釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。登録す 
ると、パスワードの入力が必要なときに、登録した文字列が表示されます。 

使用できる文字列はユーザーパスワードと同様です。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワード文字列そのものを登録しないでください。 
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〇パスワードセキュリティ 



[OK] ポタンをクリックする 

ユーザーパスワードが登録されます。 

手順0でチェックをした場合は、必ず電源を切る、または再起動してください。 



* パスワードファイルを保存した記録メディアは、安全な場所に保管してください。 


g メモ _ 

* パスワードを忘れてしまったときのために、必ずパスワードを控えてください。 



[スタート]ポタン （f — [すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
—[ユーティリティ]—[パスワードユーティリティ]をクリックする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節]]パスワードの入力」 

[削除]ポタンをクリックする 

[ユーザーパスワードの削除]画面が表示されます。 

[削除]ポタンをクリックする 

確認のメッセージが表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

[ユーザーパスワードの削除認証]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザー榷限で行っ 
てください。 

確認のメッセージが表示されます。 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

パスワードが削除されます。 
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変更 


[スタート]ポタン（〇)—[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
—[ユーティリティ]—[パスワードユーティリティ]をクリックする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節ほ]パスワードの入力」 

VX [変更]ポタンをクリックする 

[ユーザーパスワードの変更]画面が表示されます。 


[入力：]に新しいパスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを押して直接入力してください。 

[確認入力：]にもう一度パスワードを入力する 

[変更]ポタンをクリックする 

確認のメッセージが表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

[ユーザーパスワードの変更認証]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されていないので、本手順0、〇で入力したも 
のではなく、その前に登録しておいたノ V ° スワードを入力してください。 

認証について「本節ほ]パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザー榷限で行っ 
てください。 

パスワードが変更されます。 

変更したパスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセー 
ジが表示されます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K] ポタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ポタンをクリックしてください。 
パスワードファイルの作成方法は、「本項■■-登録」の手順0を確認してください。 
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〇パスワードセキュリティ 


bios セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


巳 IOS セツトアップでの設定は、 「 Security 」 メニューで 「BIOS Password 」 の 「 User 」 を 
選択して行います。 



電源スイッチを押し、製品ロゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して 1 ENTER | キーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 £A/r£R| キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。パスワードに使用できる文字は、「東芝パス 
ワードユーティリティ」の場合と同様です。 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

1 キーを押す 

確認入力の画面が表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じパスワードをもう一度入力してください。 

[£ A /7 T /?1 キーを押す 

パスワードが登録されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 [ f / VTT/?l キーを押し、手順0からやり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 




























■1 パスワードセキュリティ 


削除 


1電源スイッチを押し、製品□ゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力してキーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 


に合わせ、 £A/7~£ffl キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 


登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

|£A/7~£/?| キーを押す 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワ= ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーを押し、手順0からやり直してください。 

丨 £A/r£/?l キーを押す 

ここでは何も入力しません。 

確認入力の画面が表示されます。 


|£A/7~£ff] キーを押す 

ここでは何も入力しません。 
パスワードが削除されます。 


購入時の設定では、入カエラーが3回続いた場合は、以後パスワードの項目にカーソルが移動 
できなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう一度設定を行ってくだ 
さい 。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
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〇パスワードセキュリティ 


電源スイッチを押し、製品□ゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力してキーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 £ A / r£/?l キーを 押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

|£ A / T £/?| キーを押す 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 |£/ VT ~£ Rl キーを押し、手順0からやり直してください。 

新しいパスワードを入力し、^7^キーを押す 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面が表示されます。 

手順0で入力したパスワードをもう一度入力し、キーを押す 

パスワードが変更されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 £/ VTt /? j キーを押し、手順0からやり直してください。 


購入時の設定では、入カエラーが3回続いた場合は、以後パスワードの項目にカーソルが移動 
できなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう一度設定を行ってくだ 
さい。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
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頸 □□□□ 0 □ 



システム環境の変更 























パスワードセキュリティ 


I [スター 
■-[フフ 


卜]ポタン M #)— [すべてのプ□グラム] 
アイル名を指定して実行]をクリックする 


[アクセサリ] 


rc：¥Program Files¥TOSHIBA¥PasswordUtility¥TOSPU.exeJ 
と入力する 

0 S のタイプが64ビット版の場合は、 「 C :¥ P 「 og「am Files ( x 86)¥ T 0 SH 旧 A¥Pas 
swordUtilityVTOSPU.exeJ と入力してください。 

[OK] ポタンをクリックする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

パスワードを登録している場合はパスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節ほ]パスワードの入力」 

[スーパーパイザーパスワード]タブをクリックする 




スーパーバイザーパスワード 


スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」で、 Windows 上か 
らスーパーノ（イザーノ V ° スワードの設定や設定の変更ができます。 

BIOS セツトアップでも設定できます。 


3 メモ 


先にユーザーパスワードが登録されている場合は、スーパーパイザーパスワードの登録はできません。 
スーパーバイザーパスワードとユーザーパスワードを両方登録する場合は、一度ユ_ザ_パスワードを 
削除し、スーパーパイザーパスワードを登録してからもう一度ユーザーパスワードを登録してください。 
スーパーバイザーパスワードを登録すると、ユーザーポリシーを設定できます。ユーザーポリシーとは、 
複数のユーザ_でノぐノコンを使用している場合の、各ユ_ザ_の権限を設定する機能です。 
スーパーバイザーパスワードとユーザーパスワードでは、違うパスワードを使用してください。 

パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 



m 東芝パスワードユーテイリテイでの設定 
起動方法 


システム環境の変更 


36 

















〇パスワードセキュリティ 


■ 操作方法 _ 

■登録、削除、変更 

スーパーバイザーパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、「東芝パスワードユーティ 
リティ」でのユーザーパスワードの設定方法と同様です。 

ユ_ザー J (スワードの設定を確認してください。 

ユーザーパスワード「本節東芝パスワードユーティリティでの設定」 

なお、スーパーバイザーパスワードを削除すると、ユーザーパスワードも同時に削除されます。 

■ 一般ユーザーの操作を制限する 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、スーパーバイザーパスワードを知らないユーザー 
は「東芝 HW セットアップ」の設定を変更できないようにする、などいくつかの制限を加える 
ことができます。 

スーパーバイザーパスワードを登録した状態で、次の手順を実行してください。 

H スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節团パスワードの入力」 

Q [スーパーバイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更] 
ポタンをクリックする 

[ユーザーポリシーの設定]画面が表示されます。 

K1 操作を許可する項目をチェックする 
Q [設定]ポタンをクリックする 

H 表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

■■ [ユーザ_ポリシーの設定認証]画面が表示されます。 

スーパーノ（イザーノ くスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

H 表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

メモ 

• 17711キーで起動ドライブを選択したい場合は、「東芝パスワードユーティリティ」の[スーパーバイザー 
パスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更]ボタンをクリックし、[ユーザーポリシーの設定] 
画面の [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの使用を許可する]のチェックをはずさないでください。 
チェックをはずしていると、 [^1 キーを使用しても、起動ドライブの変更ができません。 

_キーで起動ドライブを変更する方法「2章 n - s 起動するドライブを変更する場合」 
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〇パスワードセキュリティ 


bios セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

巳 IOS セットアップでも、スーパーバイザーパスワードを登録することができます。 

■ 操作方法 _ 

■登録 

巳 IOS セットアップの 「 Security 」 メニューで 、 「BIOS Password 」 の 「 Supervisor 」 を選 
択して登録できます。 

登録方法は、 BIOS セットアップでのユーザーパスワードの登録方法と同様です。 

ユ _ ザ _ パスワ _ ドの登録を確認してください。 

「本節]]- mm - 登録」 

■削除、変更 

BIOS セットアップで、いったんスーパーパイザーパスワードを登録してから BIOS セットアッ 
プを終了してしまうと、 BIOS セットアップではスーパーバイザーパスワードの削除と変更が 
できません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティリティ」でスーパーバイザーパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本項 ■■ 東芝パスワードユーティリティでの設定」 

また、 BIOS セットアップで、いったんスーパーバイザーパスワードを登録してしまうと、次 
の操作ち制限され、設定ができなくなります。 

• BIOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝 HW セットアップでの設定変更 
-_キ_を使って起動ドライブを選択する 

その場合は、「東芝パスワードユーティリティ」でスーパーバイザーパスワードの削除をしてか 
ら、操作を行ってください。 
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〇パスワードセキュリティ 


パスワードの入力 


M 電源を入れたとき/休止状態から復帰するとき _ 

パスワードを登録している場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワードの入 
力をうながすメッセージが表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンまたは BIOS セットアップを起動します。 

■パスワードを入力する 

» 登録したとおりにパスワードを入力し、 同 キーを押す 

パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。電源を入 
れ直してください。 

■指紋認証を使う 
* 指紋センサー搭載モデルのみ 

n 指紋センサーに指をのせ、手前側にすべらせる 

指紋認証「本章 D 指紋認証を使う」 


M 東芝パスワードユーテイリテイを起動したとき _ 

ユーザーパスワード/スーパーバイザーパスワードを登録している場合、「東芝パスワードユー 
ティリティ」を起動すると、認証を求める画面が表示されます。次の方法で認証を行います。 

■パスワードを入力する 

n 認証を求める画面が表示されたら、パスワードを入力する 
v \ [確認]ポタンをクリックする 

■■バスワードを忘れてしまつた場合 

ユーザーパスワ_ド/スーパーバイザーパスワードを忘れてしまった場合は、次の方法で確認 
または解除してください。 

•パスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにパスワードが必要になった場合は、本機以外の機器でパスワードファイ 
ルを確認してください。 

上記の方法でパスワードの確認ができなかった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談して 
ください。パスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は、有料です。また 
そのとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 
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■1 パスワードセキュリティ 


£ J [ hdd パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

HDD ； V ° スワードは、 SSD を保護するセキュリテイ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


mm 注意事項 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



シ 

2 

環 

境 

の 

変 

更 



• 万が一、登録したパスワードを忘れた場合、修理 • 保守対応ではパスワードを解除できません。 
この場合、 SSD は永久に使用できなくなり、 SSD の交換対応となります。この場合、有料での 
交換となります。 

SS □が使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に対して生じた、いか 
なる損失に対しても、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にご注意いただいた上でご使用ください。 


^9 hdd バスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーザーパスワードと HDD マスターパスワードの2つを設定する 
ことが可能です。 

■HDD ユーザー パスワード 

各ノくソコンの使用者自身が設定することを想定したノ t スワードです。 

HDD マスターパスワードを削除すると、同時に HDD ユーザーパスワードも削除されます。 


■ HDD マスターパスワード 

管理者などがバソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスターノ V ° スワードは HDD ユーザーノ V ° スワードの代わりに使えます。 HDD ユーザーパ 
スワードを忘れた場合でも、 HDD マスターパスワードを入力して SSD にアクセスできます。 
なお、 HDD マスターパスワードのみを登録することはできません。 

組織などで HDD マスターパスワードを用いた運用を検討した場合、各パソコンのユーザーに 
対してパソコン本体を配付する前に、あらかじめ管理者が BIOS セットアップで HDD マスター 
ノてスワードと仮の HDD ユーザーノ 义スワー ドを設定しておく必要があります。 

HDD ユーザ_パスワードと HDD マスターパスワードの登録、削除方法は同じです。以降は、 
HDD ユーザーノ V ° スワードの設定を例に説明しています。 
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〇パスワードセキュリティ 


mm hdd パスワードの登録 



電源スイッチを押し、製品ロゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力 して 「ENTER I キーを押してください。 

「Security」 メニューでカーソルを 「HDD/SSD Password」 の 
「User」 に合わせ、 丨£町_ キーを押す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルを合わせて l £/ vr £/? l キー 
を押してください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 


[£/V7~£/?l キーを押す 

確認入力の画面が表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 


[£A/7~£/?l キーを押す 

パスワードが登録されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 Lf / VTT /? I キーを押し、手順0からやり直してください。 


HDD マスターパスワードを登録する場合は、 BIOS セットアップの 「 HDD/SSD Password 」 
の 「 Mode 」 で 「 Maste 「+ User 」 を選択します。表示された 「 Master 」 に HDD マスターパ 
スワードを設定し、続けて HDD ユーザ_パスワードの設定を行います。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
























■1 パスワードセキュリティ 


WM HDD バスワードの削除 








電源スイッチを押し、製品ロゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力 して 「ENTER | キーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 
「 User 」 に合わせ、 丨£町_ キーを押す 

HDD マスター パ スワー ドの場合は、 「 Master 」 に カーソルを 合わせて k/VTTfil キー 
を押してください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

[ £A/7~£/?| キーを押す 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワ__ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 l £/ V 7~£/? l キーを押し、手順0からやり直してください。 

[£A/7~£/?l キーを押す 

ここでは何も入力しません。 

確認入力の画面が表示されます。 

[ £A/7~£/?| キーを押す 

ここでは何も入力しません。 

パスワードが削除されます。 


HDD マスターパスワードを削除する場合は、 HDD マスターパスワードの削除を行うと、同時 
に HDD ユーザーパスワードも削除されます。 

HDD ユーザーパスワードのみを削除することはできません。 

巳 IOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 





























〇パスワードセキュリティ 


HDD バスワードの変更 







電源スイッチを押し、製品ロゴが表示されている間に®キーを数回押 
して、 BIOS セットアップを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力 して 「ENTER | キーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 
「 User 」 に合わせ、 丨£町_ キーを押す 

HDD マスター パ スワー ドの場合は、 「 Master 」 に カーソルを 合わせて k/VTTfil キー 
を押してください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

[ £A/7~£/?| キーを押す 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワ__ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 lf/VT"£/?l キーを押し、手順0からやり直してください。 


新しいパスワードを入力し、ぼ/_キーを押す 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面が表示されます。 


J もう一度新しいパスワードを入力し、ぼ/ VTERJ キーを押す 

■ パスフ-卜'が変更されます。 

2 回目のパスワードが 1 回目のパ スワ： _ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーを押し、手順&からやり直してください。 


巳 IOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 


■a hdd バスワードの入力 

HDD パスワードが設定されている場合、電源を入れると HDD パスワードの入力をうながす 
メッセージが表示されます。 

この場合は、次のようにするとパソコン本体が起動します。 

C 1 登録したとおりに HDD パスワードを入力し、キーを押す 

HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。電 
源を入れ直してください。 









































指紋認証を使 3 


* 指紋センサー搭載モデルのみ 

本製品には「指紋センサー」と「指紋認証ユーテイ 1 」テイ （ TOSH 旧 A Fingerprint Utility ま 
たは True Suite )」 が用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行う方法につ 
いて説明します。 

指紋認証の操作にあたっては、次の項目に書かれている注意事項を確認してください。 



指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に 
代えて本人であることを証明する機能です。指紋認証を使用するには、使用するユ_ザ_に 
Windows □グオンパスワードを設定したうえで、「指紋認証ユーティリティ」で指紋の登録が 
必要です。 

指紋の登録「本節 [1] 指紋を登録する」 

指紋を登録すると、キ_ボ_ドからパスワードを入力する代わりに、登録した指を指紋センサー 
上にすべらせるだけで 、 Windows □グオンを実行できます。 

認証方法「本節指紋認証を行う」 

また、次のようなとき I こも指紋認証を使用することができます。 

指紋を登録したうえで、それぞれの設定が必要です。 

•パソコン本体起動時のユーザーパスワードの入力 
•スク U — ンセーノ（一の解除 
•スリープからの復帰 

指紋認証のいろいろな使いかた「本節 d ] - b その他の使いかた」 

•インターネットのホームページで、パスワードの入力 
• ファイルやフォルダーの暗号化 

詳しくは、「指紋認証ユーティ u ティ」のヘルプを参照してください。 

ヘルプの起動方法は、本節の最後で説明しています。 
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D 指紋認証を使う 




Windows ログオンパスワードを設定する 


「指紋認証ユーティ 1 」ティ」の設定や登録をするためには 、 「Windows □グオンパスワード」 
を設定する必要があります。 

Windows □グオンパスワードを設定していない場合は、[コント□—ルパネル]の[、七ユー 
サー アカウントと家族のための安全設定]で設定することができます。 

Windows □グオンパスワードの設定方法 『 Windows ヘルプとサボート』 

すでに Windows □グオンパスワードを設定してある場合は、「本節 ]] 指紋を登録する」に 
進んでください。 


3 


指紋を登録する 


「指紋認証ユーティリティ」で、指紋を登録します。次の手順を実行してください。指をけがし 
たときなどのために、2本以上の指を登録してください。 

指紋センサーには、最大20パターンの指紋を登録することができます。複数のユーザーでパ 
ソコンを使用している場合は、全ユーザー合わせて20パターンまで登録できます。たとえば、 
1人で10パターンの指紋を登録した場合、ほかのユーザーが登録できるのは残り10パターン 
です。 

M 指紋センサーに指紋をうまく読み取らせるには _ 

1指紋センサーに対して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関 
節を軽く指紋センサー中央の上におく 


第1関節から先端にかけて、指のはら部分が指紋センサーに触れるよう 
に手前に水平に引く 

指先だけ指紋センサーにのせると、指紋が認識されない場合があります。第1関節か 
ら先端にかけて指のはらの部分が指紋センサーに触れるように、ゆっくりとすべらせ 
てください。 
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D 指紋認証を使う 


登録方法 

「指紋認証ユ _ 丁イリ丁イ」でユ _ ザ _ 登録を彳 t います。ユ _ ザ _ 登録では 、 Windows のユー 
ザーアカウントとその□グオンパスワードを登録したあと、そのユーザーアカウントで□グオ 
ンし、認証で使用する指（指紋）を登録します。 


n 指紋を登録するユーザーアカウントで□グオンする 


[スタート]ポタン （ U )— [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
―[ユーテイリテイ ]— [Fingerprint Utility ] をクリックする 

[指紋登録]画面が表示されます。 

[ウインドウズパスワード]に Windows □グオンパスワードを入力し 
①、[次]ポタンをクリックする② 


指紋登録 


1 口 j 

TOSHIBA 


指紋呑 P 

認証用指紋サンブルを作成します。 


認証のためにウインドウズのパスワードは必要です。 


ウィンドウズパスワード：| 


E 匚 


閉じる 


■① 


-② 

(表示例） 


指紋を登録する指の上の〇印をクリックし①、[次]ポタンをクリックする② 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指以外の指を登録することおすすめします。 


指紋登録 


登録または削除したい指の上の〇印をりリツりしてくだ!さい。 
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D 指紋認証を使う 


画面に表示される説明をよく読んで、[次]ポタンをクリックする 



[3 指紋登録の練習のために、指紋センサーに指を軽く乗せ、手前側にすべ 
—らせる 

第1関節を指紋センサーの上に置き、手前に引くようにすべらせてください。 

このとき、タッチパッドに触れないように気をつけてください。 
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D 指紋認証を使う 


同じ指を3回認識させてください。指紋センサーに指をすべらせると、画面の3つの 
ボックスに、1回ごとの指紋データの読み取り結果が表示されます。 

読み取りに成功すると、ボックスの下に「良いイメージ」と表示されます。 





3回成功するまで繰り返し認識させてください。 

* [スキップ]ポタンをクリックすると、指紋登録の練習をスキップすることができ 

on 9 〇 

3回成功したら、[次]ポタンをクリックする 

'へ指紋登録 




指紋'^録 

認証用指紋サンブルを作成します。 


ここで、指紋登録の練習ができます0 


mw メづ mw メー:？ 良ぃ〇づ 


選択した指:右人差し指 


RIBHI 次> 
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D 指紋認証を使う 



指紋登録のために、指紋センサーに指を軽く乗せ、手前側にすべらせる 

手順0で練習した要領で、第1関節を指紋センサーの上に置き、手前に引くように 
すべらせてください。 

ここで指紋をできるだけ精細に読み取らせることで、認証率を向上させることができ 
ます。 

同じ指を3回読み取らせます。読み取りに成功すると、ボックスの下に「良いイメージ」 
と表示されます。 



指紋の読み取り操作を3回繰り返してください。成功すると、手順0の画面が表示 
されます。 

認証に必要な読み取りが3回でできなかった場合、4回以上の読み取り要求が表示さ 
れることがあります。最終的に、読み取りが失敗と判断された場合には、手順〇か 
ら再度行ってください。 


指紋データを保存するために [0K] ポタンをクリックする 



メッセージを確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

指をけがしたときなどのために、1ユーザーあたり、2本以上の指紋登録をおすすめ 
します。 











































D 指紋認証を使う 


違う指で手順 □ — □ — □ — □ — □ — □を繰り返す 
指紋登録を終了する場合は、[閉じる]ポタンをクリックする 


。指紋登録 



メッセージを確認し、 [0K] ポタンをクリックする 


t 育報 


m 


終了しますか。 


『 0K 

1 キャンセル 





□ [閉じる]ポタンをクリックする 


.J TOSHIBA Fingerprint Utility 




TOSHIBA Fingerprint Utility 


以下の項目の中から選択してください。 

指紋登錄 

ウェブブラヴ f ーパスワード自動入力 
指紋の管理 

インポ十エキスポ-卜 

設定 


ユーザ名 ： XXXXXX 


〇 


管理者とじ C 実行 


閉じる 




メッセージを確認し、 [0K] ポタンをクリックする 
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D 指紋認証を使う 


指紋認証を行う 


指紋を登録すると、指紋センサーに指をすべらせることで、 Windows へ□グオンできます。 
また、パソコンを複数のユーザーで使用している場合、ユーザーの選択も省略できます。 

n 認証方法 


Q パソコン本体の電源を入れる 

Windows に□グオンする画面が表示されます。 
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D 指紋認証を使う 


mm その他の使いかた 

M パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる _ 

指紋を登録すると、次のようなときにも指紋認証を使用することができます。 

ここでは、その設定方法を説明します。 

■パソコンの起動時（起動認証） 

パソコンの起動時に、ユーザーパスワードの代わりに、指紋認証を使用することができます。 

① ユ_ザ _ j t スワードを登録する 

ユーザーパスワードの登録方法「本章 □ パスワードセキュリティ」 

② 「指紋認証ユーティリティ」の[設定]で、[起動認証]を設定する 

[設定]メニューが無効な場合は、[管理者として実行]ポタンをクリックして管理者権限に 
昇格してください。 

詳細について「指紋認証ユーティリティ」のヘルプ 

ユーザーパスワードの指紋認証に続けて5回失敗すると、指紋認証ができなくなります。その 
場合は、キーボードからパスワードを入力してパソコンを起動してください。また、指紋認証 
画面が表示されているときに、キーボードからパスワード入力をしたい場合は ；^ OCSftACfn 
キーを押してください。 

モデルによっては、設定後2回目以降の起動から、起動認証が動作します。 


指紋認証の操作にあたつて - 

* あらかじめ、「付録 D - KE 1- 指紋認証のパスワード入力について」を確認してください。 


■スクリーン セーパーの 解除 

次のように設定すると、スクリーンセーバーを解除するときに Windows に□グオンする画面 
が表示されます。指紋を登録していると、 Windows □グオンパスワードの代わりに、指紋認 
証を使用することができます。 

① [スタート]ポタン—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② [%デスクトップのカスタマイズ]—[赛スクリーンセーバーの変更]をクリックする 

③ [再開時にログオン画面に戻る]をチェックする 

④ [0 K ] ポタンをクリックする 



















D 指紋認証を使う 


■スリープからの復帰 

次のように設定すると、スリープから復帰するときに Windows に□グオンする画面が表示さ 
れます。指紋を登録していると、 Windows □グオンパスワードの代わりに、指紋認証を使用 
することができます。 

① [スタート]ポタン （©) — [コント□—ルパネル]をクリックする 

② [オ、システムとセキュリティ]—[球電源オプション]をクリックする 

③ [電源プランの選択]で選択されているプランの[プラン設定の変更]をクリックする 

④ [詳細な電源設定の変更]をク U ックする 

⑤ [バランス]* 1 の[復帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテリ駆動]および[電源に 
接続]を[はい]に設定する 

⑥ [ OK ] ポタンをクリックする 

* 1選択されている電源プランによって、[パランス]、 [ eco ]、 [省電力]、[高パフオーマンス]のいずれかが 
表爪されます。 

M 指紋データのバックアップをとる _ 

登録してある指紋データをバックアップすることができます。バックアップしておくと、リカ 
バリーしたときなどに指紋を再登録しなくてもすみます。また、別のバソコンで指紋認証を使 
用したいときに、指紋データを登録しなくてもすみます。 

詳細について「指紋認証ユーティリティ」のヘルプ 

M パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
よ9 〇 

指紋の消去は、「指紋認証ユーティリティ」の[指紋情報管理」で行ってください。 

M ヘルプの起動方法 _ 

1[スタート]ポタン（り） — [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
U — [ユーティリティ ]— [Fingerprint Utility ] をクリックする 

指紋認証画面が表示された場合は、指紋認証を行ってください。 

詳しくは、「本項■■認証方法」の手順0を確認してください。 

0画面左下の をクリックする 
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TPM を使う 


* TPM 搭載モデルのみ 

本製品には、 TPM (Trusted Platform Module ) が用意されています。 


■■TPM とは 

TPM は、 TCG (Trusted Computing Group ) が策定した仕様に準拠したセキュリティコン 
卜□ーラーチップです。 

一般的に、電子データの保護は暗号処理方式（暗号アルゴリズム）によるものなので、 SSD や 
メモリなどに保存されている暗号鍵が、暗号解読の攻撃対象になる可能性があります。 

TPM ではこれらの暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップに保存するので、 
より安全にデータが保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュリティソリュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、巳 IOS セットアップと 「Infineon TPM Software Professional 
Package 」 で行います。 

詳しくは、 『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （PDF マニュアル）とヘルプを参照して 
<ださい。 




TPM の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D-ra TPM について」を確認してください。 


DTPM を有効にする方法 

TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM を有効に設定する必要があります。 
TPM を有効にする方法は、「本章0 BIOS セットアップ」を参照してください。 

パメモ _ 

• 巳 IOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理者の権限を持たないユーザーが変更できないよう 
にすることができます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーザーに操作制限を加 
えることをおすすめします。 

管理者以外のユーザーの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6東芝パスワードユーティリティ』 
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B TPM を使う 


ES TPM のインストール方法 

TPM を有効にしたあと 、 「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストー 
ルします。 


| [スタート]ポタン （_ J )— [すべてのプ□グラム]—[アプリケーシヨ 
I ンの再インス!^ール]をクリックする 


[セットアップ画面へ]をクリックする 

K 1 [アプリケーション]タブをクリックする 

I 画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] を 
クリツクし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 
のセットアップ]をクリックする 


Q 画面の指示に従ってインス!-ールする 

M rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをクリックしてください。 

TPM を使用するための設定や使用方法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照してくだ 
さい。 


WM PDF マニュアルのインストール方法 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインス! -- ル方法は、次のと 
おりです。 

1[スタート]ポタン （ f り—[すべてのプ□グラム]—[アプリケーショ 
_ンの再インストール]をクリックする 

Q 画面のメッセージに従ってインス!-ールする 

[アプリケーション]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] 
に用意されています。 

D PDF マニュアルの起動方法 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動方法は、次のとおりです。 

1[スタート]ポタン （ Q )— [すべてのプ□グラム ]— [Trusted 
Platform Module 取扱説明書]をクリックする 






















B TPM を使う 


匮 3 ヘルプの起動方法 

■ 通知領域の [Security Platform ] アイコン（遇）を右クリックし、 
表示されるメニューから[ヘルプ]をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、0をクリックしてください。 
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■ パソコンの動作がおかしいときは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうしたら良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q&A 集 . 
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トラプルを解消するまでの流れ 


お使いのパソコンに起こったトラプルについて、解決方法を見つけていきましよう。 


トラプルの原因をつき止めよう 


パソコンに起こるトラブルは、その原因がどこにあるかによって解決策が異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことが必要です。 

ここでは、パソコンの構成とトラプル対処法を紹介します。 

■バソコンを構成する3つの部分 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプリケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプリケーションソフトウェ 
アの代表的なものです。それぞれ製造元が異なります。 

•システム、ドライパーとは 

システムは、オペレーテイングシステム、 0 S ともいい、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows 7です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーがないと、周辺機 
器は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライバー 
などがあります。基本的なドライバーはシステムが標準装備していますが、周辺機器製品に 
専用のドライバーが付属している場合もあります。 

* 八ードウェアとは 

バッテリー、 AC アダプター、ディスプレイ、キーボード、 SSD 、 CPU などの、パソコン本体 
や接続する機器を指します。 

パソコンはこれらの高度な技術の集合体です。トラブルの原因がそれぞれの製造元にしかわか 
らない場合も多くあります。トラプルの症状に合わせた対処をすることが解決への早道です。 

トラブルの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプリケーションソフト 
ウェア—システム （0 S )、 ドライバ►ハードウェア（パソコン本体）の順にチェックします。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


トラプル対処法 


トラプルが発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、『セツトアップガイド』などにも Q & A が記載されているので、あわせて読 
んでください。 



本製品には目的別に複数のマニュアルがあります。 
本書以外のマニュアルも読んでください。 


STEP3 サボートのサイトで調べる 


東芝 PC 総合情報サイト 「 dynabook . com 」 へ接続すると、各種サポート情報か 
ら解決方法を探すことができます。 

「 dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくある質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライパーや修正モジュールのダウン□—ド、ウイルス • セキュリティ情報などを 
ご覧になれます。 

サボート窓口や修理についても案内しています。 

dynabook . com の詳細について『東芝 PC サボートのご案内』 

それでもトラブルが解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されている 0 S やアプリケーションのお問い合わせ先は『取扱説明書付録0お 
問い合わせ先』で確認してください。 
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パソコンの動作がおかしいときは 









Q&A 



ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集があります。 
目的の項目が見つからないときは、『セットアップガイド』も参照してください。 


1 


2 


3 


4 


回■面/表 


Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった . 161 

Q テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 

パソコンをスリープや休止状態から復帰したとき、 

本体液晶ディスプレイに何も表示されない . 161 

Q テレビまたは外部ディスプレイを取りはずしたときに、 

画面が表示されなくなった . 161 

Q 画面が薄暗く、よく見えない . 162 

Q 画面表示が回転してしまった . 162 

Q ポインターが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない . 162 

Q キーボードから文字を入力しているときに力ーソルがとんでしまう . 163 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 163 

Q クリックしても反応がない . 163 

Q ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい . 164 

Q ボインターの速度を調節したい . 164 

Q レーザーマウスの反応がおかしい . 164 

Q 光学式マウスの反応がおかしい . 165 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい . 165 


パソコンの動作がぉかしぃときは 
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画面/表 7 F 


しばらく放置した5、画面が真っ暗になった 


©► 省電力機能が働いた可能性があります。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容が見えな 
くなる場合があります。これは省電力機能が動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源が入っていますので、電源スイッチを押さないでください。 

キーを 押す、またはタッチパッドを操作すると表示が復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに1〇秒前後 
かかることがあります。 


©► 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

_ + @キーを3秒以上押し続けてください。表示装置が本体液晶ディスプレイに 
切り替わります。 

詳細について「4章〇-[2]-^9方法 2 — _ + _キーを使う」 


テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 
Q パソコンをスリープや休止状態か5復帰したとき、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない 


テレビまたは外部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。パソコン画面が表 
示されていた場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「4章表示を切り替える」 


〇 テレビまたは外部ディスプレイを取りはすしたときに、 
^画面が表示されなくなった 


テレビまたは外部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに指定して拡張表示の設定をし 
た場合、スリープや休止状態のときにテレビまたは外部ディスプレイを取りはずすと、 
スリープや休止状態から復帰したときに画面が表示されないことがあります。 

テレビまたは外部ディスプレイの取りはずしは、スリーブや休止状態のときに行わな 
いでください。 
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画面が薄暗く、よく見えない 


+ _ キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）を明るくしてくださ 

い。* 1 

キーを押すと、逆に、本体液晶ディスプレイは暗くなります。 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 

©► 本体液晶ディスプレイの輝度が低く設定されている可能性があります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能があります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面が暗くなります。 
詳しくは、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください 。 M 

① [スタート]ボタン—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② システムとセキュリティ]—[彳#電源オプション]をクリックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックする 

④ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテリ駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑤ [変更の保存]ポタンをク U ックする 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 




画面表示が回転してしまつた 


©► 画面の設定が変更されている可能性があります。 

次の手順で元に戻すことができます。 

① デスクトップ画面上のウインドウやアイコンなどが表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、右クリックする 

② 表示されたメニューの[グラフィックプ□パティ]から、設定を変更する 


2 




ポインターが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインターが輪の形〇 ») をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないときがあります。システムの処 
理が終わるまで待ってから操作してください。 



パソコンの動作がおかしいときは 
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ックしても反応がない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインターが輪の形（•〇をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときがあります。シス 
テムの処理が終わるまで待ってから操作してください。 


マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 


©►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
し、る可能性があります。 

タッチパッドオン/オフポタンを押すか、または次の手順でタッチパッドを有効に切 
り替えてください。 

① キーを 押す 

[タッチパッド] の力ー ドが表示されます。 

@@キーを押したまま@キーを押し直し、[有効]アイコンが大きい状態で指をは 
なす 


ポードか5文字を入力しているときにカーソルがとんでしまう 


©►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、カーソルがとんだ 
り、アクテイブウインドウが切り替わってしまうことがあります。 

タッチパッドオン/オフポタンを押すか、または次の手順でタッチパッドを無効に切 
り替えてください。 

① キーを 押す 

[タッチパッド]の力ードが表示されます。 

@@キーを押したまま@キーを押し直し、[無効]アイコンが大きい状態で指をは 
なす 


ーポードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

もし、液体がパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、電源コードと AC ア 
ダブターを取りはずして、東芝 PC あんしんサボートにご相談ください。 


3 


タッチパッド/マウス 


* マウスは、別売りです。 



パソコンの動作がおかしいときは 
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ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい 


次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（尚）—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② [ ハードウエアとサウンド]—[マウス]をクリックする 
[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルクリックの速さ]のスライダーバーを左右にドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 




ポインターの速度を調節したい 


次の手順でボインターの速度を変更してください。 

① [スタート]ポタン（❺）—[コント□—ルパネル]をクリックする 

② [ W ハードウエアとサウンド]—[マウス]をクリックする 
[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

③ [ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーパーを左右にドラッグする 

④ [0 K ] ポタンをクリックする 




レーザーマウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ボインターがうまく動きま 
せん。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、鏡など） 


0^平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 
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光学式マウスの反応がおかしい 


©► 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ボインターがうまく動きま 
せん。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化が非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性が強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったものの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないものやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合があります。 

©►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 


4 


その他 




バソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい 


次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 
•テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 
•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 
•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 
• 受信機に屋外アンテナを使う 
• 平行フィーダを同軸ケーブルに変える 



パソコンの動作がおかしいときは 
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■付鑤 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 168 

2記録メディアについて . 178 

3お客様登録の手続き . 180 

4技術基準適合について . 181 

5各インターフェースの仕様 . 184 

6 0 S の切り替えについて . 188 

7 Windows XP Mode について . 192 












1■ S 使用にあたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていただ 
きたいことがあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■「 PC 引越ナビ J について 


■ 前のパソコンの動作環境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したがって、すべてのパソコンでの動 
作は保証できません。 


I 操作にあたつて _ 

* n 章 D - ra 起動方法」を参照して、注意制限事項を確認してください。 

•「 pc 引越ナビ」をご利用の際は、前のパソコンおよび新しいパソコンで、電源コードと AC 
アダプターを接続した状態で、ご利用ください。 

また、 「 pc 引越ナビ」の実行中は、スリープまたは休止状態にしないでください。 

• こん包プ□グラムが作成するこん包ファイルを分割する場合、分割するこん包ファイルの大 
きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 引越ナビ」がこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大2,147,483,647 
ファイルです。 



• こん包プ□グラムからこん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大きさ以上の空き容量が、保存先の装置に必要です。 


バソコン本体について 


M タッチパッドの操作にあたつて _ 

•タッチパッドを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いものを使ったりしないでくださ 
し)。タッチパッドが故障するおそれがあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


DSSD について 


■ 操作にあたつて _ 

•パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 

• Disk 0 LED が点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。 SSD が故障した 
り、データが消失するおそれがあります。 

* SSD に保存しているデータや重要な文書などは、万が一故障が起こったり、変化/消失し 
た場合に備えて、定期的に USB フラッシュメモリなどに保存しておいてください。記憶内 
容の変化/消失など、 SSD 、 USB フラッシュメモリなどに保存した内容の損害については、 
当社はいっさいその責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するものの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容が変化/消失するおそれがあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。 


mm 「TOSHIBA Active Display OffJ について 

•次の場合は、人の顔を正しく検出できずに、本機能が正しく動作しないことがあります。 

• 暗し、場合 

- Web カメラに対して逆光の場合 
-マスクやサングラスなどを身に着けている場合 
•着衣や背景などが影響している場合 など 

• Web カメラの撮影範囲内に、人の顔と間違えて検出されるものがある場合は、本機能が正し 
く動作しないことがあります。この場合は 、 [TOSHIBA Active Display Off ] 画面で撮影 
範囲を確認し、人の顔として検出される可能性のあるものを撮影範囲から取り除いてください。 

• Web カメラを使用するほかのアプリケーションを使用している場合は、本機能が正しく動作 
しない場合があります。 

• 外部ディスプレイを接続している場合は、本機能は動作しません。 

•市販の Web カメラなどの接続機器やソフトウェアなど、当社が関与しない組み合わせによ 
る不具合、その結果生じた不便または損害、本機能の使用から生じる付随的な損害（記憶内 
容の変化•消失、事業利益の損失、事業の中断など）に関して当社はいっさいの責任を負い 
かねますので、ご了承ください。 


Web カメラについて 

M Web カメラを使用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く押したりしないでください。画質が低下する原因 
となります。 

レンズ部分が汚れた場合は、眼鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布でふいてください。 
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匮3有線 LAN について 

M LAN ケープルの使用にあたって _ 

• LAN ケープルは市販のものを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタが破損するおそれがあります。 

• LAN インターフエースを使用するとき 、 Gigabit Ethernet (1 OOOBASE - T ) は、エンハ 
ンストカテゴリ5 ( CAT 5 e ) 以上のケーブルを使用してください。 

Fast Ethernet (100 BASE - TX ) は、カテゴリ5 ( CAT 5) 以上のケーブルを使用してく 
ださい。 

Ethernet (10 BASE - T ) は、カテゴリ3 ( CAT 3) 以上のケープルが使用できます。 


KB 無線 LAN について 

M 無線 LAN を使用するにあたって _ 

•無線 LAN の無線アンテナは、障害物が少なく見通しのきく場所で最も良好に動作します。無 
線通信の範囲を最大限有効にするには、本や厚い紙の束などの障害物でディスプレイを覆わ 
ないようにしてください。 

また、無線 LAN アクセスポイントとパソコンとの間を金属板などで遮へいしたり、無線ア 
ンテナの周囲を金属製のケースなどで覆わないようにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、『取扱説明書』を 
確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる国/地域については、 「 dynabook . com 」 を確認してくだ 
さい。 

M 無線 LAN の操作にあたって _ 

• 巳 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波が干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があります。接続に支障がある場 
合は、今お使いの Bluetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

* アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続が不 
可能になる場合があります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに対して、新たに別のネットワーク名で設定を行う必要があります。 


Bluetooth^' 

•本製品は、すべての Blueto ( 


:ついて 

本製品は、すべての Bluetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての Bluetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

本製品の Bluetooth 機能を使用できる国/地域については、 「 dynabook . com 」 を確認して 


ください。 
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mm 周辺機器について 

M 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでから作業を 
してください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれがあります。 

-ホットインサーションに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーションとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であっても、結露しないように急激な温度変化を与えない 
でください。冬場は特に注意してください。 

-ほこりが少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気が発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

_本製品を分解、改造すると、保証やその他のサボートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケープルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

B USB 対応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム (0 S ) が対応しており、機器用ドライバーがイン 
ストールされている必要があります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したがってすべての USB 対応機器の 
動作は保証できません。 

• USB 対応機器を接続したままスリープまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器が使 
用できない場合があります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 

□取りはすす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプリケーションやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモリや USB 接続のハードディスクドライブなど、記憶装置の USB 対応 
機器を取りはずす場合は、データを消失するおそれがあるため、必ずシステム上で使用停止 
の手順を行ってください。 
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□ USB の急速充電について 

■システム ON CDP チャージモードについて 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには「東芝 HW セットアップ」 

で本機能を有効にする必要があります。 

•本機能を「東芝 HW セットアップ」で有効にした際、< アイコンが付いている US 巳コネク 
夕に接続している USB 周辺機器が正常に認識されない場合があります。この場合、ほかの 
USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝 HW セットアップ」で無効に設定してください。 
• システム ON CDP チャージモードで急速充電している場合は、バッテリー駆動時間が短く 
なるので、電源コードと AC アダプターを接続して使用することをおすすめします。 

•バッテ U - 残量が10%以下では、システム ON CDP チャージモードは機能しません。この 
場合は、通常の給電となります。 

本機能を使用する場合は、バッテ U - を充電してからパソコンを起動してください。使用中 
にバッテリー残量が10%以下になった場合に、再び本機能を使用するには、バッテリーを 
充電後、パソコンの再起動が必要になります。 

•本機能を「東芝 HW セットアップ」で有効にした場合は、< アイコンが付いている US 巳コ 
ネクタでは ruSB WakeUP 機能」^が機能しません。 

この場合、ほかの USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝 HW セットアップ」で無効 
にしてください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した外部機器によってパソコン本体をスリープ状態から復 
帰させる機能です。本機能はすべての USB コネクタで有効です。 



■東芝 HW セットアップについて 

• システム ON CDP チヤージモードは、「東芝 HW セットアップ」で有効/無効に設定できます。 
• 設定方法 

① [スタート]ボタン （©)— [すべてのプログラム]— [ TOSHIBA ] -[ユーテイ 
リテイ]— [ HW セットアップ]をクリックする 

「東芝 HW セットアップ」が起動します。 

② [ USB ] タブで[システム ON CDP チヤージモード]の[有効にする]をチェックす 


る 


③ [0 K ] ポタンをクリックする 


□ USB の常時給電について 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには「東芝ス U — プユーティ U 
ティ」で本機能を有効にする必要があります。 

•本機能を「東芝スリープユーティ 1 」ティ」で有効にした際、タアイコンが付いている USB 
コネクタに接続している USB 周辺機器が正しく動作しない場合があります。この場合、ほ 
かの USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝ス U — プユーティ 1 」テイ」で無効にして 
ください。 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間が 
必要になることがあります。 

• 常時給電を有効にしている場合は、電源 OFF の状態でもバッテリーが消費されます。 

バッテリー駆動時間や休止状態の保持時間が短くなるので、電源コードと AC アダプターを 
接続して使用することをおすすめします。 
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• USB 対応機器の給電中にパソコン本体の電源を入れると、 USB 対応機器が正常に認識され 
ない場合があります。この場合は、一度 USB 対応機器を取りはずしてから再接続してくだ 
さい。 

• USB 対応機器の給電中にパソコン本体の電源を切ると、正常に充電できない場合がありま 
す。この場合は、一度 USB 対応機器を取りはずしてから再接続を試みてください。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する USB バスパワー （ DC 5 V ) 連動機能を持つ外部 
機器は、常に動作状態になることがあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流が過大の場合、安全性 
確保のため USB バスパワー （ DC 5 V ) の供給を停止させることがあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した USB コネクタに接続する外部機 
器の使用電流全体の合計を 2. 1 A 以下にしてください。 

その後、パソコン本体の電源を ON / OFF することで復帰します。 

•本機能を「東芝ス U — プユーティ 1 」テイ」で有効にした場合は、★アイコンが付いている 
USB コネクタでは 「USB WakeUp 機能」* 1 が機能しません。 

この場合、ほかの USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝スリープユーテイ U テイ」で 
無効にしてください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した外部機器によってパソコン本体をスリープ状態から 
復帰させる機能です。本機能は、すべての USB コネクタで有効です。 

•接続する USB 対応機器および USB ケーブルが 2.0 A 充電に対応している場合は、「東芝ス 
リープユーティ 1 」テイ」で本機能のモード設定を [2.0 A モード]に設定すると、 USB 対応 
機器への急速充電 （2.0 A ) ができます。 

USB コネクタに USB バスパワー （ DC 5 V ) を最大 2.0 A まで供給して短時間で充電するこ 
とができます。 

*[2.0 A モード]で正しく充電できない場合は、本機能を「東芝ス U — プユーティリテイ」で 
[Auto Mode (既定)]に変更するか、無効にしてください。 

•接続する USB 対応機器および USB ケーブルが 2.0 A 充電に対応していない場合は、 [2.0 A 
モード]には設定しないでください。 

この場合は 、 [Auto Mode (既定)]に設定してください。 


■ 東芝スリーブユーテイリテイについて 

•「東芝スリープユーテイ 1 」テイ」は、 USB の常時給電に対応している USB コネクタの設定 
を行うことができます。常時給電の機能を有効/無効に設定できます。 

-起動方法 

① [スタート]ボタン （©)— [すべてのプログラム]— [ TOSHIBA ] -[ユーテイ 
リテイ]—[ス U _ プユーテイ 1 」テイ]をクリックする 

[東芝スリ_プインフォメーシヨン]画面が表示されます。 

② [0 K ] ボタンをクリックする 
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M テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビまたは外部ディスプレイと接続動作確認は行っていません。したがって、す 
ベてのテレビまたは外部ディスプレイへの表示は保証できません。 

テレビまたは外部ディスプレイによっては正しく表示されない場合があります。 

•必ず、映像の再生アプリケーションを起動する前に、表示装置の切り替えを行ってください。 

起動中は表示装置を切り替えないでください。 

•次のようなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書き込みをしている間 
• 通信を行っている間 

• クローン表示にしているときに映像を再生させると、画像がコマ落ちをすることがあります。 
この場合は表示解像度を下げるか、クローン表示にしないで1っの表示装置に表示するか、 
拡張表示に設定してください。 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに設定した場合 、スリープ 
または休止状態のときにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。スリープ 
または休止状態から復帰したときに□グオン画面が表示されずに、操作ができなくなること 
があります。 

• HDMI 出力端子にテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコネクタに 
テレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器が接続されている場合、画面表示を切り 
替えたり HDMI ケーブルを抜き差ししたりすると、システムによって自動的に画面表示また 
は音声の出力が切り替わることがあります。 

• テレビまたは外部ディスプレイに表示したときに、デスクトップ画面の周りに黒い帯が表示 
され、デスクトップ画面がテレビまたは外部ディスプレイの中央に小さく表示されることが 
あります。 

その場合は『テレビに付属の説明書』または『外部ディスプレイに付属の説明書』を参照して、 
テレビまたは外部ディスプレイがサボートしている画面モードに設定してください。適切な 
サイズと適切なアスぺクト比で表示されます。 

■ インテル®ワイヤレス • ディスプレイの使用にあたって 

• 「インテル®ワイヤレス • ディスプレイ」機能についての詳細は、『テレビアダプターに付属 
の説明書』を参照してください。 

• 「インテル®ワイヤレス_ディスプレイ」で伝送した映像は 3 D に対応していません。テレビ 
が 3 D 表示に対応している場合でも、 3 D 表示はされません。 

•「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ」を使用した場合、 3 D ゲームなど一部のアプリケー 
ションは正常にテレビに表示されないことがあります。 

I へッドホンの操作にあたって _ 

•次のような場合にはへッドホンを装着しないでください。雑音が発生する場合があります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとき 
• へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 
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na バッテリーについて 


■ バッテリーを使用するにあたって _ 

•パッテ U —駆動で使用しているときは、パッテリーの残量に十分注意してください。 
バッテリーを使いきってしまうと、スリープが効かなくなり、電源が切れて、メモリに記憶 
されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ u _ を使いきってしまうと、時刻や 
日付に誤差が生じます。このような場合は、電源コードと AC アダプターを接続してバッテ 
リ_と時計用ノ（ッテ U _を充電してください。 


■ バッテリーを充電するにあたって _ 

•) (ッテ U — パックの温度が極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことがあります。 
バッテリーは5〜 35° C の室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ 1 」関連 Q & A 集」にっいて 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc / battery/menul .htm 


ed 指紋認証について 

M 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサーは非常に高度な技術で作られておりますので、次の取扱注意事項を守ってご使用 
ください。特に指紋センサー表面の取り扱いには十分ご注意ください。 

• 次のような取り扱いをすると故障したり、指紋が認証されない原因になります。 

-指紋センサー表面を爪などの硬いものでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサー表面を強く押す 
-ぬれた手で指紋センサー表面を触る 

指紋センサーの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

_化粧品や薬品、砂や泥などの付いた手で指紋センサー表面を触る 
砂などの小さい物でも、指紋センサーを傷つける場合があります。 

-指紋センサー表面にシールなどをはる 
-指紋センサー表面に鉛筆やポールペンなどで書く 
-指紋センサー表面を静電気を帯びた手や布などで触る 
• 指紋センサーをご使用になるときには、次の点にご注意ください。 

-手が汚れている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気が乾燥する冬場には注意してください。静電気は指紋センサーの故障原因になり 
ます。 

-眼鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布でセンサーの汚れをふき取る 
このとき、洗剤は使用しないでください。 
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• 指と指紋センサーが横から見て平行になるように指を置く 
-指紋センサーと指の中央を合わせる 
-指紋センサーの上に第1関節がくるように置く 
-すべらせるときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 
それでも認識されない場合は、はやさを調整してください。 

■ 右の図のように、指を上下や左右にぶれさせ 読み込ませる範囲 

ず、指紋センサーが完全に見える状態になる ^^ 

まで手前にすべらせてください。 1 1 



指紋センサー 


•指紋を登録する場合には、認識率向上のために次のような状態の指は避けてください。 

-ぬれている 
-けがをしている 
• ふやけている 
_荒れている 
-汚れている 

指紋の間の汚れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 
• 認識率が下がったな、と思ったら次の点を確認してください。 

-指紋センサーの表面が汚れていないか確認する 
汚れている場合は、眼鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布で軽くふき取ってか 
ら使ってください。指紋センサー表面は強くこすらないでください。故障するおそれがあ 
ります。 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋が磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態が異なると認識できない可能性があります。認識率が改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置きかたに注意する 
• その他 

- 2本以上の指を登録することをおすすめします。うまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でも、個人差により指紋情報が少ないなど 
の理由で、登録_使用ができない場合があります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、いっさいの責任は負いかねますので、 
ご了承ください。 
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M Windows ログオンパスワードの設定について _ 

• 指紋認証を使用するには、あらかじめ Windows □グオンパスワードの設定が必要です。 
Windows ログオンパスワードがわからなくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設 
定したユーザーアカウントがほかにあれば、そのアカウントで□グオンしてパスワードの再 
登録ができます。管理者アカウントで設定したほかのユーザーアカウントがない場合は 、 U 
カバ U _ をしてください。リカバ U _ をすると、購入したあとに作成したデータなどは、す 
ベて消失します。 

Windows □グオンパスワードについて 『 Windows ヘルプとサボート』 

■ 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定が変更された場合、起動時にユーザーパスワードや 
HDD パスワードの入力を求められることがあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワー ドを入力してください。 


gfl TPM について 


■TPM の操作にあたつて _ 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストールすると 、 Windows 
ログオンパスワードやユーザーパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必 
要があります。設定したパスワードは、忘れたときのために必ず控えておいてください。ま 
た控えたパスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードがわからなくなった場 
合、どんな手段でも TPM で保護されたデータを復元することはできません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップ （ TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保守•修理に出す 
際は、バックアップウィザードを使用して、 TPM をバックアップしておいてください。 
バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのノ（ックアップに関 
しては、当社はいっさいの責任を負いかねますのでご了承ください。 

バックアップウィザードについて 

TPM のヘルプ [Infineon Security Platform ソリユーシヨン』 

•本製品を修理 • 保守に出した場合、搭載されている TPM に障害がなくても TPM が交換さ 
れる場合があります。 

その場合、バックアップウィザードを使用して、 TPM の設定を復元してください。 

• TPM では、最新のセキュリティ機能を提供しますが、データやハードウエアの完全な保護 
を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、いっ 
さいの責任は負いかねますので、ご了承ください。 

•管理者（所有者）登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能が使用できなくな 
ります。このため、管理者権限を持たないユーザーが BIOS セットアップの TPM に関する 
項目を操作できないように設定することをおすすめします。 

管理者以外のユーザーの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書6東芝パスワードユーティリティ』 

•管理者（所有者）登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もう一度 TPM へ 
管理者（所有者）登録を行う必要があります。 








2 ■記録メディアについて 


記録メディアを使う前に、次の内容をよく読んでください。 


Q [ SD メモリカードを使うにあたつて 


osD メモリカードの操作にあたって 

sd メモリカードにアクセス中は、電源を切ったり、 SD メモリカードを取り出したり、パソ 
コン本体を動かしたりしないでください。データや SD メモリカードが壊れるおそれがあり 
ます。 


*SD メモリカードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセツトされていな 
い場合、パソコンの動作が不安定になったり、 SD メモリカードが壊れるおそれがあります。 
•スリープ中は、 SD メモリカードを取り出さないでください。データが消失するおそれがあ 
ります。 



• SD メモリカードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れる 
おそれがあります。 

• SD メモリカードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。 
データが消失したり、 SD メモリカードが壊れるおそれがあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ず SD 力ードス□ットから SD メモ U 力ードを取り出し 
てください。 SD カードス□ットや SD メモリカードが破損するおそれがあります。 

dsd メモリカードを使う前に 


*SD 力ードス□ツトに miniSD メモリカードをセツトするときは、必ず SD メモリカードサ 
イズの m i n i S D メモリカード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ 1 」力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ 
リカー ド用のアダプターを装着した状態で行ってください。 miniSD メモリカードサイズの 
microSD メモリ カー ド用のアダプターは使用できません。 

• SD 力ードス□ツトから miniSD メモ 1 」力ード/ microSD メモ 1 」力ードを取りはずすときは、 
必ず miniSD メモリカードまたは microSD メモリカード用のアダプターに装着したままの 
状態で行ってください。 

•すべての SD メモリカードの動作確認は行っていません。したがって、すべての SD メモリ 
カードの動作保証はできません。 

• SD メモリカードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽データの不正なコピーや再 
生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのパソコンなどで取り込んだデータが著作権保護されている場合は、本製品 
でコピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作榷を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 

• 著作権保護技術 CPRM を使用するには、著作権保護技術 CPRM に対応しているアプリケー 
シヨンが必要です。 
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0 記録メディアについて 


•あなたが記録したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使 
用できません。 

• SD メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠したデー 
夕を取り扱うことができます。メモリの一部を管理データ領域として使用するため、使用で 
きるメモリ容量は表示の容量より少なくなっています。 


B SD メモリカードのフォーマツトについて _ 

•再フォーマツトする場合は、 SD メモリカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディ 
オプレーヤーなど）で行ってください。 

Windows 上（[コンピューター]画面）で SD メモリカードのフォー マツ トを行わないでく 
ださい。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使用できなくなる場合が 
あります。 

•再 フォー マツ トを行うと、その SD メモリ カー ドに保存されていた情報はすべて消去されま 
す。一度使用した SD メモ U 力ー ドを再 フォー マツトする場合は注意してください。 


記録メディアの廃棄 • 譲渡について 


記録メディア （ CD 、 DVD 、 USB フラッシュメモ U、SD メモリカードなど）を廃棄•譲渡す 
る際には、書き込まれたデータが流出しないよう、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行っても、データの復元ツールで再生できる場合もあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーも販売されています。 





3 ■お客様登録の手続き 


パソコンやアプリケーションを使用するときは、自分が製品の正規の使用者（ユーザー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーザー登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプリケーションごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 


東芝 ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サボートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス 「 Rooml 048 ( TID ) 会員サイトについて」をご覧ください。 
https :// toshibadirect . jp / supportguide / about _ sight.aspx 


n [東芝お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンから TID 登録を行う方法を説明します。インターネットに接続している間 
の通信料金やプ□ノ（イダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 

■ ◎ メモ _ 

* インス!ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面が 
表示される場合があります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 


1デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（@)をダブルクリッ 
クする 

[お客様登録サービス 「Room 1048」ご登録のお願い]画面が表示されます。 

以降は、画面の指示に従って操作してください。 

❻メモ 

• インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスすることもできます。 

登録用ホームぺージ： http :// toshibadirect . jp / rooml 048/ 

商品の追加登録も、登録用のホームページから行えます。 
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4 ■技術基準通合について 


I 電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障 
害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCCI - 巳 


「7章 0-1X1-Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい」 


「FCC information 」 について 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee 
that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 






D 技術基準適合について 


WARNING : Onlv peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached to 
tnis equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must be 
used between the external devices and the computer’s external monitor ports ， Universal Serial 
Bus (USB 2.0 and 3.0) ports ， HDMI out port and microphone jack. Changes or modifications 
made to this equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA 
could void the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

I EU Declaration of Conformity について 

oCC 

This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe GmbH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, 
Germany. The complete and ofncial EU Declaration ot Conformity can be found on TOSHIBA’S 
web site 

http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 
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D 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the CE Mark in accordance with the related European Directives, 
notably electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/EC for the notebook and the 
electronic accessories including the supplied power adapter, the Radio Equipment and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case oi implemented 
telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006 /9)/EC for the supplied 
power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 2009 /125/EC 
(ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called “Residential, commercial and light industry environments”. TOSHIBA 
do not approve the use of tms product in working environments other than the above mentioned 
“Residential, commercial and light industry environments”. 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in worKing environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in non-approved womng environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all non-approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 




5 ■各インタ _ フエ _ スの tt 様 


UHDMI 出力端子 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TMDS Data 2+ 

TMDS データ （2+) 

0 

2 

TMDS Data 2 Shield 

TMDS データ （2) シールド 


3 

TMDS Data 2- 

TMDS データ（2—) 

0 

4 

TMDS Datal + 

TMDS データ （1 +) 

0 

5 

TMDS Datal Shield 

TMDS データ （1) シールド 


6 

TMDS Datal - 

TMDS データ （1—) 

0 

7 

TMDS Data 0+ 

TMDS データ （0+) 

0 

8 

TMDS DataO Shield 

TMDS データ （0) シールド 


9 

TMDS DataO - 

TMDS データ（0—) 

0 

10 

TMDS Clock + 

TMDS ク□ック （+) 

〇 

11 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ックシールド 


12 

TMDS Clock - 

TMDS ク□ック（一 ） 

0 

13 

Reserved 

予約 


14 

Reserved 

予約 


15 

SCL 

SCL データクロック信号 

〇 

16 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

17 

DDC/CEC Ground 

DDC / CEC 信号グランド 


18 

+5 V Power 

電源 


19 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

コネクタ図 


l 

9 1 

- 1 ~^ 





信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 
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tl 各インターフエ スの仕様 


MM LAN インターフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

BLDA+ 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

BLDA- 

送受信データ A (― ) 

I/O 

3 

BLDB+ 

送受信データ B (+) 

I/O 

4 

BLDC+ 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

巳し DC- 

送受信データ C (―) 

I/O 

6 

巳し D 巳- 

送受信データ B (―) 

I/O 

7 

BLDD+ 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

BLDD- 

送受信データ D (―) 

I/O 

コネクタ図 


12345678 
11111111 



信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 


























tl 各インターフエースの仕様 


ES RGB インターフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

0 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

0 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

〇 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

グランド 


6 

GND 

グランド 


7 

GND 

グランド 


8 

GND 

グランド 


9 

+5V 

電源 


10 

GND 

グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

HSYNC 

水平同期信号 

0 

14 

VSYNC 

垂直同期信号 

〇 

15 

SCL 

SCL データク□ック信号 

0 

コネクタ図 

11 15 

f 00000 \ 

6-/-〇 0 0 0 0 ―\-10 
〔 00000 ) 

1 5 

高密度 D-SUB 3 列 15 ピンメス 


信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 
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tl 各インターフエ スの仕様 


WM USB 2.0 インターフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+ 5V 


2 

D- 

マイナス データ 

I/O 

3 

D+ 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

グランド 


コネクタ図 


\_V N _V ^ 

1〕 〔1 

i^j iujj i!=y b=i 

12 3 4 

^ K j 


信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 


^ aUSB 3.0 インターフェース 



信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 






















































6■ os の切り替えについて 


Windows 7をご利用になる場合、64ビット版と32ビット版の2つの Windows 7を選択し 
てご利用いただけます。 

ここでは、各 0 S のご使用上の注意事項や、 0 S を切り替える際の手順や注意事項を記載してい 
ます。 0 S を切り替える際には、必ずお読みください。 

0 S の切り替えは 、 Windows 7でのみ可能です。 0 S を切り替えるには、 U カバ U — をする必 
要があります。リカバ U _ については、『セツトアップガイド』を確認してください。 


^ メモ リカバリーメディアの作成について 

• Windows 7上で 「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 を使ってリカパリーメディアを作成すると、 
64ビット版/32ビット版の両方に対応したリカバリーメディアを作成することができます。64ビッ 
卜版/32ビット版のどちらの Windows 上でも、作成されるリカパリーメディアは同じです。 

リカバリーメディアの作成については、 H 章0リカバリーメディアを作る」を確認してください。 


〇[64ビット版を使用する場合 


■■64ビット版のご使用にあたって 



64ビット版のご使用にあたって、次の事項を必ずお読みください。 

*64 ビット版のパフオーマンスを発揮するには、64ビット版に対応したアプリケーションと 
ドライパー類が必要です。 

• 64 ビット版を使用する場合、64ビットに対応していないドライバーや周辺機器は動作しま 
せん。 

• 64ビット版を使用する場合、32ビット版用のアプリケーションは動作しないものがありま 
す。 

• 64ビット版を使用する場合、16ビット版用のアプリケーションは動作しません。 
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OOS の切り替えについて 


d 64ビット版を使用する場合の注意事項 

本書や『取扱説明書』には、32ビット版を使用した場合の記載になっているため、操作や仕 
様などが、記載された内容と一部異なります。ここでは、操作や仕様が異なる部分について説 
明します。 

システムやお使いのモデルのソフトウェア環境によっては、このほかにも一部動作が異なる場 
合があります。 

「Internet Explorer」 について 

64ビット版には、64ビット版の 「Internet Explorer 」 と32ビット版の 「Internet 
Explorer 」 の2つがインス t ルされています。 

インターネットのサイトの中には 、 「Internet Explorer 」 の64ビット版では正常に表示され 
ないものがあります。 

この場合は 、 「Internet Explorer 」 の32ビット版をご利用ください。 


_32ビット版を使用する場合 


■■ 3它ビット版を使用する場合の注意事項 

• 64ビット版対応の一部機能を使用できないことがあります。 

• 0 S が使用可能なメモリ領域は最大 3 GB になります。 


OS を切り替える場合の操作と注意事項 


os を切り替えるには、リカバリー（再セツトアップ）が必要です。 


Dos を切り替えると 

プレインストールアプリケーションの構成が一部変更になります。 

詳しくは、「本節 E-D 64ビット版を使用する場合の注意事項」、「本節 \2 \-mm 32 


ビット版を使用する場合の注意事項」をご確認ください。 

•バックアッ プをとった データが一 部使用できない場合があります。 
• 控えておいた設定が一部使用できない場合があります。 














OOS の切り替えについて 


D リカバリーをする前に 


リカバリーをすると SSD 内に保存されているデータ（文書ファイル、画像_映像ファイル、メー 
ルやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定、 
Windows □グオンパスワードなど）もご購入時の状態に戻ります。 

リカバ U — をする前に、記録メディア （ CD や USB フラッシュメモリなど）にバックアップを 
とってください。また、リカバリー後も現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の 
設定を控えておいてください。 


mm リカバリー方法 

リカバリーの手順や詳細は、『セットアップガイド』を確認してください。 

リカバリー操作の途中で、次のような[製品復元メニュー]画面が表示されます。 

32ビット版に変更する場合には [Windows 7 32ビットパージョン]を、64ビット版に変 
更する場合には [Windows 7 64ビットパージョン]をチェックして、[次へ]ボタンをクリツ 
クしてください。 




切り替えたい項目をチェックする 


(表示例) 
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OOS の切り替えについて 


s 


Windows の確認方法 


Windows セットアップ終了後は、次の手順で、現在使用している Windows の種類を確認でき 
よ9 〇 

n [スタート]ポタン （ hi )— [コント□ールパネル]をクリックする 
v \ [1— システムとセキュリティ]をクリックする 
B 1 [九システム]をクリックする 

表示された画面で、[システムの種類]を確認する 


. • 


■^*CX0l 

n*Kk I 


© 


■M ： 

IM 

yac ，， 


CmM^90t-bOl 


(表示例） 














7 ■ Windows XP Mode について 


Windows 7 Professional では、仮想的に Windows XP 環境を実現するための 「Windows 
XP Mode 」 が用意されています。 

「Windows XP Mode 」 を実行するには、次にように操作してください。 


MM インスト _ ル方法 


I [スタート]ポタン0 J )— [すべてのプ□グラム]—[アプリケーシヨ 
ンの再インス!-ール]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

Q [ Windows 関連]タブをクリックする 

画面左側の 「Windows XP Mode 」 をクリックする 

画面のメッセージに従って 、 「Windows Virtual PC 」 と 「Windows XP Mode 」 を 
インス I ルしてください。 

rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをクリックしてください。 

^ mm 起動方法 


I [スタート]ポタン （ U )— [すべてのプログラム ]— [Windows 
Virtual PC ] — [Windows XP Mode ] をクリックする 





Windows XP Mode が起動します。 

初回起動時にはセツトアップが必要です。画面のメッセージに従ってセツトアップを 
行ってください。 
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